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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　序章











　僕ぼくの名前は淡あわ谷や雪ゆき国ぐにです。


　僕の年ねん齢れいは十四歳です。


　僕の性別は男です。


　僕の属性は受験生です。


　僕の誕生日は二月です。


　僕の姉の誕生日も二月です。





　僕には双ふた子ごの姉がいます。


　僕が一いつ緒しよに育った人です。


　僕には好きな人がいます。


　僕が一緒にいたいと思う人です。





　僕の名前は淡谷雪国です。





　僕の物語になる予定です。





　僕がこれを破やぶいて捨すてるのは、全すべてを語り終えてからにしようと思います ──。 
















　　第１章　前哨戦　噂だけが忍び寄る













　──ああ、またか。


　その数字を前にした時の感情は、どうしようもない無力感、あるいは敗北感である。


　鳥とり子こもはじめはおびえ、目を疑い、そしてついには否定することにも疲つかれ果てた。いい加か減げん認みとめるのだ古こ葉ば鳥子。あんたは太った。肥こえて肉がついたのよ。数字が増ふえたのがその証しよう拠こ。この間まで留とまっていたシャツのボタンがきつくなったのはどこの誰だれ。


　そっと足を体重計から戻もどす。


　脱だつ衣い場じようの鏡に映うつる裸ら体たいは、鳥子が目指したいところである『華きや奢しや』『ほっそり』という理想からはほど遠い。腹につく脂あぶら身みがにくい。勝手につく脂し肪ぼうがにくい。なんだかひどく悲しくなって、急いで下着と服を身につけた。


（走るかな、この時間）


　一いつ瞬しゆんそんな考えが頭をよぎるが、風ふ呂ろ上あがりから就しゆう寝しんするまでの稀き少しような時間帯に、やるべきことは多すぎるのだ。


　そのまま自分の部屋のドアを開けた。


　何はなくとも、まずはこれを片付けねば。


　六畳じよう相当の城の中心。そこには古い勉強机づくえがあり、鳥子の『相あい棒ぼう』である大学ノートが、白紙の状態で待っている。


　はじめて彼女がこれに物語を書いたのはいつだったろう。


　パソコンでもない。携けい帯たいでもない。他でもない紙のノートを前に、好きなように空想をふくらませて。それは彼女にとって、一番好きなお金のかからない遊びだったのには違ちがいなく。


　楽しかったから書いた。いくらでもノートは埋うまっていった。


　それがだんだん苦しい作業になっていくなんて──誰が予想しただろう。


　鳥子は部屋着姿すがたで着席し、ノートを睨にらんで腕うで組ぐみする。ときおり落ちてくる瓶びん底ぞこメガネは、古いにしえの布ふ団とん読書スタイルがもたらした負ふの遺い産さんだ。今は家の中だけのデスクワーク・アイテムと化している。熱心に机に向かい続ける娘むすめの姿を、両親はいつものようにお勉強していると思っているだろう。大おお間ま違ちがいなんだけどね──と。彼女はいつも胸きよう中ちゆうでひとりごちる。


　──ピピピピ……。


　やがて携帯のアラームが鳴りだした。シンキングタイム終しゆう了りようの合図だ。


「え、あれ……もう……？」


　十分、時間を区切って考えた。リフレッシュのために風呂にも入った。


　それでもいっこうに打だ開かい策さくが思いつかないということは、根本的にストーリーの展開が息いき詰づまっているのだろう。


「……………………ダメなもんは、ダメか……」


　どうしようもない。ちょっと新人賞向けに書こうと思っただけで、こうも筆が進まなくなるとは思わなかった。


（──どうしよう）


（──せっかく淡あわ谷や先生が薦すすめてくれたのにな──）


　鳥子は仕方なく、ノートを引き出しにしまいこみ、今度は別件を取り出す。それは古き良き『お道具箱』という奴やつで、中には大量のレターセットがしまってあった。ここで選んだ便びんせんの色は、濃こいめのピンク色。そのままではきつい色だが、ミルキータイプのボールペンを使うと、綺き麗れいに文字が浮うかび上がって見えるのだ。


　あの子はこういう小さい工く夫ふうを、とても喜んでくれる子だった。


（えっと……なにから書こうかな）


　──蜜みつへ。


　書き出しはまずそれから。





　こんにちは。鳥子です。返事が遅おそくなってごめんね。元気にしてる？


　こっちは学校のテストとかが何個か片付いてほっとしてるとこ。あー、やっとまとめて小説書けるよー （進み具合？　知らない知らない ）。


　ま、ず、は。この間の手紙にあった片思いの件。あたしなりの考えを述のべさせてもらいます。えっらそーにとか言わないように！


　えーっと、そのね。


　やっぱりね。逃にげているうちは始まらないと思うのよ。


　相手の倍ばい率りつがすっごい厳きびしい！　とか。今さらどうやって告白していいかわからない！　とか。あたしたちには動くに動けない理由がいーっぱいあるけど。でもそれって言い訳わけにすぎないんじゃないかなって。


　眺ながめていれば幸せなんて噓うそだもの。


　あいつの視界にあたしがいないのは辛つらいもの。それぐらい胸が痛むんなら動かなきゃいけないのよ。違う？


　ゼロにはいくら数字をかけてもゼロなのよ。失しつ恋れんにすらならない不毛なエネルギーを量産し続けてるのよ。あたしたち。


　あたしはもう三年だし。同じ高校に行ける可能性はすごい低いし。この気持ちをなかったことにしたくなかったら、どこかで動かなきゃいけないと思う。


　蜜もがんばろうよ ──。 





　彼女たちは知らない。


　日々の体重の増加におびえてみたり。こうして互たがいに恋こいの相談を続けてみたり。そんな他愛もない日常を送りながらも、肝かん心じんな恋の相手が同一人物であるという、どうしようもない事実の一点だけを、知りようがないのである──。
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「それでは、これより立りつ候こう補ほ者説明会を始めさせていただきます──」


　その日。青せい美び女学院の会議室に集まった人間は、届け出の資料通りに七名だった。


　これを多いと見るか少ないと見るか、判断は分かれるところだろう。


　なにしろ一いつ般ぱん生徒の人気だけは図ず抜ぬけてあった、第一一八代中等科生徒会長、淡谷『若わか光ひかるの君きみ』の後あと釜がまに座すわる人間を募つのろうというのである。そんなしち面めん倒どうくさい目にあいたい人間が、そう多くいるとは思えないのだ。よくがんばって集めた方じゃないかなというのが、数字を聞いた時の雪ゆき国ぐにの率そつ直ちよくな感想だった。


　彼女たちの中から生徒会長と副会長が決定し、会計以下の執しつ行こう部ぶ員いんを募ぼ集しゆうし直すことで新政権がスタートする。


「立候補者のポスターですが、必ず指定の場所に、選挙管かん理り委員の許可を得てから貼はってください。続いて二の４番ですが──」


　会議室内の黒板を背にした議長席で、副会長の花はな江えみずきが選挙期間中の広報活動の仕方について説明をしている。彼女は現げん役えきメンバーのナンバー２だ。


　おっとり優ゆう雅がな語り口を売りとする彼女を前にした立候補の女の子たちは、どれも気き負おいが行き過ぎて可か哀わい想そうなほどだった。『もう帰りたいよ』とばかりに泣きそうになっているあの子は──クラスメイトか教師に祭り上げられてしまった貧びん乏ぼうくじタイプだろうか。


　みずきの後ろで傍ぼう観かんしていると、不思議と周まわりの様子がよく見えるのだ。


　雪国は、おもむろに自分の頰ほおを両手でおさえ、ぐりぐりっと回してブサイク顔を作ってみた。


「「「！」」」


　立候補者たちは、みな動どう揺ようし目を丸くする。若光の君がブサイクになったのだ。「ひっ」と叫さけんであわてて口をふさぐ子までいた。


「……会長様？」


「なにかな？」


　花江みずきが、不思議そうに振ふり返る。


　もちろん雪国は、両手を離はなしていたって涼すずしい顔でかしこまっている。


「どうぞ、続けて？　花江さん」


「は、はい──」


　みずきがまた顔を正面に向けたとたん、ロボットダンスを踊おどってみる。


「……会長様？」


「なに？」


　振り返ると、また雪国は涼しげな顔。


「……そ、そうですね。続いて昼休みの演説会ですが──」


　正面を向いたとたんにラジオ体操。


「各自の持ち時間を守り──」


　続いて背せ伸のびの運動──。


「二週間後の投とう票ひよう日びまで──」


　いっちにーさんしー。


「他に質問はございませんか？　ないならこれでこの場は──」


「はいありますありますあります！」


　みずきが雪国の方を振り返ろうとするのを引き留めるように、候補者が次々に手を挙あげた。


「はい！　タスキの太さに規定はありますか？」


「ポスターを貼るのは画が鋲びようですかガムテープですか？」


「バナナはおやつに含ふくまれますか？」


「ダイエットにバナナは効きき目がありますか？」


「バナナの皮で転ころんだことはありますか？」


　すでに彼女たちにとって、雪国がどこまでラジオ体操を続けられるかが関心の対象になっているのかもしれない。ぎんぎんに白熱した質問タイムを味方につけ、その間も雪国は手足を動かし続けた。


「……さ、最後に、淡谷会長から挨あい拶さつがあります。淡谷会長、どうぞ」


「はい。わかりました──」


　お見事すっきりさっぱり最後の深呼吸が終わったところで、雪国はみずき副会長からバトンを受け取った。


「どうもこんにちは。会長の淡谷です」


　体はほぐれ、会議室の候補者たちも、一運動終えたような顔をしている。


「えーっと。僕ぼくから言いたいのは一つだけ。あんまりほら、難むずかしいこととか考えないで。楽しくやりましょう。楽しく」


　ちょうど今、ゆるゆる楽しく協力したようにさ。


　聞いた女の子たちは、はじめて笑顔になってうなずいた。


「「「はい！」」」





　──淡谷雪国には秘密がある。





　双ふた子ごの姉、淡谷舞まい姫ひめと入れ替かわり、ヅラとスカートを身につけて青美女学院というお嬢じよう様さま学校に潜せん入にゆうしているのだ。


　本来の会長である姉の精神的静せい養ようのため。そして雪国自身の希望を叶かなえるため。そんな入れ替わりのお題目を唱となえながらの交こう換かん生活も、はや半年がたとうとしていた。
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　白熱した立候補者説明会が終わり、いざ会議室を出る段になって、二年の立候補者たちに囲まれた。


「──あの、若光の君さま！　もうパートナーはお決めになりましたか？」


「パ、パートナー？　なんの？」


「嫌ですわ。舞ぶ踏とう会かいのですよ！」


　雪国は、軽く視線を泳がせてしまう。


　女の子たちは、さきほどのリラックス作戦がきいたのか、はじめの頃ころよりずっと打ち解けた顔をしていた。


「え、えーっと。どうだったかな……君たちはどう？」


「わたくしたちですか？」


　きゃあと顔を見合わせ、肘ひじをつついたり腕うでをたたいたり。


　はにかみと喜びに満ちたその顔は、ちまたで見かける一般生徒とほとんど変わらなかった。





　その行事には正式名めい称しようがある。正しくは『生徒会主しゆ催さい・選挙慰い労ろう納のう会かい』であり、一般に通じる俗ぞく称しようが『校内舞踏会』なのだという。


　次代の生徒会幹かん部ぶが選挙で決まった翌日の夜、現役の生徒会メンバーの仕切りで開くダンスパーティーのことで、現役メンバーとしては最後の締しめくくりの仕事納おさめとなるし、新メンバーにとっては先せん輩ぱいからバトンを受け取るお披ひ露ろ目めの日になる計算だ。


　難しい建たて前まえは抜ぬきにしても、綺き麗れいに正装してダンスが踊れる日とあって、楽しみにしている生徒は多いようだった。


「あー終わった終わった。ただいま──」


「おかえりなさいませ、舞姫さま。こちら、校内舞踏会の予算案です」


　しゅびっ。


　雪国が生徒会室に戻もどってくるなり、生徒会会計の久く我が原はらさゆねが降ヽっヽてヽきヽたヽ。


　手には判はん子こをもらうための書類。目はどこまでも生き真ま面じ目め、かつ冷ややか。


　入れ替わりの事実を知っている有能シノビの少女は、今日もきりきり仕事を迫せまるようだ。


「……なにか？　雪国さま」


　思わず『本ほん名みよう呼び』をしてしまうほど変な顔をしていたらしい。


「…………いやあ。本当にやるんだなあって思って。舞踏会」


「なにを今さら」


　そう。今さららしいのだ。


　雪国は、さゆねから受け取った書類と一いつ緒しよに、窓まど際ぎわの執しつ務む席の椅い子すを引いた。


　ここ最近の大仕事の一つではあるが、二年の女の子たちのはしゃぎっぷりを見てしまったら、あらためて実感してしまったのである。責任は重大そうだ。


「とにかく、判子です。こちらに目を通してください」


「えー、なになに……ふんふんふん……軽食代……ええっ、なにこれ。立りつ食しよくのくせにこんなかかるの？　うちはローズロワイヤルじゃないよ？」


「総額だけをご覧らんにならないでください。参加人数で割れば妥だ当とうな単価です」


　シェフ村むら上かみでなければ食事ではないなんてセレブ組そ織しきに育てた覚おぼえはない。そう雪国が言い張ればさゆねも反論する。


「参加人数って……ああ、外部の人も入れるんだ……」


「舞踏会ですから。ダンスの相手役は必要でしょう」


　さゆねいわく、お堅かたい乙おと女めの園としては珍めずらしく、この日は父母会の父ふ兄けいや、それに近しい婚こん約やく者が学院に足を踏ふみ入れても許されるのだという。


「ふーん……父兄もあり……なら僕が行ってても良かったんだよね。身内だし」


「まあ、舞姫さまの弟君ぎみですし」


「舞ちゃん、今までそんなこと一度も言ったことないよ」


「舞姫さまは、今までお相手に困こまったことがございませんでしたから」


　なるほどね。


　苦笑し過ぎるほどによくわかる。ご多た分ぶんに漏もれず、相手は学院内の『若光の君ファン』たちだろう。


「なんかなあ……けっこう多いの？　女の子同士で踊るのって」


「建前上は父兄の参加が難しい者同士ということですが、はじめから目当ての者を誘さそって組む生徒も多いですね。それこそ舞姫さまを目当てにする輩やからのように」


「不毛な気もするんだけどなー」


「楽しいから続いているのでしょう」


　真しん理りである。


「去年は舞姫さまの初当選がありましたから、並ぶ者の列はことのほか多かったと記き憶おくしております」


　だんだん思い出してきた。確か去年の今いま頃ごろではなかっただろうか。舞姫が靴くつ擦ずれと筋きん肉にく痛つうに悩なやんでいたのは。ベッドに倒たおれ込んで「いっそ殺して……」とうめいていた。


「それでも今の雪国さまであれば、さほど心配なさる必要もございませんかと」


「そ、そう？」


「さきほどの立候補者説明会も。よくおまとめになったようですね」


「いやあ。大したことなんてしてないよ」


　あまり誉ほめられると照れてしまう。


「大変生徒会長らしい振ふる舞まいでございました。舞姫さまとは違ちがいますが、舞姫さまと同じ役割は果たされていらっしゃると思われます」


　雪国は、生真面目な表情を崩くずさないさゆねの顔を見上げた。


　彼女に責せめられ、突つき放はなされたことを覚えている。そんな彼女にとっては、今の言葉が最高級の賛さん辞じになることも。


　だからこそ、忘れたわけではないと言いたい。


「でも、僕は代理だからさ」


　それはもう、絶対に曲げることのできない事実。





　いつまでもこちらが黙だまりこんでいるので、さゆねがいぶかしげな顔をしだしていた。それでもなんと切り出すべきか、雪国はかなり迷った。


　実は昨き日のう。雪国が家に帰ると、五ご中ちゆうに通かよっている舞姫がプリントをもらって帰ってきたのだ。


『淡谷雪国』の進路調査表である。


　今も二階の子供部屋の、自分の机の上にあるであろうプリントのことを思い出すと、ちりちりと遠火で炙あぶられるような気分になるのだ。


　外そと堀ぼりを埋うめる形でのタイムリミットは、こちらの心と関係なく、確実に迫ってきているのかもしれない。


「……選挙が、終わればさ。僕らの……舞ちゃんの肩かた書がきに『中等科生徒会長』はなくなる。こっちに戻っても今ほどうっとうしい目には遭あわずにすむはずなんだよね」


「それは入れ替わりの終しゆう了りよう……ということですか？」


「どう思う？　舞ちゃんは舞ちゃんで五中に愛着があるみたいだから。あくまで提案だけだけどさ」


　いい機会にはなる、と思うのだ。


「ワタクシには──わかりません。雪国さま。舞姫さまのご希望はかなったとしても、あなたの希望はどうなるのですか？」


　希望──。


　あらためて言われると、ひどく腹の底が落ち着かなくなるフレーズだった。


「な、なんか……珍しいね。舞ちゃんびいきの久我原さんが、僕のこと気にかけてくれるなんてさ。雨でも降るのかな」


「ごまかさないでください」


　短い叱しつ責せきだった。


「一方的な自じ己こ犠ぎ牲せいは、いずれ身の内に不満をためこむことになります。雪国さま自身もおわかりになっているのでは？」


「そのへんも、たぶん……わかってるよ」


　雪国は、コンと指先でデスクを叩たたいた。


　たしかにこれは、一人だけのためにはじめたものではない。雪国と舞姫。お互たがいの利害の一いつ致ちを求めてはじめた入れ替わり作戦なのだ。


　雪国にとっての希望の少女、一い駿する河が蜜みつとの関係はどうなっているだろう。


　蜜にはふられたのかもしれない。でも、気持ちはいまだに『好き』のまま。


　それならどうするべきか。


　リミットが迫る目の前には、『校内舞踏会』の予算案があった。


　幕まく引ひきとけじめが必要なら、この場を使う以外になにがある？





　──そう。そうだ、そうだ、誘うのだ。





　校内舞踏会は、日が沈しずんだあとの夜にある。ライトアップしたグラウンド。オーケストラ部の生なま演えん奏そうにあわせて、正装した乙女たちがくるりくるりと優ゆう雅がに回り踊おどる（のだと計画書には書いてあった）。


（ふおおおお……）


　なんかちょっと、いい感じなのでは？　ふられた後はひさしく発動していなかった脳内妄もう想そうロマンティックモードがうなりを上げる。


　ネックは雪国の方にその手の素そ養ようがまったくないことだが、まだニセ舞姫でいるなら可能性はあるはず。きっと一駿河さんのこと、「しょうがないですね、先せん輩ぱいは」と文句を言いながら教えてくれるに違いない。


（うん。それなら、いいよ）


　これを最後の思い出とするのなら、これ以上のものはない。一駿河さんを手取り足取り──いや違う。一駿河さんに手取り足取りだ。さらに星空。音楽。最後の逢おう瀬せ。しばらく無休でがんばれるぐらいベターなプランに思えた。


「…………雪国さま？」


「うん、いいよやるよ。やるよやるよ。予算案だってバリバリこなしまくって──あああ、だめだよこんなんじゃ！　他のなに削けずっても音楽と照明にはお金かけなきゃ！」


　ロマンティックの演出こそが勝敗を分けるというのに！


「あの──」


「とりあえず、これ貰もらってくから。一晩考えさせて！」


　雪国はそう言って、書類一式を抱かかえて生徒会室を飛び出した。さゆねも追ってはこなかった。


　さあ、忙いそがしくなりそうだ──。


　一秒でも早く家に帰って、今まで適当に流していた部分も含ふくめて総点検する必要がある。書類片手に階段を駆かけ降おりている間も、見直したい部分がぼろぼろと出てきた。


「あーもう。今まで何見てたんだって感じだな……」


「ねえ、舞姫さん」


　はじめは気づかず、完全に踊り場を素通りしてしまった。


「舞姫さんったら！　聞いてらっしゃるの？」


　タンと弓を射いるように呼び止められる。その凛りんと張りのある声は、強制的に人を釘くぎ付づけにする力があるのだ。


「胡こ蝶ちようの宮みや……」


「お忙しいのかしら？　公共の階段はそのようにお駆けになるものではなくてよ」


「あ、そ、その、す、すみません……」


　反射的に平ひら謝あやまりモードに入ってしまう。


　向こうは相変わらず、通り過ぎてしまった踊り場から動かないので、こちらが叱しかられるために降りた階段をまた上る形になる。


「あたくしたちはまだ学院の代表なのですから。はめを外はずす場は選んだ方がよろしいんじゃなくて？」


　ごもっともでございます。


　そのままお説教モードが続くかと思いきや、彼女は小さく微ほほ笑えんだ。


「もっとも、あたくしが言えた義理ではございませんわね」


「そんな……」


「うちの──蜜のことなんですけど。少しお時間いただいてもよろしくて？」





　　　　　＊＊＊





　話がしたいという彼女が選んだ場所は、なんとローズロワイヤルのソロリティ舎しやだった。


　この林の中の白い木造家か屋おくは、合がつ宿しゆくの頃ころにリアル雪国として何度も利用したことがある。だが、生徒会のニセ舞姫としては初も初。あるはずがない。


　合あい鍵かぎを取り出し、薔ば薇らの意い匠しようのドアノブを回す胡蝶の宮の後ろで、雪国はついつい尋たずねてしまうのだ。


「その、いいんですか？　胡蝶の宮……僕なんか入れて。他のメンバーの了りよう解かいとかは……」


「気にする必要はございませんわよ。前に舞姫さんもあたくしを生徒会室に連れていってくださったでしょう？　それと同じと考えれば」


「あれは──」


　あの時は。


　彼女の周まわりに張はり巡めぐらされた、幾いく重えものこんがらがった事じ象しようを解ときほぐしたくて、そればかりで頭がいっぱいだったのだ。


　にこにこと微笑んでいる胡蝶の宮を見ていると、嫌いやでも過去のことを思い出す。


　藤ふじノの原はら剣つるぎとの結けつ婚こん問題に、お祖じ父い様の健康問題に。爆ばく風ふうのような嵐あらしを乗のり越こえた後の彼女は、ご覧の通りに少しオープンになった。


　このくだけぶりを親しみやすくなったと評価する人間がいる一方で、彼女だけが持っていた格や華はなやぎがなりをひそめたようで寂さびしいと言う人間もいる。


　雪国自身はどうだろう。


　外がい野やのように客観的な評価をくだすには、あまりに自分はこの人の内面に踏ふみ込みすぎてしまったような気がした。


「それに、気にしたところで今こちらには誰だれもおりませんわ。全員視し聴ちよう覚かく室でレコード鑑かん賞しよう中ですから」


「なんだ──」


　それは早く言ってほしかった。


　あからさまにほっとしてしまったのがおかしかったらしく、彼女はずっと笑い続けていた。


「それで、どうですの舞姫さん。最近の生徒会は。やはりお忙しくて？」


　サロン内に入れてもらうと、胡蝶の宮はこちらを置いて給きゆう湯とう室へと消えていく。お茶とお菓か子しの準備をしているようだ。銀のトレイを持って再び現れる。


「そう──ですね。たぶん、忙しいと言えば忙しいと思いますが……」


「選挙に校内舞ぶ踏とう会に？」


「まあ、そんな感じです」


　砂糖やミルクのピッチャーを置く様も手て慣なれた接待ぶりだが、歓かん待たいを受ける側の方はからっきしだ。雪国は勧すすめられた椅い子すの上で「はあ」と曖あい昧まいにうなずき、巻き毛の彼女が同じ席につくまで、ずっと落ち着きもなくあたりを眺ながめ回していた。


「舞踏会。去年は秀ひで幸ゆきさんと参加したのでしたわ」


　胡蝶の宮は着席すると、茶器の湯ゆ気げの向こうで遠い目をした。


「今年はもうどうしましょうね。踊るにしても相手らしい相手もいなくなってしまいましたし……」


　ぶー。


　たまらず貰った茶を噴ふいた。噴いてしまいました。


「舞姫さん？」


「あの、すいませんすいませんすいませんすいませんすいません」


「何に対して謝ってらっしゃるの？」


　猛もう烈れつに謝りたい気分なだけなので許してほしい。


「おかしな方」


　胡蝶の宮はそう言って、アールグレイの紅茶を口に入れた。


「世代交こう代たいと言えば……」


「はいなんでしょう！」


「うちのローズロワイヤルも、例外ではございませんのよ。そろそろ次代のトップを決めなければいけない頃ころ合あいですもの」


「え、そうなんですか？」


「ええ。多少の前後は加味しても……早ければ今月中。遅おそくとも年内には内ない示じを出さなければなりませんの」


「へえ……」


　なんでも生徒会のように、大々的な選挙をするわけではないらしい。唯ゆい一いつにして栄はえあるトップの任命権は、他でもない現トップである胡蝶の宮一人に与あたえられるのだという。


「それはプレッシャーですねえ……」


「別に。これぐらいは選べてしかるべしと思っておりましてよ」


「……あ、そ、そうですか」


「あたくし、今回は蜜を指名しようかと思っておりますの」


　小さな間があいた。


　ミツヲ。シメイシヨウカト。オモッテオリマスノ。


「……え、え、ええええっ！」


「おどろくほどのことかしら？」


　おどろくと言うより。まったく想像がつかなかった。


　あらためて考えてみるとしよう。今こうして胡蝶の宮がこなしているトップの立ち位置に、あの蜜が座すわるということだろうか。青美女学院の百年以上の伝統と格式を一身に背せ負おって。生徒会と並ぶ全ソロリティの代表になるのである。あの、小さくて髪かみがふわふわで、意い地じっ張ぱりで泣き虫のかんしゃく持ちで、貧びん乏ぼう舌じたをひた隠かくしにする、底そこ抜ぬけに一いつ生しよう懸けん命めいでお姉様想おもいの女の子が──。


「……想像できなくて？」


「できないっていうか……い、いいのかなってちょっと……」


「そうね。あたくしとあの子は、どうやっても重ならないタイプだとは思いますわ」


「だったら」


「でもね、舞姫さん。だからこそ選びたいと思いもしますの」


　静かな瞳ひとみに、すっと吸すい込まれそうだった。


「ねえ──舞姫さん。あなたも苦労なさったのじゃなくて？　あたくしたち、良くも悪くも目ヽ立ヽちヽすヽぎヽまヽしヽたヽわヽ。ぶつかって対立して歩み寄って。新しい後こう継けい者しやを指名したくても、次の世代はあたくしたちから受け取るバトンが重すぎて尻しり込ごみするばかり」


　それは、たしかに雪国にも覚えがある感覚だった。


　会議室でかちこちになっている女の子たちに、『もっと気楽にいこうよ』と言ってあげたくてたまらなかったのだ。


「だったら──せめてそのバトンの重さを、少しでも軽くしてさしあげるのが使命だとも思いましたの。次の方は、あたくしの影かげにおびえる必要などない。自分が思うようなやり方でローズロワイヤルの伝統を受け継ついで行かれればよろしいのですわ」


「それが、一駿河さんに繫つながるってことですか？」


「少なくとも、あの子を見てあたくしと同じものを要求しようと思う方はいないと思わなくて？」


　見た目も、性格も、たぶんスタイルの凹おう凸とつ具合もまるで違ちがう二人だ。


　考えてみれば、悪くはない選せん択たくのように思えた。


　他でもない胡蝶の宮が、彼女を後継にと指名するということは、大きなメッセージになるだろう。


　自分自身に自信を持ち、その上で相手を信じる。胡蝶の宮らしい選択だ。


「うん、そうですね──きっと、うまく行きますよ──」


「あたくしもそう思っていたのですけどね」


「は？」


　今さらそれはないのでは？


「ですから、蜜のことですのよ。あの子ったら。あたくしがトップに指名しようと考えて、実際にやる気はないか聞いてみましたのよ。そうしたら、自分には無理ですの一点張り」


「あ、ありゃー」


「ねえ、舞姫さん。あなたからも説得してくださらない？　あの子、あなたにお願いされるのは弱いはずなの」


　真しん剣けんな顔で頼たのみこまれ、雪国は言葉に詰つまってしまったのである。





（──あなたにお願いされるのは弱いはずだって？）





　あいにくと彼女の手て強ごわさに舌をまいたことはあっても、自分が強いと思ったことは一度もない人間だ。


　胡蝶の宮はその後もぶつぶつと続けていた。


『今はちょうど、プライベートが忙いそがしくて頭が回らないせいもあると思いますの。お家うちの方に、お母様がお帰りになっていらっしゃるらしくて』


　なんでも本日も授業が終わるなり歌のレッスンでトンボ帰り。今日の鑑賞会も欠席しているぐらいなのだそうだ。


　だからこそ、雪国ならぬ『淡谷舞姫先輩』の援えん護ご射しや撃げきが必要なのだと念押ししていたが、こと蜜に関しては買いかぶりな気がしないでもない。


「どうしたもんかなあ……」


　雪国はうなってしまう。


　しかしそんな蜜に関する続報は、思わぬ場所からやってきたのだ。


　それは家に帰って夜になり。互たがいにリアル雪国とリアル舞姫に戻もどって自由時間を過ごしている頃だった。


　リビングの電話が鳴った。


「ねー、ユキグニ。どっちが出る？」


「んーと」


　姉との電話ジャンケンでしっかりと負けて。やりかけの予算案の改良を放り出して階段を下りた。


　すると間の悪いことに、いつもは毛虫のように電話を毛け嫌ぎらいしている祖母の菜な穂お子こが、通話に出てしまっているのだ。


　はて──出版社の人だろうか。着物のたもとを左右に揺ゆらし、珍めずらしく機き嫌げんよくしゃべっている。あきらめて引き返そうとすると、


「あー、なんだ雪国かい。これこれ。ちょいと舞姫に電話なんだけどね。呼んできちゃくれないかい」


「はっ、舞ちゃんのなの!?」


　その盛もり上がりっぷりはなにごとなのだ。


「おもしろいよ。外人さんだね。兎と羽ば山やまのエリス・ブライスさんとか言うそうだけど」


　兎羽山。エリス・ブライス。


　雪国は、深い皺しわをさらに深くして笑っている祖母を、呆ほうけた顔で見つめてしまう。


　つまりそれはあれだ。


　以前にさんざんこちらを振ふり回してくれた、青い目のタイフーンガール──。


「か、貸して受話器！」


「ちょいと用があるのは舞姫だよ！」


「いいんだよ僕で！」


　雪国は、ほとんどひったくるように受話器を奪うばい取った。


「もしもし、エリス!?」


『──Hello, マイヒメ？』


　少し鼻にかかった舌足らずな声。


　ああ、そうだ。すぐに彼女の顔と仕草がよみがえる。


　六月の連休に、雪国は女装したまま蜜と胡蝶の宮とともに兎羽山のプチホテルへ泊とまりに行ったのだ。そこのオーナーの娘むすめがエリスである。


　彼女はその出生の複雑さが寄き与よしているのか、生せい来らいの根性曲がりなのか、少々性格が悪かった。ホテルに泊まる雪国が、実は男であると見み抜ぬいたとたん、その腹黒さでもってさんざん脅おどして振り回してくれたのだ。


　密ひそかに後を追ってきていた空舟ＳエンジョイＥ委員会Ｃと舞姫の阿あ呆ほうスレスレな機転がなければ、彼女はずっと秘密を握にぎったまま、こちらの首根っこを押さえ続けていただろう。


　しかし少なくとも今は、彼女は雪国のことを女だと思いこんでくれているはずだ。可か愛わいい弟の尻しりの痣あざを本家の刺し客かくから守るため、女装少年のふりをし続けた偉えらい偉いお姉さんだと──。


『オマエのグランマは、とてもファンキーでインテリジェンスだな。今度本を送ってくれると言っていたぞ』


「すっごいスプラッタだけどいいの？」


『大だい好こう物ぶつだ』


　それはそれは。


『ヤー。とりあえず、元気そうでアンシンしたな。弟のストリップボーイもソーケンか？』


「その言い方はやめて」


　エリスはますますうれしそうに笑った。


「なに、どうかしたの？　いきなり電話なんてして」


『ヒドイな。ワタシがオマエたちの様子を気にするのはおかしいだろうカ』


「いや、そういうわけじゃないけど──」


　わけではないが。今まで連れん絡らくらしい連絡もしないで、急に電話が鳴れば不思議に思うだろう。


『ンー。そうだな──。いつも通りトバヤマでしるこドリンクを腹がはちきれるまで飲のみ倒たおしたり、ハハの仕事につきあってピアノを弾ひいてタダメシを食いまくったり、ＮＹに戻って肉食に目め覚ざめたり、まあ適当に過ごしてオマエたちのことなんて忘れかけてもいたりしたが』


「言葉通り受け取ると最低な感じだね」


『サワコとミツが来たんだ』


　ふっと時間が止まったような気がした。


『──おい。聞いているか？　マイヒメ。ミツとサワコだ。日曜にうちのハクトエンに来た』


「あ……う、うん。聞いてるよ。一駿河さんと──」


『ミツのハハウエだな。うちのハハが呼んだらしい。ギョーカイ向けのパーティーがウチであって、特別ゲストで一曲歌っていた。ミツも何回か歌わされていたな』


「そ、そうなんだ」


『ずいぶん腕うでをあげていたと思っタ』


　率そつ直ちよくな感想に、噓うそはないように思えた。


　蜜の母親は声せい楽がく家かだ。実際に聴きいたことはないが、お父さんばりに海外での仕事が多く、あの広い家にお手伝いの清きよ野のさんとほぼ二人で暮くらしているのだと前に教えてもらったことがある。


　今は日本に戻ってきて蜜と一いつ緒しよにいるという、胡蝶の宮筋すじの蜜情報が、はからずも補ほ強きようされる話になってしまった。


「……ふ、ふーん。それは、うん。僕も見に行きたかったな。上じよう手ずだったんだろうね」


『ああ。ちょっとまずいことになりそうなぐらいのイキオイだっタ』


　まずい？


　受話器の向こうで、奇き妙みような間が空あく。何を口ごもっているのだろう。


「エリス？」


『……なあ、マイヒメ。ユキグニも。ミツとは仲良くしているか？』


「してると……思うよ。なんで？」


『絶対に離はなれたくないと思うぐらい？』


「い、いや、ちょっとまってよ」


　どうしてそんな極きよく端たんなことを気にしているのだろう。


『ヤー。問題ないなら、いいんだ。こういうのはたぶん、最後はホンニンの気持ちだからな』


「エリスって」


『Good bye』


　止めたつもりなのに、彼女はそのまま通話を終えてしまった。


（……なんなんだ）


　断だん片ぺん的な情報が、雪国の足あし下もとにばらばらと転ころがっている。蜜。兎羽山。母の佐さ和わ子こに歌とステージ。


「……話せって、ことなんだよな。ようするに」


　したいことも、しなければならないことも。どうやらすべては蜜の目の前に立つことからはじまるようだ。


　しかしいざ必要に迫せまられると、どうにも気き負おって尻しり込ごみしたくなる癖くせも、なかなかなくなりそうになくて。


　雪国は、受話器を置いて振り返った。がらんとしたリビング。ついでに目に付いたローテーブルの雑誌や新聞を姑しゆうとめのようにひとまとめにし、はみ出ていたチラシを引き抜ぬく。


　だがそれでも。天にまします我われらが神様は、こちらを見み捨すてきったりはしないようだ。





『──みなさまに愛されて四十年。パンの井い村むら屋や、大だい創そう業ぎよう感かん謝しや祭さい開かい催さい決定！ 』





　小さなＢ６サイズの手作りチラシを、よくぞ見つけたものである。


「……日ひ頃ごろのご愛あい顧こに感謝して、各種のお総そう菜ざいパンを特別価格でご提供いたします。また、感謝祭を記念いたしまして、店主が腕をふるった新作焼きそばパンを個数限定で先行販はん売ばいいたします──？」


　これだ──！


　雪国はチラシを握りしめて雄お叫たけびをあげた。





　　　　　＊＊＊





　──イエーアー！　決戦の火ひ蓋ぶたが切って落とされようとしているぜ。空そら舟ふね五中体育祭、午前の部最終レース。種目はパン、食い、競、争、もーりあがってるかああああ！





　うおー。





「……男子に混じって競争というのは、なかなか辛つらそうであるな、兄あに貴き」


「そーでもないよ、会長」


　ここは空舟五中。淡谷舞姫は、肩かたや腰こしのウォーミングアップを続けながら、トラックの反対側にぶらさがる菓か子しパンだけを睨にらみ続けていた。


　今日は五中の体育祭である。


　すっきり切った短たん髪ぱつに、着ている体操着は男子用のそれである。なぜなら自分は弟の雪国としてこの学校に来ているのだから。


　偶ぐう然ぜんにも隣となりのレーンに入った芝しば目めが、同じくアキレス腱けんをのばしながらささやいてくる。彼が所属する紅あか組の得点は二五○点。舞姫が所属している白組の得点は二四八点。午後のレースで十分に挽ばん回かいは可能だが、ここで肩を並べて追い抜いておけば、後半の戦い方がずいぶん変わってくるだろう。





　──この競技を説明するとお、トラックの各所に用意された障害物をくぐり抜け、頭上にぶらさがるパンをくわえながらどれだけ速くゴールできるかにかかってくるんだぜ。一秒たりとも気ぃ抜くなベイベー。まずはレースの参加者の紹しよう介かいだあ──。





　アナウンス席の実じつ況きようは、朝からいっこうにテンションが落ちる気配がない。


「まあ、適当に気楽に行けば良いではないか。しょせんは学校の運動会。親も他校も誰だれも見に来こん平日開催だ」


「だから関係ないから」


　位置について──用意──。


「パンは井村屋のメロンパンであるぞ。落とさずゴールするだけでけっこうお得な感じで──おいおい兄貴！」


　──ドン！


　ピストルの合図とともに駆かけだした。


　ＢＧＭは『天国と地じ獄ごく』。定番のナンバーとともにスタートダッシュをきった舞姫こと三年Ｅ組のモテキングに、スタンド席の女子から惜おしみない声せい援えんが飛ぶ。


「うおおおおおおおおお！」


　そこを猛もう然ぜんと追おい上げて肩を並べたのは、Ａ組の野球部員、遠えん藤どう君だった。


　これには舞姫も女子もかなり驚おどろいた。


「はーっはっはっ。見ろモテキング！　俺おれだって！　俺だってな！　毎日汗あせ水みず流して白球追ってるんだよ！　ユニフォームは地じ味みだし頭は坊ぼう主ずだし汗くせーし、はっきり言って没ぼつ個こ性せいの体育会系けいかもしれねーけど、でも一人ぐらいバックネット裏で手ぇ振ふってくれるあだち充みつるヒロインぽい子がいてくれたっていいじゃないか！　こんなお前ひとりだけ目立たせてたまるかああああああ！」


　彼は叫さけびながら舞姫を追い抜かし、コーナーの跳とび箱ばこを飛とび越こえきれずに体当たりして一回転していた。





　──１コーナー脱落ぅぅぅぅ！





　その脇わきを、モテキングが無む駄だのない動きで飛び越えていく。まるで秋の到とう来らい、赤トンボのようにすいすいと。せっかくの声援もそのままモテキングのものになった。


　次の関かん門もんは借かり物ゾーンだった。





　──ここは各レーンに設置された借り物ボックスよりメモをチョイス。置かれたメモ通りのものを手に入れて、審しん判ぱんのＯＫが出次し第だい出発できる過か酷こくなゾーンだ──。





　実況の声を聞くまでもない。舞姫は急ブレーキをかけて、白線の半なかばに置かれた箱の中へと腕をつっこんだ。メモを取り出す。


『白ブリーフ』


　完全に目を疑った。


　ご丁てい寧ねいにへたくそなイラストまでついていた。


「やり直しをすることもできるっスよー」


　脇についている審判の少年が、笑いをかみ殺すようにアドバイスする。舞姫はびりびりにメモを破き、次のメモを取り出した。


『ふんどし』


　ふざけんなアホと叫びたかった。


　周まわりを見ても、みなサッカーボールだの拡かく声せい器きだの、無ぶ難なんなものを探さがして走り出しているのだ。なのにどうして自分が引くものはそろいもそろってしょうもない下しもネタばかりなのだ？





　──おおーっと。Ｅ組淡谷選手、止まってる止まってる。いったい何に手て間ま取どっている──？





　淡谷くーん。どうしたの？　がんばってー！


　観客席にいる女子の、心配そうな声も飛ぶ。


「おい兄貴。なにをもたもたしているのだ？」


「会長っ！」


　あろうことか、芝目まで舞姫のレーンに近づいてきたのだ。


「ばっ、なにやってるのさレース中だよ！」


「まあ良いではないか。そんなに難むずかしいものが来てるのか──ぶはあっ」


　芝目は舞姫が握にぎりしめるメモを見て悶もん絶ぜつしていた。


「なんだこりゃ──」


「もー探しにいけるもんなら探しにいけって感じだよね。コレ」


　メモをひらひらさせながら、肩をすくめるしかない。


　そして舞姫は、本能的に感じてしまうのだ。


　レースのメンバーは男子。審判も男子。考えてみれば実況も全部男子だ。


　いわゆる競技を続ける選手やスタッフたちの視線が冷たいことに、できるだけ気づかないでいようと思ったけれど。


「──お、おい兄貴。ひょっとしてこのレースの裏には、空舟天てん誅ちゆう隊たいの罠わなが──」


　ひょっとしてではなく、単純にそうなのだろう。


　空舟天誅隊。『モテキング』を目の敵かたきにする影かげの軍団だ。


　棄き権けんすれば陰かげで笑われ、突つき進めばモテの称しよう号ごうは地に落ちる。そんな展開を期待しているのだろうか。


「どーします。棄権しちゃうっスかー？」


「んなわけないじゃん」


　笑っていた審判の少年が鼻白む。舞姫は、あらためて引き抜いたメモを片手にフィールドの外へと歩きだす。


（むかつくなー）


　なんだかとってもとってもむかつくなー。





　──おーっと。やっと淡谷選手が動きだした。今まで何にもめていたのか。探しているものはなんなのか。全員耳をすまして協力だ──。





　せーのっ。


「────女子のブラジャーいっちょうよこしやがれ────────────────────っ！」


　その声は、天高く雲流るる秋の蒼そう天てんへと、臆おくすることなく突き抜けていった。


「募ぼ集しゆうするのはイラストから判断するにＢ65からＤ70の間の四分の三カップブラジャー！　ストラップの取り外しは可！　色は白、ないし白に近いベージュのみ！　チュールレースをカップにあしらい、フロント部分にサテンのリボンの補強あり！　ホックはバックに二列、フロントホックは絶対厳げん禁きんなり!!」





[image: ]


　ＢＧＭ『天国と地獄』に負けることなく。反はん比ぴ例れいするように、ギャラリーの声は尻しりすぼみに小さくなっていった。


　舞姫はメモ書き片手にまくしたてる。


「さあどうだ。今なら二枚でも三枚でも慎つつしんで頂ちよう戴だい仕つかまつるぞ！」


　そして、とんでもない奇き跡せきが起きたのだ。


　──ふわり──と。


　密集する客席の中から、白いなにかがグラウンドの中へと軟なん着ちやく陸りくを果たしたのだ。


　誰かが言った。ブラだ。白いブラジャーが飛んできたと。


「──誰だ？」「──誰んだ？」「脱ぬいだのか？」「誰かが脱いだのか？」「この場で？」「ホック外して？」「噓うそだろ」「やったのか？」「淡谷のために？」


　モテキングのために？


　それがモテキングのパワーなのか？


　風は西南西から東北東の方向へ絶えず吹ふき続け、小さな布きれの集合体でもあるその女性用下着は、簡単に飛ばされていってしまうような気もした。


　おそらく観衆の男子一同は、一様にこう考えたに違ちがいない。


　──なあおい、淡谷。


　貴き様さまは本当に、本当にその脱ぎたてブラをつかんで持っていくつもりかと。


「おい、兄貴──」


　だが彼らは根本的なことをおさえていない。


「らっきー」


　舞姫は、そう言ってニヤッと口元で笑い、むんずと地面に落ちたブラジャーを拾ひろいあげて埃ほこりをはらったのだ。





「「「うおああああ──────────────────────っ!!」」」





　場が揺ゆれた。


　問答無用で地が揺れた。


　自前の洗せん濯たく物ものを拾いあげるような無む造ぞう作ささで、女子の神しん秘ぴを、おいそれと触さわってはいけない大事なものを、一いつ寸すんのスケベ心もにじませずに抱だきこんで走りだす齢よわい十四・十五の中学生。そんな存在がいて許されるのか。


「はい審判。これでいい？」


「……あ、嗚あ呼あ……いいんじゃ……ないスかね……」


　ぶらぶらと白い乳ちちバンドをニンニクかロザリオのように突き出され、審判の少年は日光にあたった吸きゆう血けつ鬼きのごとくよろめいた。


　そのまま舞姫はえっさほいさとトラックを走り、人様のブラジャーと一いつ緒しよに梯はし子ごをくぐり、平へい均きん台だいをのりこえ、竿さおの先のメロンパンを一いち撃げきで仕し留とめてゴールへとたどりついた。


　三位だった。


　おみごと三位の旗はたを持ってグラウンドの一角に待機していると、芝目が四位の旗を持って後に続いてきた。


「あ、会長。おつかれ」


「…………なんというか、そのな……」


「会長もお人好よしだね。ボクなんかにつきあって遅おくれちゃってさ」


「いや……どう見てもお前がナンバー１だカカロット……じゃなくて兄貴よ……」


　心持ちげっそりしている芝目夏なつ彦ひこ。舞姫を追い抜ぬいて一位や二位になった生徒や、審判やギャラリーの男子生徒が、みな魂たましいの大事な部分を打ち砕くだかれたように放心しているのが不思議といえば不思議だった。


　彼らはうわごとのようにうめいているのだ。


「……………………俺には、無理だ……」


「そうか。あれができてこそのモテキングなんだな……」


「ははは……次元が違う……違いすぎる……お手上げだ……」


　見知らぬところで新しい伝説を打ち立ててしまった舞姫は、レースでゲットしたメロンパンをぱくんと食べた。





　そうして午前のレースが終わると、給食と昼休みが挟はさみこまれる。


　舞姫も体操着の上にジャージの上だけを羽は織おり、同じくジャージ体操着だらけの廊ろう下かをてくてくと歩いていた。


（さて。問題はこの下着だよねえ……）


　涼すずしげに歩いてはいるが、ジャージのポケットの片方には、捨すてるに捨てられない人様のブラジャーがある。


　レースが終わったあと、これはどうしようかと体育委員や審判に相談してみたが、「いやもうお好きになさってください！」「俺たちにはとてもとても！」「おそれ多いっすスンマセン！」と軒のき並なみ丸投げされてしまったのだ。


　タグのサイズはＢカップの65。ご協力してくれたお嬢じようさんは、舞姫など足あし下もとにも及およばないスタイルの持ち主のようだ。


　ただでさえこの学校は、シュミーズどころか下にキャミソールも着ない『ブラ一丁派』が多いようである。今いま頃ごろはノーブラなんなりで校内を闊かつ歩ぽしているのかと思うと、舞姫は少々心配というか胸が痛むのだ。


　それともこれはあれだろうか。天の神様が特別に采さい配はいしてくれた夢の景品とか、そういうものなのだろうか。


（だからってボクじゃ使えないんだよ）


　立りつ派ぱなワイヤーブラジャーはポケットの中へつっこんでおくには少々大きく、かと言って無理矢理折おり畳たたむのは気がひけて。かくして非常に中ちゆう途と半はん端ぱな隠かくし具合で、舞姫のジャージを不自然に膨ふくらませてしまっていた。


「失礼しまーす──」


　訪おとずれたのは職員室だった。


　教室や校庭にいる教師の方が多いようで、中はひどく閑かん散さんとしていた。


　タバコ休きゆう憩けい中の生徒会顧こ問もんがいた。「安あん藤どうセンセー」とその身み柄がらをつかまえ、落とし物はどうしたらいいかとたずねてみる。


「あー、それなら落とし物入れに入れとけ。段ボールだ。隣となりの印いん刷さつ室にあるだろ」


「場所がよくわからないんですけど」


「わからないなら聞け。ちょうど中で作業している奴やつがいるから」


　ぷっはー。その口からはもくもくと紫し煙えんがのぼるばかり。どこもかしこも丸投げ大会だ。


「おい。そういや芝目に念押ししておけよ。例の計画の件だが──」


　けむたい職員室を後にして、すぐ隣にある印刷室に顔を出した。


　引き戸を開けたとたん、


「あーっ、もう！　このポンコツ印刷機！　死ね！　滅ほろびて生き返れ──！」


　なぜか古葉鳥子の罵ば声せいが聞こえた。


　彼女は旧式の印刷機と格かく闘とうしていた。ジャージにインクがつくのが嫌いやなのか、校庭では頑かたくなに脱がなかったジャージの下を脱ぎ捨て、ブルマの丸い尻をこちらに向けてドラムの紙詰づまりを直している。


　床ゆかに片かた膝ひざをついた後ろ姿すがた。ポニーテールの毛先が背せ骨ぼねの上を流れ落ちている。軽くまるまった背中に合わせて、肩けん胛こう骨こつがしなやかに動き、Ｔシャツの下の下着のラインまで浮うかび上がって見えそうだった。


　悪あく戦せん苦く闘とうの末にインクだらけの紙を取り除のぞき、ドラムを印刷機内へとセットし直す。パネルのボタンをいくつか操そう作さし直して、やっと本体の機械が動きだす──。


「わっ、淡谷！　なんでここいるの！」


　振ふり返った鳥子が、入り口に立ち尽つくす舞姫を見て大声をだした。


　なぜと言われても。つい考えてしまったのかもしれない。もし彼女が午前のレースの協力者だったらどうなるかなと。


「さ、最低。ずっとそこにいたわけ？」


「まあ、うん……そうだね」


　鳥子は赤面したまま後ずさり、両手でブルマの裾すその食い込みを直している。そんな仕草をしている彼女の胸むな元もとは、きちんとキャミソールとブラジャーの固い布地に守られている。その上──ちょっとびっくりするが、こちらの手持ちのブラよりずっと大きい。


「ほんとごめん……ボクが悪かったよ……」


　しょんぼりと謝しや罪ざいすると、鳥子はかえって気まずそうな顔をした。


　こちらのことを気にしながら、もぞもぞとジャージのズボンをはきはじめる。


「大変だね。一人で生徒会の仕事？　手伝ってくれる人は？」


「どうせ今期かぎりだし」


　答えになっていないような気がした。


　かしゃんかしゃんと、その間も勢いきおいよく紙を吐はき出す印刷機。トレイに刷すり上がった生徒会のお知らせが積つまれていく。舞姫にとっては涙なみだが出るほど見み慣なれた光景だ。


　今頃、青美女学院は選挙の準備で大わらわだろうか。


　あれからもう──一年たったのか。


「淡谷は？」


「あ、ボクは──」


　舞姫はあわてて、ジャージのポケットから勝利のブラジャーを取り出した。


「ばか──────────────────────────────っ！」


　激しい勢いで怒おこられた。そのまま横よこ殴なぐりにぶん捕どられる。


「な、な、なんてもんブラブラさせてんのよっ」


「いや、どうしていいかよくわかんなくてさ……」


「ちょっとはためらいなさいよ。それでもオトコ!?」


　実はオンナだったりするのです。


「…………なに？　あたしにどうしてほしかったの？　そりゃ淡谷に鼻の下のばしてほしいなんて思わないけど。でもでもこんな洗せん濯たく物ものみたいに平然と持ってこられたらどうすればいいのよ。わっかんないわよ慣れてんのなに考えてんのよこいつ……」


　古葉鳥子嬢はひとしきりぶつぶつと悩なやんだあげく、キッとこちらを睨にらみつけ。


「わかったわ。これはあたしが責任もって始末してあげる」


「あ、そう。ありがとう」


　やはり始末してしまうのか。


「当然でしょ。だいたい下着の忘れ物なんて名乗り出る人間、いるわけないじゃない」


「あー、やっぱりそう、だよね……」


「これはあんたへのプレゼントってことでしょ。うらやましいわねモテキング！」


　そして彼女は、受け取ったブラジャーをサブバッグの奥深く詰め込むと、ほんの少しだけ瞳ひとみをうるませたのだ。


「もう──完全に立ち直ったみたいだよね」


　やわらかい声。


　皮肉をかぶせようと思ってもかぶせきれない、彼女の素すの声がこぼれ落ちたような気がした。


「一時はほんと。どうなっちゃうかと思ったけど。思ったよりもノーダメージで安心した。あんたにとってはいくつもある恋こいの一つって感じだったのかな」


　語ご尾びに笑いが混じって、遅れて顔全体が笑顔になった。


「だからってね、悪いとか薄はく情じようとか責せめてるわけじゃないから。ほんとそこは誤解しないで！　だいたい片思いなんて不毛なだけなんだし。あんたはぜんぜん間ま違ちがってない！　大だい丈じよう夫ぶ！」


「ちょっと待って古葉さん──」


　いったいなんの話なんだか──。


「一駿河蜜には好きな子がいるんだから。あんたがふられて玉ぎよく砕さいしたのはしょうがない。しょうがないんだって」


　舞姫が凍こおり付いて固まっているのを、素す直なおに拝はい聴ちようしていると勘かん違ちがいしたらしい鳥子は、ますますこちらの肩かたを叩たたいてなぐさめ続けた。彼女らしからぬ優やさしさと距きよ離りの近さで。


　けれど舞姫としては、生まれてはじめて聞く衝しよう撃げきの事実に、どうリアクションを返すべきかずっと考えていたのだ。





　──一駿河蜜。


　──玉砕したって。


　──そんな話、一ミリも聞いてませんよ。


　──弟よ──。





「ねえ、ユキグニ。一駿河蜜に告白してふられたって。本当？」


「ひっ」


　家に帰るなり。舞姫はニセ雪国の格好のまま、玄げん関かん前の廊下に正座を続けた。


　聞くなら一いち撃げき必ひつ殺さつ。正面突とつ破ぱだった。


　ニセ舞姫の格好で帰宅した弟の雪国は、舞姫の出会い頭がしらの質問に、激しく顔をひきつらせた。


「い、いや僕はその──ええとそのあの──」


「ほー」


　やはりクロか。


　クロなのか──！





　　　　　＊＊＊





「じゃ、行ってきます──」


　古葉鳥子は風ふ呂ろから上がると、部屋へ直行する足で玄関へ向かった。


　足下にはランニングシューズ。丁てい寧ねいに靴くつ紐ひもを結び直す。胸ポケットのＭＰ３プレーヤーは夜道の走りの供ともだ。マンションのエレベーターで一階のエントランスまで降おりると、思い切って飛び出した。


　道路のアスファルトが、外がい灯とうで白く光って見えた。そのままゆっくりと走り出す。


（ランニングは、する）


（終わったら、小説も書く）


　どっちもやる。


　ちゃんとやる。


　心の中には、火のような決意があった。


（──蜜。あたし決めた）


（──ダイエットは今日からで）


（──それでいま書いてる小説、ちゃんと完成したら）


（──淡谷に──告白する──）
















　　第２章　序盤戦　ニアミスがすり足で













　あっ、鳥とり子こさんだ。


　蜜みつは机の上に置かれた封ふう筒とうを見て、おいしい駄だ菓が子しを見つけたように破は顔がんした。


　うれしいな。さっそく読んでしまおう。


　今日の巡じゆん業ぎよう先は、母親の佐さ和わ子この知り合いであるピアニストのコンサートだった。そのままなんだかんだと遅おそくまで連れ回されてしまったが、一日の終わりにこんなサプライズがあるなんて予想外だ。


　首のアクセサリーを外はずすのもそこそこに、引き出しからペーパーナイフを取り出し、手紙と一いつ緒しよにベッドへ腰こし掛かけた。


　封筒はビビッドな原色の黄色で、中の便びんせんは、また元気の出そうな赤と白の水玉模も様ようだった。この間のピンクも素す敵てきだったが、「可か愛わいい」と中を読む前につぶやいてしまう。


（いいなあ、鳥子さん）


　しっかりしたお姉さんに見えて、選ぶ小物はお洒しや落れで可愛いものばかりなのだ。


　手紙の中でも市内の雑貨店をいくつか教えてもらって、一緒に行こうかと約束したところである。したとたんに蜜の予定がぎゅうぎゅうに詰つまってしまい、買い物どころの話ではなくなってしまったのが残念だけれど。


　気を取り直して本文を読み始める。


「こんにちは、蜜へ──」


　綺き麗れいな読みやすい字。


　内容は、前に蜜が質問した映画の内容。空そら舟ふね五中の学校生活。そして、お互たがいの懸け念ねん材料である恋れん愛あいの進展状じよう況きようについてだった。


　特に恋こい心ごころについては、前に蜜がくよくよと消極的なことを書いてしまったものだから、『しっかりしなさい』とばかりに檄げきを飛ばされてしまった。


『自分の心にね、噓うそついちゃだめ。正しよう直じきにならなくちゃ』


　この部分にマーカーを引いておきたいと思った。


　時計を見ればもう就しゆう寝しん時間で、けれど返事はすぐにでも書いておきたい。


　蜜は迷まよった末、もう少しだけと机に向き合うことにした。


　便せんは、向こうに比くらべれば面おも白しろ味もないけれど、ニューヨークの美術館で買ったロゴ入りのものにする。万年筆のインクの調子を確かめて、『鳥子さんへ』と書き付ける。


　手紙を書くペンは、若わか光ひかるの君きみに拾ひろって届けてもらったものだから、少しは御ご利り益やくがあるような気がした。





　──鳥子さんへ。


　──お手紙ありがとうございます。


　──小説が完成したら、Ｙ君に告白なさるとのこと。とっても素敵な決断だと思います。


　──蜜も心から応おう援えんします──。





　蜜は鳥子の恋がうらやましい。


　自分に正直になりたくても、自分で自分の気持ちがわからない場合はどうすればいいのだろう。


　お姉さま。先せん輩ぱい。弟さん。


　これからのこと──。





　　　　　＊＊＊





　みなさまに愛されて四十年。


　手作りパン店『井い村むら屋や』は、空舟二丁目バス停脇わき、青あお空ぞら商店街の入り口にある。


　このあたりは近くにあるだけでも社宅一つと公団二つ、中学校と工業高校、塾じゆくとスイミングクラブを抱かかえる人口密集地帯でもある。そのせわしない場を味とボリュームの両輪でもって支え続けてきた井村屋は、まっこと頼たのもしい個人商店であった。


　いささか塗と装そうの剝はげはじめた『いむらや』の看板も、その屋根の下にたむろする子供たちの姿すがたも、ドッグパンからはみ出んばかりの焼きそばやコロッケも、町の人間にとっては見み慣なれた風景だった。


　そして現在、店は創そう業ぎよう四十周年の記念セール中。


「すごいひと……」


　セールの開始は十時から。限定パンの売り出しは十時半からだと聞いているが、盛せい況きようどころの話ではない。雪ゆき国ぐにの腕うでの時計は十時十分を回ったところのはずなのに、店の前に特設のテントを建たててパンを売る、その店員の姿が客に埋うもれてどこにも見えない。ものすごい勢いきおいで売れに売れているようだ。


　もっと早くくれば良かったかな。


　雪国の脳のう裏りに、今さら遅い後こう悔かいがよぎりはじめる。


　──なにせ昨き日のうの夜は、舞まい姫ひめと延々双ふた子ご会議を続けてしまったのだ。


　あれから彼女は、雪国を子供部屋の絨じゆう毯たんに座すわらせ、ことの次し第だいを説明せよと迫せまってきた。


『説明してくれるよね？　ユキグニ』


　彼女の左手に、チョーンと見えない日本刀の刃はが見えるような気がした。


『や……説明って言ってもさ……たぶんそのまんまの意味だしさ……』


『いつなの？　ふられたのは』


『……人じん力りきリバーフェスタ』


『嫌きらいって？』


『…………そうじゃないけど。その……手、つないでさ。好きな人いるかって聞いたら、むちゃくちゃ困こまった顔されて逃にげられた』


『逃げただけ？　ちゃんと口にして断ことわったわけじゃないってこと？』


『でもその日だけじゃなくて！　他にもいろいろあったんだよ！』


『それも全部黙だまってたわけ!?』


　まさに苦にがい思い出を蒸むし返して熱あつ々あつにしたところを、もう一度食い直せと迫られたようなものだ。


　舞姫は眉み間けんに皺しわを寄せて尋じん問もんしまくるし、雪国の立ち直りかけたハートはぼろぼろだ。最後の方はもう、布ふ団とんの枕まくらを両手に抱えながら、絨毯の上をごろごろ転ころげ回されるはめになった。


『……………………や。だからさ。好きな気持ちは、気持ちでちゃんとあるけど。でも、もう答えが出ちゃってるのは受け止めなきゃいけないわけだし。いつまでもこのまんまってわけにもいかないし。じゃあどうしようかなーって。思ったわけですよ。僕ぼくなんかでも一つ、区切りがほしいっていうか。思い出？　そういうのがあるといいなあって。僕としては今度の校内舞ぶ踏とう会が有ゆう終しゆうの美のラストチャンスで、一緒に踊おどれたら嬉うれしいかなって……思ったり思わなかったりあはははははは……？』


　我われながら酔よっぱらいの失しつ恋れんトークのようであったと思う。


　それを聞いた彼女は、なんと言っていただろう。寝ねて起きて上段のベッドをうかがってみたら、彼女はまだ寝ね息いきをたてていて、雪国はパンを買いにここにいる。


　ここで限定お総そう菜ざいパンをゲットして、そのパンを手に青せい美び女学院へ行って、蜜に会うのだ。気が重い話も一世一代の決断も、これがあればスムーズに行くような気がした。


　思えばこれが、彼女と自分をつなぐ小さな絆きずなのようなものなのだ。はじめはなんの接点もなかった。お嬢じよう様さまと普ふ通つうの男子中学生で。入れ替かわっても生徒会とソロリティの厚い壁かべ。それでも蜜のあの小さな可愛い口に、もふもふもふもふリスのようにお総菜パンが詰つめ込まれていく作業を見るのが好きだった。やわらかい頰ほおを薔ば薇ら色いろに染めて、口くち許もとが春のようにほころんで。そんな幸せそうな顔つきは、言葉よりもなにより雄ゆう弁べんに『おいしいです』を伝えてくれる。


　そう。今だってとても好きなのだ。


（うん──よし！）


　雪国は、お財さい布ふ片手に販はん売ばいの列に並ぼうとした。





「ぱ──────────────────────────」





　あっと言う間にはじき出された。


　いったいなにごとだとしか言いようがなかった。


　熱気ムンムンの出店の周辺は、雪国などお呼びではないとばかりに井村屋スタンダードのお総菜パン──あんパンチョコパンはちみつレモンメロンパンなどなどが、投げ銭せんと交こう換かんで飛び交かっている。少し離はなれた歩道の上には、雪国と似たような姿し勢せいで呆ぼう然ぜんとしているお客があふれかえっていた。


　なんとなく、火事で焼け出された人たちがイッパイイッパイ、という感じだ。


「そこのあんた……ここに来るのははじめてか？」


　ガードレールに背中を預あずけた中年男が、疲つかれた面おも立だちで煙た草ばこを吸すっていた。


　彼はやや型落ちのゴルフウエアを着て、足あし下もとは履はき潰つぶしたサンダルである。いかにも休日のお父さんと言った風ふ情ぜいであるが、手にはセールで買ったらしいパンのビニール袋が下がっていた。これがまた見事に潰れきっている。もしかしてこれ、お家うちで食べるおつもりですかと問いたくなるが、その前に向こうが言った。


「かみさんと子供に頼たのまれて、のこのこ買いに来たのはいいが……これじゃあ無理だな」


「ああ、やっぱり……」


「いまあそこで目的のものが買えているのは、よっぽど場慣れしてる常連だけだな。団地の主婦と工業高校の運動部員と。あんたは……」


「たまに来るんですけど。五中の三年です。ここまで人が多いのを見るのははじめてです」


「やめておけ。そんな娘むすめっ子まがいの細ほそ腕うでじゃ怪け我がするだけだ」


　言っている側そばから、テントからはじき出されてきた人間が約一名。おじさんは雪国と倒たおれる脱だつ落らく者を見み比くらべ、こうなりたくなかったらおとなしくしていろと言った。


「運が良ければ通常料金の食パンぐらいは買えるだろう」


「で、でもそれじゃ困るんです──」


　これからメインの限定焼きそばパンの販売もはじまるというのに。


　だがその時、ガランガランガランと、一帯を黙だまらせるかの勢いきおいで鐘かねが鳴った。


　店主である井村金きん次じ（68）が、店の奥から新しいパンのケースを運び出してきたらしい。


　彼はケースをテントの手前で、高々と掲かかげた。遠目に見ても大きな焼きそばパンがぎっしり詰まっている。その大きさたるや、通常の焼きそばパンの倍はあるだろうか。そこからあふれんばかりの焼きそば、青のり、そして紅べにショウガを忘れてはならない。ポイントに入れたキャベツと豚ぶた肉にくはやや控ひかえめのようだが、これは決して材料をケチっているわけではない。焼きそばパンの焼きそばはあくまでパンと同等の存在であり、片方のみが抜ぬきん出てはならないのだ。


　同時に口に含ふくんで最高にうまく、単独で食べても思いがけずおいしい。


　具材のインフレに力を入れて総菜パンのなんたるかを忘れるパン屋が多い中で、井村屋の進化の仕方はまさしく王道の強化とも言えた。


　周囲で歓かん声せいがあがる。さらに店主の妻の節せつ子こ（64）が、鳴らしていたハンドベルを休めて声を張り上げる。


「──んみなさああん、お待たせ、いたしましたあ！　ただいまより井村屋の新作、『焼きそばパン・マークII』を販売いたしまあああす！」


　なんだってえ？


「焼きそばパン──」


「マークIIだと──」


　それが今回の名前なのか。聞くからに強そう＆おいしそう。


　内側からふつふつと血が沸ふつ騰とうし、毛穴から興こう奮ふんがあふれ出そうになるが、さらに店主の説明が入る。皆みんなぐっと抑え込んでさらに聞き入る。


　ここの店主は寡か黙もくな人ひと柄がらだ。言葉は決して多くないが、作るパンはなにより雄ゆう弁べん。


「ここに店を出して四十年──」


　うまいパンを──たらふく──食え──若わこ人うどよ！


「いいもんができたと思ってる。買ってくれ」


　イエッサー！


　そこにいる全員が叫さけんだ。


　ああ、おいしそう。一い駿する河がさんに食べさせたい。欲しい！


　雪国の思考もホップ・ステップ・ジャンピング。今まで以上に混戦をきわめる出店の最前線へと飛び込んでいくが。





「ぱ──────────────────────────」


「ぷ──────────────────────────」


「ぽ──────────────────────────」





　連敗です。連戦連敗です。


　腹ペコな男子高校生。財布を握にぎる主婦。その他地元の常連たちが雪国の行く手を阻はばんでシャットアウト。こちらの細腕ごときでは、目的の品をつかんでトレイに載のせることすらままならない。


「……な、なんで……？」


　ふたたび歩道に待たい避ひして雪国はうめく。


　自分の体力のなさが憎にくらしかった。


　こうしている間にも、限定お総菜パンは、一駿河さんと自分を繫つなぐ希望の品は、どんどん売れていってしまうのに──！


「たかがパンに、大げさな話ね」


　無む性しようにカチンと来て振ふり返った。


　歩道に寄せて路ろ駐ちゆうした車の、運転席側の屋ルー根フにもたれかかるように、綺き麗れいなマダムがこちらを見下ろしていた。


　美容院代は月おいくらかと思う、丁てい寧ねいに丁寧にセットした黒くろ髪かみのウェーブヘアに、バーゲンに出そうにないシルクのブラウス。家事には向きそうにないネイルアート入りの爪つめが、つるりとワックスに光る金属の屋根をコツコツと叩たたく。


「そんなにパンが欲しいの？　僕──」


　思わず息を呑のんでしまう。


　さりげなくご使用の車種がＢＭＷなのもかんが見て、このあたりにはいそうにないセレブ系けいの若奥様だが、けばけばしい印象は少なかった。たぶん──ほっそりと小こ柄がらで華きや奢しやな体型に加えて、博はか多た人形のように小さく整った唇くちびるや、ぱっちりと黒目がちな瞳ひとみが、どこかあどけない少女の面おも影かげを残しているからかもしれない。


「……そりゃ、欲しいに決まってるじゃないですか……。あなたにしてみれば、すごい安い買いものかもしれないですけど。でもおいしいし……」


「ああそうだ！　井村屋のパンはな、そこらのコンビニパンと訳わけが違ちがう！　かみさんも娘も大ファンなんだ」


　隣となりで例のおじさんも援えん護ごしてくれた。


　すると彼女は大きな瞳をぱちりと瞬またたかせ、「そう」とクールにつぶやいた。そこから謝あやまるわけでもなく、単なる退たい屈くつしのぎに絡からまれただけなのかなと思った。


「じゃあ、僕行きますから──」


「また負けるつもりなの？　僕」


　やんわりと、後ろから襟えり首くびを引っ張ぱられた気分になった。


「……さっきからなんなんですか？」


「聞きたいのは私の方よ。さっきからずっと見てるのに、あなたの戦い方はナンセンスとしか言いようがないわ。同じことを繰くり返して失敗するのはね、弱いとは言わないわ。バカなの」


　綺麗な爪が、ついと中空で弧こを描えがく。一回。二回。そしてパッと手のひらを開く。


　くる──くる──パ─、ですか。


「あなたは細い」


　ぐさ。


「あなたは力がない」


　ぐさぐさ。


「背も低い」


　ぐさぐさぐさ。


「そのくせ正面突とつ破ぱ──負けるはずよね」


「なんであなたにそこまで言われなきゃいけないんですかっ」


「そうだそうだ外がい野やで見てるだけなら誰だれでもできるだろうが！」


　涙なみだ目めの雪国とおじさん二人でブーイング大会。


「ああ、そうね。わかったわ。そんなに言うなら、やってあげる」


「え？」


　本気で？


　啞あ然ぜんとしていると、彼女は車から身を離し、シフォンのスカートからのびるヒールをこつこつ言わせてテントの方角へ歩き出すのである。


「よ、よせ。売り言葉に買い言葉なら考え直すんだ──」


　その容よう姿し。体型。加えて箸はしより重いものを持たないようなお若いマダムのなさることだ。誰もが十秒も保もたないＫＯ負けを考えた。


　だが彼女は戦線の手前でぴたりと止まると、いきなり大きく歌いだしたのだ。


　それはカラオケやママさんコーラスの域いきから完全に離れたあっぱれお見事なベルカント唱しよう法ほうで、その場にいた人たちを足止めし釘くぎ付づけにするには充じゆう分ぶんな迫はく力りよくと唐とう突とつさがあった。


　歌。とにかく歌だ。そのまま歌いながら突つき進む。音量がすさまじい。ガラスが割れるのではないかという勢いだ。みな彼女の動向を見守ることに忙いそがしくて人ひと垣がきが割れてしまう。


　彼女は売り場の傍かたわらに積つまれたトレイとトングを持つと、ひょいひょいひょいとケースに並んだお総そう菜ざいパンをチョイス。もちろん中には激げきレアな焼きそばパンも入っている。


「──お勘かん定じようお願い」


　ここだけが普ふ通つうの日本語だ。


　誰がＮＯと言えるだろう。その場で焼きそばパンその他を購こう入にゆうし、人垣の間を悠ゆう々ゆうと去る姿さえ、オペラやミュージカルの一場面のように見えたのだ。


　そうして彼女は、なに一つ傷やあざを作ることもなく、美しい右手に焼きそばパンを持って戻もどってきたのである。


「どう？」


「…………ほ、ほんとに買ってきやがった……」


　おじさんが啞然とビニール袋ぶくろを見つめている。


「なあこれ、俺に売ってくれるとか……」


「嫌いや」


　彼女はすげなく断る。


　そしてあらためて雪国を見たのだ。


「力ちから技わざが通用しないのなら、他の方法を考えろと言っているの。僕ちゃん、あなたは何ができる？」


　正面から静かに問われ、雪国は口をつぐむしかなかった。


　彼女がやったことはいわゆる『一回こっきりビックリ戦法』で、売り場では再び争そう奪だつ戦せんがはじまっている。でもたしかに買うものを買った。


　このまま言われっぱなしでいていいのか？　いいのか淡あわ谷や雪国──。


「あ」


「あ？」


「あります。やりますっ」


　雪国は、商店街の一角を見た瞬しゆん間かんひらめいた。


　そうするといてもたってもいられず、スニーカーでアスファルトを蹴けり走り出す。


　行き先はスーパーマーケットだった。生まれた時から何も変わらないテーマソングが流れる老し舗にせ『サンディーマート』。その一階にある生せい鮮せん食品コーナーには目もくれず、古びたエスカレーターを駆かけあがって二階を目め指ざす。


　そこにはそう、もっさりと服があふれかえる衣料品コーナーがあるのだ。


　雪国は素す早ばやく視線をめぐらせると、店員が不ふ審しんがるよりも素早く目的の品をチョイス。


　レジで精算を終えるやいなや、試着室に飛び込んだ。


（くっそう。今に見てろよ）


　雪国ではない。舞姫でもない。


　そう。今からおまえの存在と性別は──。





「残り三つです──」


「買った！」「買った！」「買った！」


　皆みな様さまに愛されて四十年。手作りパンの店、井村屋。その自信作である焼きそばパン・マークIIは、飛ぶように売れていく。


　押しあいへしあい、手を挙あげた者の中でいさかいが始まり、ついには乱らん闘とうまではじまる始末である。


　だがそんな時、ひょこりと売り場の最前線に近づいてきた『女の子』がいた。


　ラスト三つを賭かけて戦っていた一人、空そら舟ふね工業高校一年、西にし枝えだ宏ひろ典のり君（ハンドボール部所属）は述じゆつ懐かいする。その可愛らしい女の子は、さらさらの細い髪をショートカットにして、元気の出そうなセーラーカラーのミニワンピースを身につけていたそうだ。頭にかぶるベレー帽ぼうもお嬢じようさんらしく、スカートからのぞく膝ひざ小こ僧ぞうの丸さが絶ぜつ妙みようだったらしい。


　まさに殺さつ伐ばつとした心に突とつ如じよ登場した一いち輪りんの花。心のヒナギクの出現である。


　思わず見とれそうになる西枝君に、女の子は微ほほ笑えんだ。


「あの──ワタシにも、焼きそばパン、いただけますかあ──？」


　西枝君、慌あわてて我われにかえる。


「だ、だめだ。これは俺んだ──」


「あっ」


　思わず押し返して自分のトレイに焼きそばパンを載せようとするが、彼女はあっと言う間にすってんころりん。


「きゃうん☆」


　簡単に地面へ尻しり餅もちをついてしまった。


「ごっ、ごめん──」


「はうー。いったーい……」


　半分ずれたベレー帽。かすかに涙目の困こまり顔。無む造ぞう作さに投げ出した両足のおかげで、ミニスカートの奥が見えそうで見えなくて──。


　思わずゴクリと生なま唾つばを飲み込んだ瞬間、後頭部に激しい衝しよう撃げきが走った。


　背はい後ごで闘とう争そうを続けていた主婦ＶＳ主婦の肘ひじ鉄てつが、狙ねらいを外はずれて直撃したと気づいた時には倒たおれこんでいた。


「わっ、大だい丈じよう夫ぶですかあ？」


　女の子が西枝君に近寄ってくる。


　ああ、だめだよ可愛い君きみ。優やさしい君。


　目の前で無防備に屈かがんだ足の間から、望むものがほの見えてしまうのがたまらない。意外にボーイッシュな趣しゆ味みだったのは予想外だ。


　そうだよ。君みたいに愛らしい子は、こんな荒すさんだ戦場に来てはいけないよ──。


「君の……名前……は？」


「ユキちゃんです」


　ユキちゃん。


「名みよう字じは……学校は……」


「しゃべらないでくださあい」


「これを、君に……」


　ああ、もう死んでもいいさ──西枝少年は薄うすれいく視界の中でそう思ったという。


「ああ、しっかりー」


　体で守った焼きそばパンを、出会った女め神がみに捧ささげて、少年は男の階段を一つ上って意識を手て放ばなした。





「どうです。獲とりました」


　ドーン。


　雪国が握にぎるビニール袋の中には、たった今包んでもらったばかりの焼きそばパン・マークIIがあった。


　初期投資はスーパーで買った投げ売りワンピースとベレー帽。あとは大量の恥はじをかき捨すてることによって手に入れた目的の品である。


　ヅラなし。リアル雪国のままのフル女装。


　情なさけない姿に身を落とした雪国を、ＢＭＷな歌のマダムが、目をまん丸くして凝ぎよう視ししている。


「目的は、ちゃんと達成したんですから。これで文句はないですよね──」


　ええい。笑うならさっさと笑いやがれよこんちくしょう──。


「ふうん……そう……あはっ。あはははは……」


　マダムは本当に笑いだした。





[image: ]


「あはっ。おもしろい子ね。たしかにあなたにしかできないことだわ」


「そ、それはどうも！」


「お名前をうかがってもいい？」


　雪国は、ヅラなしの女装姿のまま、低く答える。


「──ユキちゃんです」


　あくまで第三の性別の名を押し通している。


　彼女はふてぶてしく薄うすら笑いを返す雪国を見て、そのまま通り名として受け止めたようだった。


「了りよう解かい。ユキちゃん。覚おぼえておくわ」


「あなたはどうなんです？」


　マダムは言った。


「ディーヴァとでも呼んで」


　さらりと告げ、焼きそばパンとともにＢＭＷの運転席に乗り込んでエンジンキーをひねる。


　走り去っていく車を見つめて、おじさんがぼんやりつぶやいていた。


「……ありゃあ……ええ女だわな……きっついが……」


　雪国もユキちゃんスタイルのまま口を開けてしまう。


　たしかに綺き麗れいな人ではあった。小こ柄がらな体にぱっちり眼まなこ。加えて容よう赦しやなしのツンケン毒どく舌ぜつ。和と洋の違ちがいはあれど、どこかの誰だれかさんをより強きよう烈れつに煮に詰つめた感じだろうか。


　なによりそう。『ディーヴァ』とは、日本語にすると『歌うた姫ひめ』になるのである。
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　豆とう腐ふは赤あか鐘がね豆腐店。魚はうお勝まさ。


　一駿河家の家政婦である清きよ野のには、それなりのこだわりというものがあった。


　肉と野菜は契けい約やく農家から安全なものを一いつ括かつして仕入れているし、調味料の選定にもぬかりはない。だがしかし、中には近きん隣りんの小売店でしか手に入らない一品があったりもするので、そういう時は時間をかけてでも直接買いに行くのが家政を取り仕切る者の心意気である。


「あっ、奥様！　お待たせいたしました！　いま終わったところです」


　その日清野は、一駿河邸ていから少し離はなれた市内のスーパーマーケットにやって来ていた。ここの並びで買い物をする時は、大抵がスーパーの駐車場に車を停めることになるのである。


　出入り口から一番離れた番号に、目指す車が停車していた。運転席にいるのが一駿河佐和子である。うっかりすると昔のように『お嬢じよう様さま』と呼びたくなる可か憐れんな容よう貌ぼうだが、それでも立りつ派ぱな一児の母である。私も年を取るものねえと、内心でつぶやきながらエコバッグを持ち直す。


「──車まで出していただいて、本当にありがとうございます。今日はこちらのお豆腐で湯豆腐にいたしましょうね。奥様もお好きでしょう？　ここの赤鐘さんのお豆でないと出ないお味がございまして──」


　後部座席に荷物を置き、いそいそと助手席に座すわり直そうとするが、清野は我わが目を疑ってしまった。


　佐和子が変なのだ。


「お嬢……いえ、奥様？」


「駐車場が空あかないから。近くで時間を潰つぶしていたのよ」


「それでそんな菓か子しパンをお買いに？」


「なりゆきよ」


　清野は眉まゆをひそめてしまう。彼女が運転席で食べていたのはジャンクフード──青のりも香こうばしい焼きそばパンなのだ。


　一駿河佐和子は幼おさない頃ころから歌の練習に取り組み、青美女学院でも家とレッスン室を往復していた箱はこ入いり娘むすめだった。いわば手塩にかけて大事に大事にお育てしたお嬢様が、そんな庶しよ民みんの軽々しい総そう菜ざいパンを口にするだなんて耐たえられない。


　やめておけと言ってやりたかったが、佐和子もまたいい大おと人なである。


　彼女は黙もく々もくと焼きそばパンを口に運び、きっちりと最後まで食べきってからつぶやいた。


「…………まずいわ」


「あたりまえでございましょう」


「出すわよ」


　車が走り出す。


　商店街から自宅までは、車で二十分ほどの距きよ離りである。ほどなく二人の乗ったＢＭＷは自宅の車庫へとたどりついた。


　エンジンを止めると、後部座席に積んでいた買い物袋ぶくろを、二人がかりで運び出していく。


「……お嬢様が……いえ、奥様がお手伝いをしてくださるなんて。何年ぶりでございましょう」


「その言い方はやめて」


「ああ感激で涙なみだが」


　佐和子は無言だった。


　キッチンに入る。


「……あのあたりは、昔と変わらないわね」


「あら、そう思われますか？」


「学生の頃と一いつ緒しよ」


　ぽつりとつぶやいている。おかげで面白いものを見ることになったと。


　昔の彼女に、遠くの商店街を出歩くような時間的余よ裕ゆうがあったとは思えないが、どういう意味なのだろう。


「──そうですわ奥様！　お夕ゆう飯はんの湯豆腐ですが、副ふく菜さいに何かご希望は──」


「悪いけど、後にして。やりたいことがあるの」


「あらっ。まあまあお忙いそがしいことで」


「荷物、ここに置いておくわね」


　テーブルに荷物を置き、佐和子はまた歩き出す。


　そのまま居間のソファに腰こし掛かけると、電話の子機を引っ張ってきて、あちこちと電話をかけはじめた。


「──もしもし理事長？　私です。一駿河です。先日はどうも──」


　切れ切れに聞こえてくる、よそゆきの言葉。


　こちらを気ままに振ふり回したり、いきなり総菜パンを食べるようなおいたをしたりと、少々困った面もある元・お嬢様だが、表に出れば影えい響きよう力もある声せい楽がく家か、サワコ・イスルガなのだ。清野はそれが誇ほこらしくもある。


　こっそりと居間の彼女をのぞいてみた。


　佐和子は真しん剣けんに喋り続けている。


「ええ──今日は私の歌の件ではなくて。娘の蜜みつの方の感想をうかがいたくて。どうです？　直じかに聴きいてみた感想としては。あの子の編へん入にゆうは許可できそう？」


　そうしてもたれるソファのサイドテーブルには、東京の音おん大だい付ふ属ぞく学校の案内書が広がっている。
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　週明け──雪国は、青美女学院で蜜を呼び出した。


　白しら百ゆ合り館かんの渡わたり廊ろう下かを歩く蜜を発見すると、植え込みの陰かげから引き留とめる作戦に出る。


「……イスルガさん、イスルガさん。そこをお歩きのお嬢さん」


　廊下側の蜜からは、植え込みの間からにゅっと突つき出すタヌキのパペット人形だけが見えることだろう。


　頭に黒い中なか折おれ帽ぼうをかぶせて、同じ色のトレンチコートを着せているから、ちょっと見は『タヌキ [image: ] マフィア』である。


「先輩……」


「いいブツが入りましたよ。よかったらご一緒しませんか」


　ぱくぱくぱくと指を動かし踊おどらせてみる。


「とってもとってもおいしーい、個数限定超ちようレア物……」


「……わかりました。ご一緒しましょう、タヌキさん」


　わーい。やったあ。


　そんな感じに演技をさせたら、軽く吹ふき出す笑い声まで。タヌキどころか、自分も一緒に踊って喜びたくなった。





「──それで、ごめんね一駿河さん。冷れい凍とうした奴やつを、オーブンであっため直したんだ。ほら、家庭科室の。土曜日の限定品だったから」


　焼きそばパン・マークIIの説明を、彼女に進しん呈ていする前に一通り。


　移動した噴ふん水すいの側そばの庭園は、秋薔ば薇らに加えて青のりとソース焼きそばのかぐわしい匂においに包まれている。


　アルミホイルから覗のぞく巨きよ大だいなドッグパンを、蜜は口を開けて見つめていた。


「……一駿河さん。その、大だい丈じよう夫ぶ？　パンが冷凍でね──」


「かっ、関係ないですそんなのっ。いただきます！」


　もうがまんできません。蜜はそう言わんばかりの勢いきおいで攻こう略りやく開始。はむっと焼きそばパンの端はしにかぶりつきはじめる。


「……お茶いる？」


「……ありがとう、ごらいまふ……ああおいひい……」


　かみきれずに引きずり出しそうになる麵めんの始末に苦心しはじめている。


　それでも出会った頃に比べれば、この手のお総菜パンの食べ方も、ずっと上じよう手ずになった気がする。


　魔ま法ほう瓶びんからほうじ茶をいれて差し出すと、蜜は食べる手を休めて一飲み。また焼きそばパン攻略に戻もどっていく。


　雪国は、その横で焦じれ焦れ照れ照れと指を組んだり回したり。


「……やあ。いい天気だよねえ」


「そうれふね」


「そろそろ選挙も近いけど」


「……あふ。はむはむ……紅べにショウガ……はむん。ほんとに、別次元の、お味で……はふう」


「校内舞ぶ踏とう会もあるじゃない？」


「お茶が」


「ああはいはい。もう一いつ杯ぱいね」


　じゃーっともう一杯。


　雪国は、緊きん張ちようの焦れ焦れ作業にまた戻る。焦れ焦れ焦れ焦れ。


「えーっと、それでさ。もしそのさ」


「はい」


「時間に余裕とかがあったらさ」


「はい」


「僕とも一緒に踊ってくれない？」


「はい」


　へ？


（え、ええええええええ？）


　はいだって？　はいだって？　はいだってちょっと待ってよ一駿河さん。そんな簡単にＯＫしちゃって大丈夫ですか？


　頭の中に盆ぼんと正月がいっぺんに来た気分だった。いや、それどころかリオのカーニバルの到とう来らいだ。巨大な山だ車しの上でサンバガールが激しく腰こしを振って踊っている。ぴーぴーぴっぴぴっぴぴーと。


「そ、そうなんだ。ありがとう一駿河さん。すごい嬉うれしいよ。ダンスはあんまり得意じゃないんだけど────って寝ねてるんですかああ!?」


　蜜は丸まったアルミホイルを握にぎりしめたまま、うつらうつらと舟を漕こいでいた。


「ちょっとちょっと一駿河さん。一駿河さん。一駿河さん！」


「はい。はい……はい……」


　ああ、ゆらゆら自動お返事マシーンになってしまっている。


「……どうしたの、もういらない？　焼きそばパンだよ一駿河さん！」


「はっ？　え、え、ええ？　もしかして寝てましたか蜜！」


「うーん。よくわからなかったから」


　蜜は、恐きよう縮しゆくしきりと両手を頰ほおにあてる。可か愛わいらしい顔はかなり真まっ赤かだった。


「…………すみません。つい幸福に気がゆるんで……」


「寝てないの？」


「そういうわけじゃ……ないんですけど。あんまりすっきりしなくて……」


「忙しいって聞いてるよ。胡こ蝶ちようの宮みやから」


　他にもエリスからも──。


「お姉様から……」


　とたんに蜜は声を落とした。焼きそばパンを食べる喜びは影かげをひそめ、口許の青のりをぬぐいながらも、浮うかぶのは弱々しい微び苦く笑しようだ。


「やっぱり、先せん輩ぱいの方にも話が行っちゃったんですか。トップの件とか」


「い、いやっ。べつにそのせいで誘さそったわけじゃないよ！　本当だから」


「噓うそがへたくそですね、先輩」


　ああ違ちがうよ。誤解してるよ。他にも聞きたいことや下心が満まん載さいでたぷたぷなんだよ。


「……お姉様も、大変ですよね。あんなことがあったのに、周まわりはなにも待ってくれないんですから」


　そう思うなら、トップ就しゆう任にんとかは引き受けてあげてもいいんじゃないかな。どうだい？


　喉のど元もとまで声が出かかったが、けっきょく何も言えなかった。


　蜜は蜜なりに考えていることがあるのだろう。こちらから窺うかがい見る彼女の横顔は、簡単に声をかけていいかわからないほど思い悩なやんでいるようで、言葉に詰つまってしまうのだ。


　ただベンチに座すわる自分のつま先へ、伏ふし目めがちな視線を投げている。


「どうしてお姉様じゃないんでしょう」


「え？」


「蜜なら、ぜったいお姉様を選ぶのに。蜜なんかじゃぜんぜんかなわないぐらい素す敵てきな人なのに。どうして？　どうしてお姉様はふられてしまったんですか？」


　一いつ瞬しゆん、雪国は。ここがどこで、自分が誰だれかわからなくなった気がした。


　落ち着け。今の自分はニセ舞姫だ。そしてここは青美女学院。議題は確かソロリティトップの件などについてだったはず。


　これはリアルの自分が責せめられているわけではない──。


「それは……その」


「その、なんです？」


　たった一つの正解が欲しいようなすがるようなまなざし。こちらで目をそらしたくても許されない澄すんだ瞳ひとみ。


「ぼ……じゃない。淡谷雪国はたぶん、迷まよったと思うよ。自分にはもったいないぐらいの人だって。悩んで悩んで、でも、やっぱり受け入れられなかった」


「なぜです？」


「だって」


　ねえ。どうして君はそれを気にするの？


　女物の制服に包まれた心臓が脈みやく打うつ。心が揺ゆれる。


　その目でうまく君をとらえられない。


「……お姉様と……一いつ緒しよに、なってくれるなら。蜜も、心の整理が、ちゃんと、つくと思うのに──」


　わからない。わからないよ一駿河さん。


「だって一駿河さん。理由は、あるよ。好きな人がいるんだよ。淡谷雪国は」


「わかりません」


「本当に？」


　蜜の指が、ぎゅっと拳こぶしの内側に握り込まれる。そんな錯さつ覚かく。


「一駿河さんなら、ひょっとしたら心当たりがあるんじゃないの──？」


「やめてください！」


　鳩はとがいっせいに飛び立っていった。


　蜜はベンチから立ち上がり、噴水を背にしてこちらを見下ろしていた。


　息がつまるような展開から、時間が一気に飛んだ気がした。気づけば蜜は小さく浅い呼吸を繰くり返し、今にも泣きだしそうな顔で口を開くのだ。おそらくは雪国が言った言葉への反論として。


「なんですか……先輩は、それでいいんですか。蜜は、蜜の気持ちは、どうだっていいんですか。先輩までそんな風に言うなら、蜜はもう……！」


「ちょっと！」


　そのままみなまで言わず、きびすを返して駆かけだしていってしまった。


「……待ってよ。なんで……僕が怒おこられなきゃいけないんだ……？」


　わからない。それがまずは素す直なおな感想。


　雪国は中ちゆう腰ごしの姿し勢せいのまま、呆ぼう然ぜんとしてしまう。


　必殺の焼きそばパンがあって。今はニセ舞姫で。なのに、いや、だから彼女は去っていく？


　だってあれではまるで、少し前の自分。こちらへの恋こい心ごころに揺れる不安定な女の子のようだ──。
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　風は西寄りに吹ふいていた。


　空そら舟ふね五中、生徒会顧こ問もん。いつもは屈くつ強きような力こぶが自じ慢まんの安あん藤どう政まさ夫お教きよう諭ゆ（46）は、緊きん張ちようした面おももちでジャージの立たて襟えりを風になびかせている。


　心配しているのは、午後四時を過ぎて急に曇くもりはじめた空そら模も様ようではないだろう。彼は目の前にある西側校門の施せ錠じようをする傍かたわら、『偶ぐう然ぜん』目的の人とすれ違う予定なのである。近くを通りがかった男子生徒などいようものなら、「とっとと帰れ下校時刻だ！」と威い嚇かくを繰り返して人ひと払ばらいを繰り返す。傍はた目めには理り不ふ尽じんな教師そのものだ。


　もっとも、古こ今こんの彼が理不尽な教師像の枠わくからはみ出たことがどれだけあるかと言われれば、舞姫たちも苦笑してうなずくしかない。本質は変わらない。しかし状じよう況きようは日ひ々び刻こつ々こくと変わっているのだ。


　旧校舎の二階から、そんな門の様子を見守っている芝しば目めが、携けい帯たいに向かって囁ささやいた。


「ＯＫ。行っていいですよ大丈夫」


『ありがと。面めん倒どうかけるわね』


「健けん闘とうを祈いのるのだ」


　ほどなくして、問題の西門の前に、髪かみをおしゃれに巻いた、脚あしの綺き麗れいな女子高生が現れる。


　安藤先生は、やけにわざとらしく女子高生の登場におどろいてみせたが、すぐに顔を真っ赤にし、そのままぼろぼろと泣きだした。


「あー、泣いてる泣いてる」


　思わず実じつ況きようを入れてしまう。救いは一応、その涙なみだがうれし涙なことだろうか。


「……紅こう月げつ学園の二年生っすよ。ぴちぴち女子高生」


「あの安藤先生の血を引いているとはとても思えん」


「サギっすよね」


　こちらが世話をしないと、可愛い娘むすめさんと仲直りもできないのだから仕方がない人だった。


「でもまあ──これでしばらく平和になるであろう。どうだ兄あに貴き。とりあえずマックで軽く打ち上げでも──」


　明るく振ふり返る芝目が見たものは、地じ蔵ぞうのようにムッツリ渋しぶくたたずむ『名めい誉よ兄貴』その人である。





　淡谷舞姫は、仏ぶつ頂ちよう面づらだった。





　空舟五中の校内から、有線チャートが流れるファーストフード店に場所を移し、そこで窓まど際ぎわの席に陣じん取どりつつ、じゅるりじゅるりとバニラシェイクを吸すい込んでいく顔は渋いにもほどがある。


「……すごい顔をしているな。兄貴よ」


「べつに。フツー」


「噓言っちゃまずいと思うっすよ」


「鏡。見る」


　豆まめ坂さかが鞄かばんの中から、小こ振ぶりの手鏡を取り出し突きつけてくる。なんでキミがそんなもん持ってるのと、つっこむ気にもなれなかった。


　鏡の中には、それはそれは眉み間けんに皺しわが食い込みまくりなしかめっ面つらが、ニセ雪国として映うつっていたからである。


「…………だって納なつ得とくできない」


「なにがっすか」


　じゅじゅじゅじゅじゅじゅじゅじゅじゅるるるるるるるるるるるるる。


「おい兄貴」


　じゅるるるるるるるるる。ぱこっ。


「納得できない？」


「そうすね納得できねーのはわかるんすけどね」


「もう一個買ってくるか？」


　空からになってコップがへこんでもなおシェイクのストローをくわえて吸い続ける舞姫に、仲間たちの声が交こう錯さくした。


　眉間の皺は、まだ取れない。金曜の夜から、たぶんずっと自分はこんな顔をしているのだろう。


　安藤先生が悪いのではない。


（……なんであの子がふられなきゃいけないのさ）


　弟が。


　こちらの知らないところで、勝手に告白らしきものをして、そのままふられていたなんて。しかもそんな重大なことを、外がい野やの古こ葉ば鳥子が知っていて、自分が今の今まで知らなかった。なんてことだ。ゆゆしき事じ態たいだ。自分はあの子の片割れで、ここまで修しゆ羅ら場ばをくぐり抜ぬけてきたパートナーではないのか？


　おまけにあの弟ときたら、その結末を仕方のないものとして受け入れていて、半ベソをかきながら身辺整理まではじめようとしている。


　校内舞ぶ踏とう会がリミットだって？


「入れ替かわり……やめるのはいいけどさ」


「え」


「やめるんすか!?」


　それでも、終わるとするならハッピーエンドだ。万ばん全ぜん盤ばん石じやくのハッピーエンドだ。


　こんな中ちゆう途と半はん端ぱな終わり方など認められない。


　そもそも細こまかく聞いたかぎり、道は完全に閉ざされたわけではないのだ。一駿河蜜は、雪国に対して、決定的な言葉だけは言っていない。


「おい兄貴。それは本当かね。おい──」


「ちょっとでかけてくる」


「「「は!?」」」


　それなら考えがあるというものだ。


　女子限定モテキング。呪のろいのようなその名にかけて──彼女の真意を問いただすのみ！





　自分がいた頃ころから、だいたいの時刻表は変わっていないようだ。


　まずは様子を見ようと、舞姫はバス停近くの街がい路ろ樹じゆに潜ひそみ、蜜を待つことにした。


　青美女学院からの定期便──通つう称しよう『お嬢じよう様さまエクスプレス』は、次々に生徒を乗せて駅前のバスターミナルへやってくる。


　そろいのワインレッドの制服の群むれが、次々にタラップから降りていった。二本ほどその場でバスを見送ると、三本目で目め指ざす人物が降りてきた。


　一駿河蜜。


　やわらかそうな長い髪が、やや強まりはじめた風にもつれて流れてふわりと揺れる。


　小さな顔。小さな耳。小さな唇くちびる。全体的にひどく小こ造づくりなパーツの中で、色しき素その薄うすい琥こ珀はく色いろの瞳ひとみだけが、澄すんだガラス玉のように大きく光っていた。綺麗な可愛いお人形さん。ショーケースの中にしまっておきたいような。それが彼女の第一印象。


　弟が彼女に一ひと目め惚ぼれして、雨の日も風の日も、彼女のことばかり考えていたことを知っている。実際に体当たりして飛び込んで、そのイメージを木こっ端ぱみじんに打ち砕くだかれてしまったことも。


　それでもあの子はあきらめなかった。


　わかっているだろうか。お人形のように見える君の、裏も表も目を見開いて寄より添そって、側にいようとしていたのはユキグニなのだ。ずっとずっと一緒にいようとがんばっていたのに。


　なのに君は、君の方からそれをはねのけるつもりなの──？


「………………もういや」


　ふいに蜜が、往おう来らいで呟つぶやいた。


　愛らしい琥珀色の瞳に、じわりと涙が浮うかびだす。そして、


「せんぱいの、せんぱいの、あほんだら────────────────っ！」


　いきなり叫さけんでくれるから頭を抱かかえたくなった。


　ぶうん。彼女は手持ちの通学バッグを振り回し。続いて靴くつの踵かかとで踏ふみつけ蹴けり飛ばし。ひたすら道の真ん中で暴あばれ続ける。いったい架か空くうの誰だれをボコスコにしているのだ一駿河さん。
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「ばか。ばか。ばかばかばかばかばかばかばかばかばかばかばかばかばかっ」


「あのさあ──」


「！」


　蜜が素す早ばやく振り返る。


「せっ、せんぱ──」


「ボクだけど」


　同じ声なので、すぐには気づかないだろう。


　だが、相手が青美の『先せん輩ぱい』でなかったことに気づいた一駿河蜜は、余計に絶望的な顔をした。目め尻じりに浮かんでいた涙さえ一いつ瞬しゆんで引くほど。


　こちらが進めば、ゆっくり、踵から後ずさる気配。その怯おびえぶりを見て、舞姫の腹の底に、いっそう熱あついものが燃え立った。


　気まずいのかな。気まずいのかな。ふってしまったのが気まずいのかな。


　どうしてそんなに怖こわがるのかは置いておくけど。あいにくそれで退ひいてあげるほど、君がしたことは甘くはないんだよ──一駿河蜜さん。


「お、弟さん……」


「ちょっと、いい？」


「え」


「話したいことがあるんだ」


　いつしか空の上からは、ぽつりぽつりと雨あま粒つぶが落ちはじめる。


　それでも舞姫は、なにごともなかったように微ほほ笑えんだ。やわらかく、弟の日だまりな笑顔を思い浮かべながら。





　　　　　＊＊＊





「ぷはあっ」


　いきなり本降りになるとは詐さ欺ぎである。


　雪国は玄げん関かんのドアに両手をつき、上がりっぱなしの心しん拍ぱく数すうを整えた。


（うー、気持ちわる）


　最後の坂道を登る途と中ちゆうで降り出したので、死ぬような全力疾しつ走そうになってしまった。


　雨というより汗あせでべっとりまとわりつくスカートを引きはがしながら、鍵かぎを開け中へ入る。しんと静かな廊ろう下かもリビングも、人がいる気配は皆かい無むだった。意味もなくスリ足の忍しのび足になりながら、家の中を横断していく。


「おーい。どなたも、いらっしゃいませんか──」


　留る守す電には、大量のメッセージが入っていた。聞けども聞けどもみな出版社の編集部からのものだった。


　さらに庭に面したリビングの窓を見れば全開。あわてて閉めに走ろうとするが、その手前のフローリングにメモ書きが一枚落ちているのを発見した。


『私は鳥 』


　ああ──息いき詰づまってるんだな。逃にげ回ってるんだなおばあちゃん。そんなせっぱ詰まった状じよう況きようだけが伝わってくる書き置きだ。


　雪国は雨が吹ふき込んでくる前に窓を閉めきり、上で着き替がえをしようと思ったが、舞姫も戻もどらないうちは無理と気を変えてやめた。


　というより、なにもかもが面めん倒どうくさかった。


「……はあ」


　ソファに背中からダイブ。


　カツラも女の子の制服も、なにもかもかなぐり捨すてて暴れ出したい一方で、そんなことをしてなんになると訊きく自分もいる。


　だってこれ以外のやり方を知らないのに。


　それでも最近はもう、男も女も息詰まることばかり実感している気がするのだ。





　──ピンポーン。





　玄関のチャイムが鳴った。


　雪国は、とれかけていたカツラをねじこみ、起きあがる。


「ああはいはいはいはいちょっと待ってくださいよ……」


　かなり投げやりな口調で廊下を歩き、相手も確かめずにドアを開けた。


「────」


　思わず目を見開いた。


　軒のき下したに、古葉鳥子が立っていたのだ。


　彼女のポニーテールの毛先は、かすかに濡ぬれていた。飾かざり気けのないカットソーとジーンズも。首もとを飾るのは、小さな鍵型のアクセサリー。肩かたにはここまで傘かさがわりにしてきたらしいビニールバッグ。


　彼女は何度か瞬まばたきをすると、あらためて背せ筋すじをのばした。


「……あの。えっと。淡谷猶なお彦ひこ先生は……御お祖ば母あ様さまはいらっしゃいますか？」


　雨音に混じる他た人にん行ぎよう儀ぎな口調に、あらためて気づいた。


　ああ、そっか。いま僕、雪国じゃないんだ。
















　　第３章　中盤戦　伏兵も忍び寄り













　しゅんしゅんと、キッチンでお湯をわかす音がする。


　鳥とり子こはリビングのソファに座すわり、ニセ舞まい姫ひめな雪ゆき国ぐにが渡わたしたタオルを受け取った。


「……どうもありがとう」


「ごめんね。おばあちゃん、ちょっとでかけてるんだ」


「あ、うん……いいの。良かったらおいでってメールが来ただけだったし。時間とかちゃんと確認しなかったあたしがいけないの」


　そう恐きよう縮しゆくしてはくれるが、悪いのはどう考えても勝手に鳥になってしまった祖母である。


　彼女に会うのもひさしぶりだった。夏休みのあの日──人じん力りきリバーフェスタで別れて以来なので、実に二ヶ月ぶりだろうか。この姿すがたでは無論はじめてだ。


　雪国は、ふと気になってつぶやいていた。


「……ねえ。古こ葉ばさん、瘦やせた？」


「えっ、ほんと？」


　なんとなく、そう思ったのだ。


　あの時に比くらべて、顎あごのラインがすっきりしている気がするし。きれいにくびれた腰こしはスリムジーンズだといっそう引き立ち、そこから上にあるカットソーの胸むな元もとは、逆に心持ちボリュームアップしているような気もするが。


「……そ、そう？　よかったよかった……そんな急に効果あるとは思えないんだけど……」


「うん……なんか……」


　綺き麗れいになったよなあと。


　勝手に出てきた感想に、我われながらおどろいてしまった。


「……淡あわ谷やさん？」


「──あ、ううう、うん。ごめん。ちょっとぼーっとした！」


　おいおいどうした。なんでいちいち時間が止まらないとけないのだ。


　雪国は咳せき払ばらいをし、その間にキッチンのケトルがぴーぴーと鳴りはじめたので、あわててそちらの方に移動した。


「なにか用があったの？　おばあちゃんに」


「あたしがいろいろ、書いてるものの相談とかしてたからだと思うけど……っくし！」


　可か愛わいらしいくしゃみが響ひびく。


「ねえ、ほんとに大だい丈じよう夫ぶ？　服とか、着き替がえた方がいいんじゃない？」


「べつに……これぐらい平気──っくし！」


　言わんこっちゃない。


　雪国は、とりあえずお茶の準備はやめて、リビングに戻もどった。


「…………いきなり降ふるから。途中で傘かさ買おうと思ったんだけど近かったから……」


「いいからほら、二階上がって。舞ちゃんの……じゃなくて僕ぼくの服あるから」


　言い訳わけを右から左に聞き流し、雪国はほとんど追い立てるように二階へ移動させた。


「ここ、淡谷の部屋……？」


「そうね僕たちのね」


　呆ほうけたようにつぶやいている鳥子をおいて、舞姫側のテリトリーへ踏ふみ込む。洋ダンスの引き出しを開ける。目に付いた長なが袖そでのＴシャツを取り出した。


「はいこれ。着替えるならここでね。カーテン引けるから」


　テンポ良く説明し、『雪国』のテリトリーに戻って回かい転てん椅い子すに体育座り。そのままくるくると回って着替え終わるのを待ってみる。


　やがて、もぞもぞ、もぞもぞ、カーテン越ごしのシルエットが動きだした。


「……淡谷さん。その……」


「んー？」


「あの、よければちょっと羽は織おるものが他にあるとうれしいんだけど……」


「え、もしかして寒いの？」


「なんか短いから……」


　一応、長袖のシャツを渡したつもりなのだが。


　鳥子が、おずおずおずと仕切りの本ほん棚だな越しに顔を出した。彼女はすでに、雪国が渡したＴシャツを着込んでいた。別に袖そで丈たけは問題ないと思うが──。


（うあっ）


　絶句してしまう。


　腰こし回まわりに視線を移して納なつ得とく。やけに着き丈たけが短い。おかしい。舞姫がアレを着ていた時は、ちゃんとヘソの下まで丈が来ていたはずなのに。どうしてか今はウエストラインすれすれ。へたすればヘソが見える。いったいどこに布地が消えたのだ。


　すべては質量保存の法則にのっとっていると考えれば──だ。おそらくは彼女の立りつ派ぱなトップバストが、前の布地を思いっきり上に引っ張ぱりあげてしまっているから、か──。
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「ト、トレーナーの方が良かったかな……」


「…………ごめんなさい」


　なんだか無む性しように気まずい気分になって、お互たがい真まっ赤かになりながらポジションを交こう代たいした。雪国は洋ダンスからできるだけ身み頃ごろの大きな服を探さがし、鳥子はぱつぱつのＴシャツのまま体の前で両手を組み合わせてそれを待つ。


　どうでもいいですけど、そのポーズですね、余計に胸がむぎゅっと押しつぶされて大きさが目立ちますのですが。


「はいこれ。ちょうどいいと思うよ」


　いったい何センチ成長したのですかと野や暮ぼなことは問うまい。再び渡したのは、舞姫が寝ね間ま着きに使っている男物のＬサイズだ。これが入らないとは言わせない。


「……いいよね、淡谷もあなたも瘦せてるし」


「わああっ！」


　いきなりその場でＴシャツを脱ぬぎはじめたので絶ぜつ叫きようしてしまう。


「…………？　どうかした？」


　ああ、脱ぎかけのまま止めないで。幸せだけど止めないで。


　きついＴシャツの首だけを引っこ抜ぬいた姿し勢せいでこちらを見るものだから、水色のキャミソールや肩かたがむき出しだ。


　頼たよりなく右肩からすべり落ちる、二本の細い紐ひも。


　一本はキャミソールの本体につながり、もう一本は下に身に付けたブラジャーの肩紐だろう。目で追うほどに、口が麻ま痺ひして動けない。微び妙みように色いろ違ちがいの淡あわいパステルカラーが、脳のうみそに突つき刺ささってしょうがない。


　彼女はそのまま袖を抜いて、肩紐を律りち儀ぎに直して新しいシャツを手に取る。どちらが前か迷まよっているようだ。その間にこちらが釘くぎ付づけになるのは、無防備にさらされた白い喉のど元もと、そして鎖さ骨こつのラインのなめらかさだった。さらに下から急激にふくらむ桃もものような胸の谷間に、強力な磁じ力りよくが発生してしまっている。やはり服の上からの目もく算さんは間ま違ちがっていなかったのだ。もはや着やせでごまかせる分量ではなかったということで。


「……ふ、増えた？」


「ふ、増えてないし！　さっきと言ってること違ちがう！　増えてもちょっとだけよ、一キ、いや五百グラムだけ！」


　いや体重ではなくお胸のサイズなのですが。


　そりゃ最近ちょっと服がきついけど。でもなんとかしようとしてるのよ。彼女はいろいろと言い訳をしていたがすべて仮か説せつを裏付けるばかりのような気がした。前に近くで見た時はどうだったろう。リアル雪国の時の記き憶おくを呼び起こしてしまった時点で臨りん界かいを突とつ破ぱした。


（やっぱりやっぱりでっかくなってるんじゃないですか──っ！）


　顔をそむけるように回れ右をして部屋を飛び出す。


　あと三秒なり四秒なりがまんすれば、あの急成長中の凶きよう器きもＴシャツに隠かくれて平和になるとわかっていたのにだめだった。雪国は熱あつくなる一方の体で階段の壁かべにもたれかかり、呼吸を鎮しずめようと全神経を集中する。


「淡谷さん？　なに？　どうかした──？」


　だめだって。


　彼女が普ふ通つうに部屋から出てくる前に、この意識しまくりな態度をなんとかしなければ。女の子でいなければ。


　学校では──いつもは簡単にできていることが、途と方ほうもなく難むずかしいことのような気がした。





　　　　　＊＊＊





　だんだん雨が本降りになってきた。


　一い駿する河が蜜みつの細い髪かみも滴しずくをまとい、ただでさえウェーブがかった毛先がくるくると巻きはじめる。


　舞姫は言った。


「とりあえず──どこか店でも入る？　そこのスタバとか」


「あ──せ、制服ですからっ」


　速そつ攻こうで無理だと言ってきた。


　でも、たとえ私服だったとしても断ことわっていたんじゃないかな、と思った。蜜はさっきからこちらをまともに見ようとしない。


「じゃあさ、そこで雨あま宿やどりしよ。濡ぬれるのはイヤだよね」


　そう言ってうながす先には、駅ビルの入り口がある。隣となりのショーウィンドウにいたるまで、似たような状じよう況きようで雨宿りをしている通行人がいた。


「いこう」


「あっ」


　向こうのか細い悲鳴もなんのその。舞姫は手をつなぎ、やや強ごう引いんに引っ張っていく。


「ほら。こんなんじゃ立ち話もできないよ」


「…………そうです、ね……」


　軒のき先さきに入ったとたん、雨はさらに強くなった。


　蜜の声は、雨音と車の音にかき消えてしまいそうだった。


「元気だった？」


「……たぶん、元気です」


「そう。そんなしょんぼりした声で言われても困こまるけど」


　冗じよう談だんめかして言うと、蜜の頰ほおはかすかに赤くなった。


「ボクは、あんまり元気じゃなかったかも」


「なんでです？」


「キミに会えなかったから」


　蜜が、つかまえたままの指の間から、手を引き抜こうとしていた。だから舞姫は、釘くぎを刺すタイミングでそう言った。重ねて上から力をこめる。


「人間、正しよう直じきにならないとまずいね」


「……そ、そうですか」


　誰だれかの心臓の音が聞こえてきそうだった。


　それならもう一押し。


　いってみるか──。


「それでね、一駿河さん──」


「は、はい」


「もう一度告白とかしてもいい？」


　その瞬しゆん間かん。目の前のロータリーに到とう着ちやくした県営バスが、側そつ溝こうにたまった水たまりを盛大にはね散らかしながら停車した。


　すかさず蜜が、舞姫の掌てのひらから手を引き抜く。


「ああああ、あののっ、弟さん。ごめんなさい。蜜は、そろそろ帰らないといけません。お歌のレッスンがあるんです！」


「じゃあ、また会おう！」


　強引に頭をさげて話をまとめにかかるから言った。


　蜜が、カラーレンガの歩道のさなかで立ち止まった。


　雨が降り注そそぐ。彼女の肩かたにも顔にも。


「来週のこの時間。またここで」


「いけるか、わかりません！」


「かまわないよ。ずっと待ってる」


　返事はなかった。


　舞姫はそれでも、駅の中へと駆かけていく一駿河蜜を、軒先から一歩出た歩道で見送ったのだ。


　やがて──舞姫の目の前に、ＳＥＣの三人がやってきた。


「……おい、兄あに貴き。いったいなにをしていたのだ？」


「………………なんだ。やっぱり押せばいけるって……」


「は？」


　差し出された白いタオルを、舞姫は無む造ぞう作さに受け取った。そのまま濡れた頭に乱暴にかぶせる。


　今の一駿河蜜は、支ささえをなくしたやぐらのようだ。顔はこちらから背そむけることで、できるだけ気持ちを向けないようにしているものの、『雪国』の一いつ挙きよ手しゆ一いつ投とう足そくに簡単に反はん応のうして揺ゆれ動く。


　あの子ときたら。『嫌いやがっている』と『迷っている』の区別もつかないのだろうか。


　これならニセ舞姫どころか、リアル雪国の格好で踊おどらせてあげることができるかもしれない。


「協力して会長。今度こそ逃にがさない」
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　リビングにいる雪国たちとは対たい照しよう的に、窓の向こうの雨はまだ降りやまず、自分で育てた秋薔ば薇らや植木が、軒先の滴しずくに湿しめっていた。


　時計の針だけが、カチコチと過ぎていく。


　ちなみに、祖母の菜な穂お子こもまだ帰ってきていない。


「……って、ええ！　これ淡谷？　淡谷？　マジで!?」


「マジでと言われても。本当」


「うそっ。うわ。わー、ちっさーい……」


　古葉鳥子が大おお騒さわぎをしながら、リビングのカーペットに広げられたアルバムをながめている。


　雪国としては、たかだか幼よう稚ち園えんの写真ぐらいでそこまで反応される方が不思議だった。


　何もなしに女の子（しかも古葉会長さんだ！）と長話ができる甲か斐い性しようなどないので、暇ひまつぶしに昔の写真を引っ張り出してみたのだが、これが意外に大ウケのようだ。


「古葉さんの写真だったらもっと可愛いんじゃないの？」


「えー？　それはないと思う。というか小学校までのあたしってはてしなくダサかったし」


「え、うそ」


「あ、信じてない？　むしろ今でも十分まずい？」


「いっ、いやそれはないというかっ」


「あーあ。聞いちゃった気がする本ほん音ね。すみませんね小デブで！」


「だから違うってば！」


　よく笑い、普通の女の子のようにはしゃいで。そんな鳥子は、今まで雪国が知っているつもりだった『生徒会長・古葉鳥子』の姿とは、大きくかけ離はなれていた。


　必死になって否定すればするほど、彼女の肩は小こ刻きざみに震ふるえ、胸に抱かかえたクッションをぽかぽか叩たたいて笑っている。


　なんだろう。変な夢でも見せられているのだろうか。


　夢の中にいるのは彼女か？　それとも自分か？


　借かり物のシャツを着て、雪国の家のクッションを抱だきしめて、自分の家のようにくつろいでいる彼女。


　きらきら、世界に金色の粉こなが飛んで見えるような──。


「……ほんとなんだよ」


　彼女はクッションに半分顔をうずめながら、こっそりと微ほほ笑えむようにこちらを見上げた。


「ガリ勉メガネ。本ばっか読んで他のことはなんにも考えなかったの。どきどきするのは本の中だけでいいって」


　ちょっと待て──心臓。なんでここでガンと来る。


「内ない緒しよね。あたし、小六の時に淡谷に会ってるんだよ」


「え──」


「たぶん、向こうは覚おぼえてないと思うけど。すっごい恥はずかしいことしちゃってるから、できれば一生忘れたままでいてほしいんだけどね」


　言われた通り、まるで覚えがなかった。


　小六の時の古葉鳥子か。いったいどんなだ。せめてヒントをくれませんかと聞いてはいけないだろうか。忘れていてほしいと思われているなら、たぶんこれはこれでいいのかもしれないが。無む性しように悔くやしい。


　悔しいけれど──。


「だからたぶん、きっかけがあるなら淡谷。良くも悪くもあたしを変えた。なんてね」


　それでも今ここで微笑んでいる彼女が、十分に輝かがやいて魅み力りよく的であることには変わりないのだ。


「あ、ごめん。もしかして引いちゃった？」


「ちっ、ちがくて」


　部屋の、酸素が減へってきていないだろうか。


　なんだか息がつまるような気持ちになり、雪国は天を仰あおいだ。


　自分がこうして、スカートにカツラで彼女と同じ部屋の空気を吸すっていることが、無性に──無性に──なんだろう。


「いま書いてるものが上がったらね、あたし、今度こそ淡谷に──」


「誰か客でも来てるのかい──？」


　雪国。そして鳥子。いきなり響ひびいた呼び声に、ばたばたとリビングを飛び出した。


　我われ先さきにと玄げん関かんまで到とう達たつすれば、祖母の菜穂子が草ぞう履りを脱ぬいでいるところだった。


「おばあちゃん！」「先生!!」


　玄関マットに、彼女が持ち込んだとおぼしき重そうなビニール袋ぶくろが三つも置いてある。


「あーあーもうね、出た出たよーく出た。今期一番の出玉ってやつだね。ああ舞姫、ちょいとコレしまっといちゃくれないか。菓か子しと洗せん剤ざい」


「パチンコしてたわけ？」


「おや鳥ちゃん。来てたのかい。待たせてすまなかったね」


「……あ、いえ……そんな……それほど待ってたわけじゃ……」


　雪国は呆あきれはて、鳥子は面食らったまま固まっている。


　おまけにそんな最中に、玄関のドアがまた開いたのだ。


　鳥子が、脳天から突つき抜ぬけるような悲鳴をあげた。


「あっ、淡谷ぁ────────────────────────────っ」


　微笑んでいたはずの眉み間けんにはガキッと峡きよう谷こくのしわ。まなじりはつり上がり、手足は一気に固くロボット風に。外から帰き還かんしてきたばかりの舞姫──いわゆるニセ雪国だ──を睨にらみつけ、一気に百面相をはじめてしまう。


「あれ、なんで古葉さんがいるの」


「べっ、べべべべつにあんたに断ことわる必要なんてないし」


「そりゃそーだけど」


「用があるのはあんたじゃなくて淡谷先生！　勘かん違ちがいしないで！」


「そーですか」


「そういうわけで行きましょうか先生！」


「は、あたしかい？」


「そうです先生のために来たんですから」


「ちょいとちょいと鳥ちゃんっ」


　ぎゅうぎゅうと祖母の背中を押して、一階奥の和室へと進んでいく。


「なんで鳥ちゃんはいつもそうなんだろうねえ……」


「余計なことは言わないで先生────っ！」


　そうして大騒ぎしながら作家とその卵コンビが消えていき、後には雪国と舞姫だけが残される。


　お互たがいに顔を見合わせてしまった。


「なんかさ……いつ見ても古葉さんって、ガーンとしてガキッとしてるよね」


　ドガーン。ギュルルルル。ズドーン。


　舞姫の説明は擬ぎ音おんだらけだったが、なんとなくニュアンスは摑つかめたような気がした。ようするに固くてつんけんしてるということだろうか。


　実際雪国も、彼女のことは多かれ少なかれ同じくくりでとらえていたのだ。基本は怖こわいけれど、時々ちょっと可愛いところがあってそれが面おも白しろい人だと。


　でも──。


　今日みた鳥子は、その正反対のような気がした。まるで写真のポジとネガが反転するように。掛かけ値ねなしの女の子らしさや可愛らしさの中に、ひとかけらの意地と凛り々りしさが広がって。


　あれが彼女なのか。


　あれも──彼女なのか。


『──いま書いてるものが上がったらね、あたし、今度こそ淡谷に──』


　あれはいったい、何を言うつもりだったのだろう。


「なに変な顔してるの。顔赤いよ？」


「ちょっとやめてよ舞ちゃん」


　雪国は図星をつかれた動どう揺ようを隠かくし、何事もなかったように笑った。


「舞ちゃんこそ、今日はなにしてきたのさ」


「えー、べつに何も」


　お互い同じ顔を見合わせ、微笑んだ。


「「ほんとに、なんでもないよ？」」
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　それから数日は、お互いなにごともなく過ぎていった。


　雪国の方は少し忙いそがしかったかもしれない。青せい美び女学院の選挙の準備に、その後の舞ぶ踏とう会の準備に。後から後からことが起きるのだ。


「はいはいそれ以上ケンカしなーい！　ラブ＆ピース！　しずまれしずまれ！」


　ぴぴぴぴー！


　審しん判ぱんの笛ふえを吹ふきながら、校内で勃ぼつ発ぱつする『演説場所取り合がつ戦せん』を仲ちゆう裁さいしたり。


「──会長！　ダンスの曲目についてなのですが──」


「オケ部の部長も一いつ緒しよに呼んで！」


　すぐに頭を切り替かえて舞踏会のセッティングを進めたり。


　蜜に出会ったのは、その中でもほんの偶ぐう然ぜんの産物だったのだ。


　それは週が明けたばかりの放課後のこと。雪国たち生徒会は、本館のエントランスホールで業者と話し合う予定だった。


（なんでまたケンカするかな！）


　レンタルドレスの業者さんに出しゆつ張ちようで来てもらえば、いろいろな服が見られるし、参加費用もおさえられる。ドレスを自前で用意しづらい生徒に向けて、パーティードレスのレンタルをお勧すすめしてみようかという案が出ているのだ。庶しよ民みんさんにもオシャレさんにも優やさしい案だと思ったが、そのくせ雪国は、まだ本館にも行かずに庭を走っている。


　いさかいがはじまっているらしいのだ。


　今度はポスターの貼はり場所を端たんにした団体戦らしい。二年さくら組の候こう補ほ者Ａさん陣じん営えいと、二年うめ組の候補者Ｂさん陣営は、『あっちのポスターはうちを名な指ざしで非難している』と言い合っているのだそうだ。


　業者さんがやって来るのは十分後。こちらは五分以内にカタをつける必要があった。


　雪国は現場の手前にさしかかると、小こ脇わきに抱かかえたちょんまげカツラをかぶり、付けっ鼻も取り付ける。肩かたのタスキは『作ろう明あし日たの生徒会・立候補者随ずい時じ受付中』から『合い言葉は平和・投とう票ひよう日びまであと○日』へと変えてバージョンアップ済ずみだった。


「わるいこはいねがー！」


　そのまま茂しげみを飛び越こえ躍おどり出るが、問題の掲けい示じ板ばんの前には誰だれもいなかった。


　がらんとした中庭の広場。


（あ、あれー）


　そして、もういないならいっそ誰もいなければ良かったのに。


「…………先せん輩ぱい。お帰りになるんですか？」


「ああっ、やっぱり僕が誰かわかってる！」


　背はい後ごの芝しば生ふに、蜜がちょこんと座すわりこんでいた。


　これはもういっそなにごともなかったように『バックします。バックします』で退場しようと思ったが、気づかれてしまったようだ。


　雪国は、よろよろと蜜の前に座りこんだ。頭を下げる拍ひよう子しにチョンマゲのかつらだけが、芝生の地面に落ちる。


「……なんか、ケンカしてる人たちがいるっていうからさあ……」


「ああ、そういえばいましたね、そんな人……」


「そんな人？」


　うなずく蜜は、すっと掲示板の方向を指さした。


「ええ。全部で、二十人ぐらいでしょうか。はじめは五人ずつぐらいで口ゲンカをされてましたけど、そのうち仲間が増ふえて、悪口の物量戦に」


　それは言葉の弾たまがつきる時が敗北の時とばかりに手を替え品を替え、最終的にはお互いのクラスの欠点大会まではじまってしまったので、同じお教室の人間としてはちょっと気まずかったそうだ。


「いたたまれなくなってきた人は、この時点でだいたい散ちり散ぢりに……」


「ああ……」


「そろそろ手も出そうかなと思ったんですけど……ちょうど担たん任にんの先生がふくよかという話題が出た時に、当のご本人通りがかったので。全員仲良くお説教の間ままで移動させられて行きましたよ」


　それはそれは。


　これは後で生徒会の方にも説教が飛び火するだろうなと覚かく悟ごするが、それ以上に気になるのは蜜だった。


「……で、一駿河さんは。その人が減っちゃう一いち部ぶ始し終じゆうをここで見てた、と……」


「そうですね」


　少しびっくり──いや多少あきれた口調になってしまったかもしれない。それでも蜜は、相変わらずぼんやりしたまなざしで中庭を見つめているのである。


「怖くなかった？」


「なんか……どくのも面めん倒どうくさくて」


　本気で言っているようなのである。


　どうやら彼女はここで、手紙か何かを読んでいたようだった。急の風に飛ばないように気をつかっているのか、封ふうの開いた封ふう筒とうと便びんせんが、芝生とサブバッグの間に挟はさみこんである。差出人の名前までは、さすがにわからない。


「先輩は、そのためにいらっしゃったんですか？」


「そ、そうだよ。一応……」


　まさか君に会うとは思わなかったけど。


　風が吹く。たしかに根を張りたくなるほど、蜜が座っている木こ陰かげの芝生は心ここ地ちいい。


（──もう、あの時の機き嫌げんは直った？）


（──僕はここにいてもいい？）


（──いてもいいのかな）


　うまく距きよ離りがつかめない。いざ好きに話せと言われるといつだってこの調子だ。この子の前では心細くて、いつだって注意が必要で。


「先輩──」


「ん？　なっ、なにかな」


「いつまでそれ、つけてらっしゃるんですか？」


「は──いたっ」


　ぱちん！


　こちらの顔の付けっ鼻をつまんだかと思うと、そのまま垂すい直ちよくに引っ張り、手を離はなしてくれる。ゴムが耳にかかっていたので、またぱちんと勢いきおいよく戻もどった。痛いよ。


「一駿河さん……」


　ひりひり痛む鼻の周まわりをおさえて、雪国はうめいた。蜜は無言で突つっ伏ぷしている。おもしろいか？　おもしろいのですか？


「……………………はあ。おかしい」


「そうですか……」


「ほんとです」


　付けっ鼻を取り外はずす。もう二度と遊ばれないように。


　蜜は少し名な残ごり惜おしそうにしていた。いやいやもうだめですから。


　すると蜜は、雪国の袖そでの方を軽く引っ張った。こちらの服の素そ材ざいを確かめる仕草に似にていた。いったいなんだろうと思えば。そのままトンと、額ひたいをこちらの二にの腕うでに押しつけてくるのである。


（っ！）


　やわらかい髪かみが、すぐ目の前に。かすかな花の香かおりと彼女の荷か重じゆうが、これが幻まぼろしではないと教えてくれる。


　子こ猫ねこのようにもたれていた時間は、後から測はかればそう長いものでもなかったのかもしれない。けれど雪国にとっては、ずっと続くような気さえした。何より彼女の方からこんなことをしてくるなんて。
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　蜜の白い額が、制服の袖から離れた。やや癖くせのついた前髪を揺ゆらし、こちらを見上げた。


「すいません。ちょっと充じゆう電でんです」


　素す直なおに喜べなかったのは、そうつぶやく彼女の声がかすれ、本当に消しよう耗もうしているように見えたからかもしれない。


「……パ、パワーが、足りないのかな？」


「ええ。乗り切らないといけないことが、多すぎるんです」


　なにがそんなに大変なのだろう。


　長い睫まつ毛げを伏ふせる小さな顔に、胸が締しめ付つけられるような気分になった。


「僕に、できることは、ない？」


「──あなたに解決してもらうわけには、いかないんです」


　助けてと、言われたような気がした。


　でも悲しいかな、現実にそんなセリフが出てこなかったのは、間ま違ちがいなく雪国でした『充電』のおかげに違ちがいないのだ。


　違うのだろうか。うぬぼれだろうか。


　彼女はなにを受け取ったのだろう。


　最後に袖から離れていく手が、一いつ瞬しゆんだけ雪国の手の甲こうに触ふれた。忘れられない。ずっと走り続けているような、生なま々なましいぐらいに熱あつい手だったこと。





　だから雪国は、自分にできることを探さがそうと思ったのだ。


「あなたもたいがい暇ひまな子なのね」


　商店街に似つかわしくないＢＭＷにもたれかかるマダムが、適当にひどいことを言ってくる。ええいうるさいですよしっしっし。


「他にすることはないの？」


「用がないなら、とっととどっか行っちゃってください。あなただって十分暇ひま人じんじゃないですか」


「駐ちゆう車しや場じようがいっぱいなのよ。ここで待つしかないの」


　ああそうですか。


　日を置いて井い村むら屋に来てみれば、また彼女が路上で見物をしているのである。


　綺き麗れいに手入れされた固い爪つめ。それでなでるウェーブヘア。今でも博はか多た人形で通用しそうな愛らしいお顔立ちで、口を開けば斬ざん鉄てつ剣けん。いろいろと『間違った』格好をしている雪国を、熱くもなく冷たくもない調子で眺ながめているのだ。


「そんなにパンが欲しいの？　この間も来てたわよね」


「ええすいませんねワンパターンで」


「そんな格好で」


「ほっといてください！」


「ユキちゃん」


　ええい、集中だ集中。


　雪国は道ばたで入念なストレッチを終えた後、自前の短たん髪ぱつをベレー帽ぼうにねじこんで、セーラーカラーのリボンを結びなおした。


　蜜に元気がない。それなら餌え付づけだ。井村屋のパンだ。


　我われながら短たん絡らく的な思考の公式だと思いもするが、何かしてあげたいのである。


　へたに正面から店内へつっこむよりは、女装の方が戦せん歴れきがいいと気づいてからは、もっぱら『ユキちゃん』になってレジに向かうようになった。これで変な見物の人がいなければ最高なのだが。


「スカートって大変じゃない？」


「こんなの軽いですよ。下にシュミーズ着せられるわけでもなし」


　普ふ通つうに答えてから、そんなの自じ慢まんにならないことに気がついた。マダムがドン引きというか、口ごもっているではないか。


　ばつが悪くなる雪国だが、向こうは口くち許もとをゆるめて笑った。


「──そうね。確かにましね。ほらユキちゃん、そろそろ焼き上がりの時間じゃないの？」


「うわやばっ」


　今日の目当ては限定メロンパンだし！


　急に混こみ合いはじめた店の中を見て、雪国はあわてて飛び込んでいく。


　そしてきゃるん☆ではうん[image: ]な女の子を演じて表おもてに出ると、『ディーヴァ』も車も消えていた。


（……なんだ。せっかく大たい漁りようだったのにな）


　ビニール袋ぶくろの膨ふくれっぷりを見つめてそう思う。これを見せれば少し自慢できた気がするのに。


　それでも、蜜に喜んでもらえるとするなら最高だった。
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　パシン！


　乾かわいた音が、部屋の中を響ひびきわたった。


「──どうしたの？　蜜。全然集中できていないわよ」


　蜜ははっとする。


　母が──厳げん格かくな歌の師でもある彼女が──ピアノの前でこちらを見み据すえていた。今の音は、彼女自身が譜ふ面めん台だいの楽譜を乱暴に閉じたからだと気づいた。


　そこまでされるまで、まるで気づかなかったとも言えた。


「ご、ごめんなさい……」


「本番でそんな上うわの空な歌を披ひ露ろうするのだけはやめて。赤しやつ口こう音大の理事もいらっしゃるのよ」


「ごめんなさい……」


　蜜はうつむいた。確かに、考え事をしていて歌の出で来きがお留る守すなんて、最悪の態度だ。


「いいこと。レッスンは常に一つ一つ神聖な気持ちで──」


　ふいに佐和子が、はっと息を呑のんだ。


「ああ、泣いてはだめよ蜜みつ！　それはだめ！　今のはお母様の方が言い過ぎたわ」


「ふぐっ」


　厳格だった顔から一転、佐和子は大あわてで立ち上がる。そして目の前の蜜の頭を、首をへし折らんばかりの勢いきおいで抱だきしめる。


「むぐ。お、お母様、苦し……」


「可か愛わいい子。可愛い蜜みつ。本当にあなたは天使のようね。すぐむきになるお母様を許してね。向こうのホテルでもいつも思うのよ。どうしてあなたを折りたたんで持ち歩けないのかしらって」


　だから折りたたまれそうよお母様。


「でもね、私はダイゴの二の舞まいは演じないの。あなたは一つの場所で落ち着いて暮くらすべきなのよ。どうかお願いわかってちょうだい」


　いつも強気で歌にも厳きびしくて、そしてたぶん、一ひと人り娘むすめがちょっぴり大好きすぎるらしいお母様。


　すりすりと抱き枕まくらにされながら思うのだ。


　長期の仕事を終えて時間ができるたび、佐和子は蜜との空あいた時間を埋うめ合わせるように蜜を側そばへと置きたがる。まず家の中で丁てい寧ねいにレッスンを付け、その合間に彼女自身が尊敬する舞ぶ台たいやその関係者と蜜を引き合わせようとするのである。


　蜜としては、放っておかれた時とのギャップが激しすぎて、どう反応していいかわからないぐらいだ。


「なにか話したいことはある？　お母様にお話ししてごらんなさい。ね？」


　蜜は腕の中で首を振ふった。


「本当に？　本当にお母様にもお話しできないの？」


「大丈夫だから……」


「そう？　そうなの？　本当ね？」


　佐和子は何度も念押しした後、ようやく蜜を解放してくれた。


　歌手としての経験をつませること。自分が歩いている世界を見せること。そして会った時にはスキンシップを惜おしまないこと。それが不在がちな佐和子にとっては、最上級の愛情表現になるらしい。


　明あし日たの夜は、佐和子と一いつ緒しよにどこか有名な歌の先生のパーティーに出席するのだそうだ。


　○○音大の教授に、声せい楽がく家かの××氏に。いずれは蜜も、音楽関係の学校に行けたらいいなと思ってはいるので、貴き重ちような経験がつめることはうれしい。うれしいが、それは学院を卒業したもっと先の話のはずである。


　最近の佐和子は、蜜を近くに置きたがる一方で、何かに焦あせっているようで少し怖こわかった。


　もっとも、いま考えていたことは、まったく別のことだったのだけれど──。


「……とにかく、少し休きゆう憩けいしましょうね」


　長い黒くろ髪かみをかきあげ、ようやく元の冷静な佐和子へと戻もどってくれる。


「残りは、お夕ゆう飯はんの後にしましょう。その間に気持ちだけでも整理しておきなさいね。方法はあなたに任まかせるから」


「あ……はい……」


「今日は清きよ野のの湯ゆ豆どう腐ふですってよ」


　佐和子はポンと蜜の頭を叩たたき、レッスン室がわりの洋間から出ていく。


　それでも蜜は、動けなかった。


　自然と目が泳ぐ。壁かべの時計に目が行った。午後六時五分前だった。


　今日のレッスンは六時半までの予定だったから、三十分早く時間が空いてしまった計算になる。


　──今から行けば、間に合うだろうか。


『弟さん』の約束の日は今日だった。


　あの少年は、まだ駅ビルの屋根の下で蜜を待っているのだろうか。


　無理だと思った。それでも一時間の遅ち刻こくなのだ。第一、絶対行くなど誰だれも言っていない。それでも待っていると叫さけんだのも、たしかに彼だったけれど。


（先せん輩ぱい……）


　蜜なら待ったことがある。言われなくても待ったことがある。あれは雨が降ふり出した遊園地だった。怖かったけれど動けなかった。


　若わか光ひかるの君きみが来るまで、きっとずっとあそこで根を張っていたと思う。


　蜜は息を吸すって吐はいた。


「──あらっ、お嬢じよう様さまどちらへ」


「でかけてくるわ。すぐ戻るから」


　板張りの廊ろう下かを真まっ直すぐに進みながら、自分自身にも言い聞かせるようだった。


　顔は出す。そして、いるかどうかを確かめる。いたら曖あい昧まいな言い方をしてしまったことを謝あやまる。まずはそれだけ。もしいなかったら、それはそれですっきりして家に戻れる。悪いところはどこにもないプランのはずだ。


　通学鞄かばんから定期券だけ取り出して、蜜は家を出た。


　家から最も寄より駅まで、歩いて十分かかる。そこから空そら舟ふね駅まで電車で十分少々。すでに日の落ちた住宅街を、急ぎ足で歩き続けた。


　その時だった。


「──ちょーっと待ってっ！」


　後ろからやけに大きな声が響いたかと思ったとたん、びゅんと吹ふき抜ぬけていった一いち陣じんの風。


　それは自転車だった。ごく普通の街乗り自転車が、ギュリギュリッとドリフト気味の横よこ滑すべりを見せながら、蜜の前方五メートルで停車したのだ。


　呼吸が止まってしまう。


「や、こんばんわ一駿河さん」


　──『弟さん』だった。





　けっきょく自分の家まで、遠回りしながら帰ることになった。


　カラカラカラ……淡谷雪国が、乗ってきた自転車を押しながら歩いていく。空から回まわりするチェーンとペダルの音が、やけに大きく聞こえた。


　人じん力りき川がわ沿ぞいの一車線道路である。このあたりは会社や町まち工こう場ばが多い。遅おそくなると明かりも絶たえて少し怖い道だが、夕飯前のこの時間は、家いえ路じを急ぐ学生やサラリーマン、犬の散歩をする住民が行き交かってにぎやかだ。


　安心ではあるけれど、人目が多いことが逆に不安になることもある。


　たとえば──隣となりに彼がいること。


「あの……ごめんなさい」


「謝るの？」


「だって。たぶん。お待たせしちゃったと思うから」


「それは、仕方ないよ。行けるかどうかわからないって言ってたのは一駿河さんだ」


「そうですけど」


「しばらく待って、けっきょく来ないってわかって、それで終わり。恨うらみっこなし」


　雪国は、さっぱりと言い切ってこちらを見たのだ。


「だからこっちから会いに来たんだ」


　蜜はうつむくしかなかった。


　なんだろう、この感覚は。申し訳わけない？　面めん倒どうくさい？　それとも嬉うれしい？　どこに自分の気持ちがある？


「ねえ、どこかに行くつもりだったの？」


　言えない。いまさら会いにいくつもりだったなんて。


「……それは……ち、ちょっと、お買い物です」


「そう」


　よく言う噓うそつき。こんな定期券しかない格好で。


「うーん、残念だ。ひょっとしたら駆かけつけてくれる途と中ちゆうだったのかなって思ったんだけど」


　蜜はいたたまれなくていたたまれなくて、できることなら逃にげ出したかった。


「ねえ、一駿河さん」


「はっ、はい！」


「賭かけをしない？」


　意外な一言に、蜜は思わず顔を上げた。


　淡谷雪国は、自転車のハンドルに手をかけながら往おう来らいを見ている。


　遠くに一つ、川を越こえる橋があった。制服の腕うでが、その対岸を指さす。


「これからあの橋を渡わたってくる人間の、五人目を当てるんだ。勝った方は、負けた方にお願いをすることができる」


「なんですか、それ」


「なんでもいいよ。キミだったらほら、もううろちょろつきまとうなとか。いろいろ便利に使えると思うけど」


　蜜は言葉につまった。うろちょろつきまとうだなんて、聞いた自分の方が傷つきそうだった。


　雪国はさして気にしていないように「ボクはどうしようかなあ」と呟つぶやいている。


「まあいいや。とりあえずキミに関係するもので」


「弟さん！　そんな適当に──」


「ボクはアフロのボクサーが通るのに賭かける」


　はあ？


　今度こそ口を開ける蜜に、雪国は自信たっぷりとばかりに微ほほ笑えんだ。


「確かく率りつは低い？　それをねじ曲げるのが楽しいんだよね」


　──だんだん腹がたってくるではないか。


　この人。いつもこんな適当なことを言っているが、本気で勝ちたいのか？　勝ちたくないのか？


「……自信家さんですね」


「さあ、キミはどうする？」


「普ふ通つうに学生さんが通ると思います」


　わざわざ倍率の低い方に賭けたりしない。どんと王道一本勝負だ。


「うーん。容よう赦しやないなあ」


「勝手に変なものに賭けた弟さんがいけないんです」


　つんと澄すまして答える──それぐらいの余よ裕ゆうが、ようやく出てきた。


「さあ、どこからが一人目です？」


「じゃあ、あの人から」


　ちょうどＯＬらしい女性が、橋の中へ足を踏ふみ入れたところだった。これが一人目らしい。


　二人目は、塾じゆくに行くらしい小学生。自転車で急ぎ足に駆け抜けてくる。


「……小学生って、学生ですよね」


「うわっ、幅はば広ひろく取りすぎじゃない？」


「大学生も専門学校生も、学生証があるなら学生ですし」


「容赦ないし！」


　思わず悲鳴をあげる雪国に、少し意地悪な笑えみがこぼれた。


　三人目と四人目は一気に来た。高校生カップル。


「あんが────っ」


　もう大笑いするしかない。蜜は口をおさえて肩かたを震ふるわせ、こみあげるものを必死におさえつけた。


「い、一駿河さん。もう一つ先の橋にしない？」


「だめですよ今さら」


　さあ待ちましょう。


　蜜は目め尻じりの涙なみだをぬぐい、別の意味で涙目の雪国の横で指を組んだ。


　しかし、高校生が二人通ったところで、橋の通行人はぱったりと途と絶だえてしまったのだ。蜜はじりじりと待まち焦こがれることしかできない。


　ここで賭に勝ったところで、この少年に命令することなど思い付かなかったが、それでも「どうです」と胸をはって一ひと泡あわ吹ふかせてやれればそれで良かったのだ。


「なかなか来ませんね──」


「死し刑けい囚しゆうの気分だ」


「あっ」


　来た。


　五人目の通行人。


　蜜は声を明るくし、続いて固まった。


（え──）


　なんだろう。ロッキーだ。頭の中でロッキーのテーマが流れはじめる。


　街がい灯とうの明かりだけが浮うかぶ薄うす暗ぐらい橋の対岸から、だぶだぶのトレーニングウエアにサングラス、そしてアフロヘアーの男が走ってくるのだ。脇わきにスポーツサイクルに乗ったトレーナーを従え、ジャブジャブ、ストレートストレート、軽快なフットワークのシャドーボクシングを交まじえつつ、どんどん橋の手前までやってきて、そのまま蜜たちとは反対方向へと走っていく。


「ペースが落ちてるぞジョニー！」


「うす」


「新人戦も近いんだ。気を抜くなジョニー」


　蜜は、訳がわからなかった。わからないのに彼らはそのまま闇やみの向こうへと消えていってしまうのだ。


　少ない確率をねじ曲げるのが好き？　そう言ったのは隣にいる彼。


　まさに強運の名のもとに、望む未来を引き当てたのだ──。


「ぃよっしゃあ──────っ！」


　雪国が拳こぶしを握にぎって叫さけぶ。自転車が倒たおれる。かまわず叫んで往来でくるくると回った。


「ねえ、いいよね。ボクの勝ち。ボクの勝ち！」


「ちょっ、くっつかないでください！」


　蜜は勢い余あまって飛びついてくる無む邪じや気きさに悲鳴をあげることになった。


「それじゃあ、お願いだ」


「なんですか！」


「今度の舞ぶ踏とう会──ボクをパートナーにしてくれない？」


　ぎょっとした。


「あれ、ダメだと思ってる？　大だい丈じよう夫ぶだよ。一応、身内が青美にいるから」


「ちっ、ちがいます。それは、よく存じてますけど」


　存じているが、それでハイと頷うなずけるかと言われれば話は別だ。


（だって蜜は先せん輩ぱいと！）


　踊おどる予定なのだと言おうとしたが、直前でふと不安になった。


　ねえ一駿河蜜。本当にあれは、現実の『若光の君』が言った言葉だった？


　すべては焼きそばパンの幸せな夢の中で見た妄もう想そうだと言われてしまえば──否定することはできなかった。


「まあ、あくまでお願いだから。返事は次の時にでも聞かせて」


「えっ、でも！」


　次も二人で会わなければならないのか？


「ちょっと。待ってください弟さん」


「じゃね。また来週」


　倒れていた自転車を引き起こし、ひらりとサドルにまたがる。


　走り出す。


「ば、ば、ばか──っ！」


　小こ柄がらな背中は、叫んだところで振ふり返らなかった。
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　減量中のアフロボクサー『ジョニー芝しば目め』は、十分にシャドーボクシングとランニングを続けた後、トレーナー『マグナム大だい道どう寺じ』とともに通りの角を曲がり、近くのカラオケボックスに足を踏み入れた。


　指定の個室に上がっていくと、豆まめ坂さかが二人を迎むかえる。なぜかかかっている『相川品子メドレー』は無視し、とにかくアフロを外はずす！


「暑いぞ！」


「お、お疲つかれ」


　ソファにカツラをぶん投げる。アフロのヅラは、もふっとバウンドして床ゆかに転ころがった。


「なんだこの蒸むれ蒸れの熱あつ々あつは。兄貴も淡谷弟もよくこんなもんかぶっているな」


「ボクのはアフロじゃないよー」


　振り返れば、舞姫も合流してきたようだった。


　一駿河蜜をラブっぽく陥かん落らくさせるため、ＳＥＣまで巻き込んでの大おお芝しば居いである。見た目は涼すずしげな美少年風のまま、押して押して押しまくってきたはずなのだ。


　彼女は学ランの上着を脱ぬいで、ソファに腰こし掛かける。大きく足を開いたま、自前の短たん髪ぱつを無む造ぞう作さにかき上げると、頼たのんであったコーラを一気のみ。


「…………あー、しんど」


　なんだかいつにも増してラフな『男前』度が上がっていた。


「ど、どうすかね兄貴。首しゆ尾びの方は」


「ら、らぶらぶできる？」


「あんまりやり過ぎると引かれないかね」


　大道寺、豆坂、芝目が順に質問する。


「いや──あれは、もう一押しいけるはず……」


「こ、根こん拠きよは」


「経験」


　少年たちは絶句した。


「な、なんすか会長。この無む駄だな胸のトキメキは。恋こいっすか恋！」


「うろたえるな大道寺構成員。一時的に心が乙おと女め化してるだけだ」


「モテキングまじぱねえっす」


　放射される女子限定モテオーラにあてられ、少女マンガのようにまつ毛が伸のびはじめるＳＥＣ。


　舞姫は、そこでしばらく頭を下げ、深い呼吸を続けていたが、おもむろに立ち上がった。


「どうした」


「トイレ」


　ぱたんとドアを開けて出ていく。


　芝目たちは、それでようやく乙女の呪じゆ縛ばくから逃のがれたようなものだった。


　どっと疲れてソファに背中を預あずけだす。


「……危なかった」


「去きよ勢せいされるかと思ったっす」


　各おの々おの。まだタマはついているかー。点てん呼ことともに確認がはじまり、全員の無ぶ事じが確認された。


「つーか、このままじゃマジに兄貴が一駿河のお嬢じようを落としちまうんじゃないすか？」


　ごろりと腹ばいに横たわり、大道寺が言った。


　否定する者は、誰だれもいなかった。それこそ彼ら自身の経験として。


　問題はそう。


（そヽれヽでヽいヽいヽのヽかヽ、ということだ）


　彼女の手て際ぎわは鮮あざやかだ。だからこそここにいる誰もが口にせず、たぶん、多かれ少なかれ腹の中で思っていること。


「兄貴にとっちゃ、あんま罪ざい悪あく感かんとかない感じなんすかね。双ふた子ごだし、同じ顔ならどっちが口く説どいても同じだろって感じで」


「いや、そういうわけではない、と思う」


　区別は、しているはずだ。厳げん密みつに。ただ、それは淡谷雪国の幸福を守ることに優先されるものではないのだ。


　弟は何があっても幸せであるべきで、それを曲げる相手は、たとえ誰であろうと許さない。怒いかりにも似にた感情だろうか。なにより双子の弟を愛して、共に育ってきた彼女なりの価か値ち観かんである。決して立ち入ることができないもの。


「あんま気にするなってことっすかね」


「──せめて普ふ通つうに会えていればな……」


「は？」


　芝目は思う。もうじきこの生活も終わってしまう。舞姫は青美に戻もどってしまう。そのことが頭をちらついてしょうがない。


　だからこそ芝目夏なつ彦ひこは、淡谷雪国の迷走ぶりを笑えない。


　男として線を引かれてもなお、女装して一駿河蜜にパンを提供し続けるように。ここで『名めい誉よ兄貴』と肩を組むＳＥＣでいることだけが、芝目夏彦にとって唯ゆい一いつの接点なのだ。


　頼むから悪く転がらないでくれと、願わずにいられなかった。
















　　第４章　後半戦　かくて賽は投げられる













　あっ、一い駿する河がさんだ。


　渡わたり廊ろう下かの前方に蜜みつ発見。しかも周まわりに誰だれもいない。これはチャンス！


「はいっ、これ！　また新製品が出たんだ！」


「うきゃあーっ！」


　後ろから声をかけるものの、蜜は両手に抱かかえていた鞄かばんとファイルを放り出してしまい、無人の廊下いっぱいにペンケースの中身が散乱してしまった。


「あ、ありゃー……」


「せ、先せん輩ぱい。驚おどろかせないでくださいよ……」


「面めん目ぼくないです……」


　しょんぼりしながら、蜜と二人でファイルやペンを拾ひろい上げる。


「もうない？　大だい丈じよう夫ぶ？」


「えーっと、鉛えん筆ぴつと消しゴムと万年筆と……」


　蜜はペンケースの中を再点検している。


　その間、雪ゆき国ぐにはあらためてあたりを見回し、廊下の端はしにキラリと光るものがあることに気がついた。


「これ、一駿河さんの？」


　拾い上げてみれば、鈴すずである。


　金色の小こ振ぶりの鈴で、携けい帯たいストラップやキーホルダーにもできる組くみ紐ひもがついている。高価なものには見えないが、赤と白の結び目に金色の鈴の組み合わせは、いかにも和風で可か愛わいらしい。


　しかし蜜は、その鈴に気づくやいなや、光速の勢いきおいで雪国から回収し、手元のペンケースの中に『ないない』した。


「可愛い鈴だねえ。やっぱり一駿河さんのだったんだ」


「き、近所の神社で買ったんです！」


　まあとにかくパンだ。せっかく用意したお総そう菜ざいパンだ。


　そこから二人で移動したのは、いつものお弁当を食べる秘密の庭園である。咲さきこぼれる花びらを避さけ、ベンチに蜜が座すわるのも待ちきれない。


「じゃあん。肉じゃがメンチサンド！」


「……すごいですね」


「でしょう。最近の井い村むら屋やさんはひと味違ちがうよ。感かん謝しやセールからキレまくりだよ。コンビニ真まっ青さおの新製品攻こう勢せいで、特とく徴ちようはこの──」


「違うんです、先輩」


　いそいそとパンの説明をはじめようとするが、蜜はあえてそれを遮さえぎった。


「先輩がこんなに毎日たくさん、差し入れをしてくれるなんて、はじめてなんじゃないですか？」


「そ、そう？　そうかな」


　よくわからない。


　なかなか元気にならない蜜を励はげまそう、そのきっかけをつかもうと思ったら、自然と数が増ふえてしまっただけなのだ。


　つまり蜜の元気が足りないのがいけないのだと言おうとしたが、うまい言い方が思い付かなかった。


「毎日すごい忙いそがしいのに……いつ買いに行かれるんですか？」


「え、えーっと」


　それはその、それなりにである。


　たしかに忙しいには忙しい。


　学院は選挙ムード一色で、ここにいても応おう援えん演説のマイクの音が響ひびいてくる。この後は会議が二つ。『雪国』の受験勉強だって無視するわけにもいかない。


　イメージとしては、乾かわきかけの雑ぞう巾きんを無理矢理絞しぼって、一いつ滴てき二に滴てき捻ねん出しゆつする感じだろうか。


「いやでもっ、けっこう大丈夫なんだよ。それはほんと。最近はユキちゃんとか秘密兵器もできたし──」


「あんまり甘やかしちゃだめですよ、先輩。蜜が一人で立てなくなっちゃいますよ」


「そんな──」


「卒業されたら、蜜はここに一人です。先輩、蜜にお姉様の跡あとを継ついでほしいんじゃないんですか？　高等科からパンを届けてくださるのは大変ですよ？」


　もしかしたら蜜は、胡こ蝶ちようの宮みやと同じ働きをしなければならないと気き負おっているのかもしれない。清く正しく完かん璧ぺきなお姉様にならねばと。だったらまずは、その考えこそ誤解だと言ってあげるべきなのだろう。


　でもできることなら雪国は、そうだよ、それでも君を助けたいよと叫さけびたくてたまらなかったのだ。


　いつでもどこでも君のために飛んでこれる、唯ゆい一いつ無む二にの存在に。


　たぶんそんなものに、自分はずっとなりたかったのだ。たとえそれが、どれだけ無理があってエゴの塊かたまりになったとしても。


「……弱点は、克こく服ふくするためにあるんですよ、先輩」


　雪国のもどかしい無言を、彼女は肯こう定ていと受け取ったようだった。そうして雪国の口にできないささやかな希望は、やんわりと花を手た折おるように却きやつ下かされてしまうのだ。


「最近ですね、とある方と文通をしてるんです。そこによく書いてあるんです。『自分の気持ちに噓うそをつくな』って」


「自分の、気持ちに……」


　噓を。


「そうです。実際、その人すごいがんばってらっしゃるんですよ。蜜、いつか彼女の想おもいは叶かなうと思ってます」


　木こ陰かげで手紙を眺ながめていた風景を思い出した。


　差出人の名前は読めなかったが、明るい色の女の子らしい便びんせんだった気がする。


「残念ですけど、今はまだ、蜜はその人のスタートラインにも立ててません。あっちこっち迷まよったり頼たよったりばっかりです。でも、蜜だって負けたくないんです」


「一駿河さん……」


「思うんですよ……優やさしいものを、優しいからって、無条件に受け取り続けるだけじゃ……たぶんなんにも変わらなくて……それは向こうが無理矢理だからって、ずるずる会ったりしてちゃいけないっていうのと、たぶん同じ理り屈くつで……」


　ささやくような声こわ音ねで、なにやら真しん剣けんに言い聞かせている。


　詳くわしいところはよくわからないけれど、いったいどこの誰とずるずる会っているのか──聞かせてもらってはいけないだろうか。


「………………ほんと、なんであんなに強ごう引いんなのかしら……このままじゃお母様にも叱しかられますよ……」


「一駿河さん？」


　はっと、蜜が正気に返った気がした。


「大丈夫？」


「あ、あ、あのその──」


　どんどんと顔が赤くなってくる。まるで途と中ちゆうで雪国がいたことすら、思考から消えてしまっていたようだ。


「えっと──その、すみません先輩。いつもいつも気にかけてくださって申し訳わけないって話です！」


「ちょっと！」


「失礼します！」


　そう言うやいなや、チャイムと同時に駆かけだしていってしまった。


「……なんでまたこうなるんだ？」


　どこかで見たような既き視し感かん──いや、違う。


　ひるがえって散った花びらが一枚、こちらの革かわ靴ぐつの上へと落ちてくる。


　だって今たしかに、蜜の視界から雪国の姿は消ヽえヽてヽいヽたヽのだ。その目と心で別のものを追っていた。


　はじめてだった。こんな、彼女が隣となりにいながらどこまでも戻もどってこないような感覚は──。





「──つまり、うちの蜜の様子がおかしいと」


「そうです。すごい上の空な感じで。なにか聞いていませんか？」


「なんとかして欲しいと頼たのんだのはあたくしの方なのですけど……そうですわね……」


　中部連とソロリティの代表会議があったので、胡蝶の宮をつかまえて聞いてみた。


　彼女は思案するように目を伏ふせる。


　この人は、一駿河蜜の唯一無二の『お姉様』だ。たとえ廊下の片かた隅すみであろうと、神しん妙みようにこちらの話を聞いてくれた。


「あの話は噂うわさではなかった、ということかしら……」


「なにがです？」


「ここしばらく、佐さ和わ子こ様のレッスンに遅おくれがちで、遅ち刻こくした時のつじつま合わせを頼んでいるそうですの。簡単なアリバイ工作のようなものですわ」


　なんでも頼む相手は、同じロワイヤルメンバーやクラスメイトが中心らしい。三十分ないし一時間。帰宅が遅おそくなる時に話を合わせてほしいと。


「それは……なぜなんでしょう。お母さんのレッスンに出るのが嫌いやなんでしょうか」


　胡蝶の宮はちらりと、視線だけこちらを見上げてきた。本気で思っているのかと言わんばかりのあきれ顔である。


「な、なんですか？」


「あなたもたいがい鈍にぶいというかなんというか──いいえ。とにかくあなたにも相談しないとなると、あの子も本気で考えこんでいるということかしら」


「胡蝶の宮？　どういうことでしょう」


「もちろん、あたくしにも言わない。でも状じよう況きようから察するぐらいのことはできますのよ。バカな子ね。好きなら遠えん慮りよするなとあれほど言ったのに」


　最後の方の嘆たん息そくは、ほとんど独ひとり言に近かった気がする。


　これもまた、側そばにいるのに伝わらない『何か』だ。意味がわからないままなのは雪国の方だった。





　──カツラをかぶってスカートをはいて。


　それでも偽にせ物ものの『女の子』では、見えないものがあるのだろうか。


　それこそ女子中の女子である胡蝶の宮が「あたくしの口から言えることはございませんわ」と言葉を濁にごすので、それ以上の追及はできなかった。


　ピンと張った笑顔の中に。ゆっくりと歩き出す横顔に。彼女たちはいくつもの意味と思いを圧あつ縮しゆくして詰つめ込むのだ。怒いかり。喜び。悲しみ。憎にくしみも。はたで見ている雪国としては、ときどき受け取ったリアクションのファイルを、解かい凍とうせずに丸飲みしているのではと不安になることがある。


（しょせん付つけ焼やき刃ばだもんなー）


　鏡に女装の自分を映うつして、考える。


　シュミーズのてろんとした感覚に慣なれても。小お笠がさ原わら流お作さ法ほうを一通り勉強したとしても。


「ユキグニ、いるの？」


「うひゃっ」


　子供部屋に、ニセ雪国モードの舞まい姫ひめが帰ってきた。


　青せい美びの制服を着たまま、クロゼットの鏡に全身を映して検討会をしていた雪国は、はた目から見れば変へん態たいだ。あわててポーズを解といて振ふり返る。


　彼女はわざわざ雪国のベッドの上に鞄かばんを放り投げると、学ランのまま同じベッドにダイビングしてくれた。


「ちょっと舞ちゃん！」


「やー。だってもう疲つかれたよー」


　寝ねるなら自分のベッドで寝てほしい。


「やめてよ舞ちゃん。起きて。ごはんだってこれからなんだよ」


「めんどう……ぐう……」


「おかずは唐から揚あげだよ。お味み噌そ汁しるはナスとあぶらげだよ」


　ぴくりと、耳の一部が動いたような気がした。よしよし、これならまだ雪国でも動かせる。


　気合いを入れてささやき続けた。


「ほらほらほら。冷さめたらおいしくないよ。デザートにカキもつけるよ」


　舞姫はそれでも、心底おっくうそうに寝返りを打っていたが、やがて根こん負まけしたように起きあがった。


「めんどくさー」


「さ。とにかく着き替がえよう」


　ぼさぼさの頭もそのままに、ベッドから出て自分のテリトリーへと帰っていく。雪国はほっとした。


「最近帰り遅いけどさ。なんかＳＥＣの依い頼らいでも入ってるの？」


「んー。そんな感じ」


　五中の学ランを脱ぬぎ、続いてズボンのベルトとボタンを外はずして、脚あしを引き抜ぬいた。


　ここであまり詳しい話をしないのは、依い頼らい人にんのプライバシーを守るためだと聞いたことがある。うかつに言いふらせない大事な相談事でも入っているのかもしれない。雪国としても、いつまでもパンツ一枚な姉の背中を見ているわけにもいかないので、ベッドに放置されていた学生鞄を持ち上げた。


　チリン、と小さな音がした。


「ん……？　なんだ……？」


　鈴すずが、持ち手の部分についていた。ストラップ部分は緑と白の凝こった組み紐ひもで、豆まめ粒つぶ程度の銀色の鈴がさがっている。


　雪国は、これと同じものを見た気がした。


　どこでだろう。学校で？


　そう蜜だ。


　彼女も似にたような鈴を持っていなかっただろうか。色いろ違ちがいの紅白の組み紐。鈴の色は金色で。


　今度は自分の心臓がトクリと鳴った。


「舞ちゃん。この鈴……」


「ああ。うん。お祭りで買ったんだ」


　祭り。秋祭り。神社の屋や台たい。


　──気のせいか。気のせいだろうきっと。


　思い直して背を向ける。そこに──舞姫が、もたれるように抱だきついてきた。


「舞ちゃん……？」


　脱ぎかけのワイシャツのまま。彼女は雪国の耳元に唇くちびるを寄せてささやいてくる。


「大だい丈じよう夫ぶ。もうすぐだから。楽しみにしててね、ユキグニ」
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　一駿河佐和子は、不ふ機き嫌げんなようだった。


　今も彼女は『レッスン室』内のソファに座すわり、言葉少なにアルバムをめくっている。


「清きよ野の」


「なんでしょう、奥様」


「うちの蜜は可か愛わいいわよね」


「ええ、存じておりますとも」


「なんでこんなに可愛いのかしら」


　娘むすめの歴代の写真を貼はりまくったアルバムの台紙は、佐和子の書き込みにあふれている。


『蜜みつ八歳 ・リオデジャネイロにて 』『今日は十歳の誕生日 [image: ]』──佐和子は傑作キャッチコピーの上をなぞり続けているが、心から集中しているわけでもないのだろう。


　二次元よりも三次元。本物の蜜が学校から戻もどってこないので、歌のレッスンがはじめられないのだ。


「お嬢じよう様さま、遅うございますね」


「学校の掃そう除じが長引いているんですって？」


　用意したハーブティーは、佐和子が望む通り、手が届くサイドテーブルに置いてやる。彼女は眉まゆをひそめてそれを手に取った。


「最近はそんなことばかりね」


「一応、ご学友の加か藤とうさんのお宅に確認を入れてみましたが、確かに資料室の掃除を引き受けていると」


「たしかな家の子なんでしょうね」


「ごく普ふ通つう──以上でも以下でもないかと」


「一いつ般ぱん組、ってことね」


　ＯＧらしいスラングを、聞こえるか聞こえないかの音量でつぶやいている。


　そしてまたコツコツ、コツコツ、指先が秒びよう針しんのリズムと一体化するのだ。


「……サマーコンサート。私も行きたかったわ」


　彼女が残念がっているのは、ちょうど膝ひざ元もとに広げているサマーコンサートの写真のことだろう。


　今年の蜜は、ソロリティのトリとして、プッチーニの歌曲を歌ったらしい。海外にいた佐和子はもちろん、清野も見に行くことができなかったが、蜜が友人に撮とってもらった写真をまとめて貼ったのだ。『蜜みつ、夢の晴れ舞ぶ台たい [image: ]』と新しく書き込んだのは佐和子である。


　なんだかんだと言って、この頃ころあたりまでの蜜は、まだ清野たちの理解の範はん疇ちゆうにとどまっていたのだと思う。


「奥様……」


「なに？」


「こちらもご覧らんいただけますでしょうか」


「これは──？」


「お嬢様のお部屋を掃除していた時に、偶ぐう然ぜんみつけまして」


　清野は、エプロンのポケットから、小さなお守まもり袋ぶくろを取り出した。


　袋の表面には、『安産祈き願がん』と縫ぬいとりがしてある。


「────あの子はまだ中二でしょう!?」


「そうですよ。違ちがうと信じておりますとも！」


　金かな切きり声をあげると同時に、目め頭がしらが熱あつくなった。


「長くこの家の留る守す居い役を任まかせていただきまして、奥様や旦だん那な様にかわりお嬢様をお育て申し上げて参りました。すべて悪い夢や冗じよう談だんの類たぐいであると信じねば、わたくしはもうこの家の敷しき居いをまたぐことができかねます……！」


　清野はソファに座る佐和子の前にひざまずき、さめざめと訴うつたえた。エプロンの裾すそで目め尻じりをぬぐう。それこそ悪夢の一場面にいるようだった。


　佐和子が、淡あわい口くち紅べにの乗る唇くちびるをかむ。可か憐れんな口くち許もとをきつくきつくかみしめる。


「……大丈夫。全部みんな、たちの悪い冗談よ。私の蜜にかぎって、こんなことありえない」


「ですが」


「あの件がある？　それもわかっているわ」


　──と、同時に玄げん関かんのチャイムが鳴った。蜜だ。


　迎むかえに出るべく立ち上がった清野に、佐和子の厳きびしく低い声がかかる。


「今は様子見よ。がまんして待ちなさい。いい？」


　清野は、深く深くうなずいた。


　そして一駿河家の玄関先に、遅ち刻こくのシンデレラが舞まい戻ってくる。


「ごめんなさい。遅おそくなりました──」


「まあまあお嬢様、そんなに息をきらせていてはレッスンになりませんよ？」


「もう。清野まで、お母様みたいなこと言わないで！」


　そして夜だけが、深く静かに更ふけていく──。
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　窓を開けると、ぴかぴかの晴天だった。


　きた。ついにきた。投とう票ひよう日びがやって来ましたよ。


　雪国たち中等科の現げん役えき生徒会執しつ行こう部ぶ員いんは、立会人とともに投票を見守り、その後は開票作業と翌日の舞ぶ踏とう会の準備に忙ぼう殺さつされる一日である。経験者の舞姫いわく、「朝だけでもしっかり食っとくべし」らしいので、朝ご飯はんもモリモリとドンブリ飯めしをおかわりした。


　キッチンに空からのドンブリを持っていったところで、舞姫が一階におりてきた。


　やや寝ね癖ぐせの目立つ、ニセ雪国姿すがた。本当なら彼女といっしょに、もう三十分ほどのんびりできるが、今日は早めに登校しなければならないのだ。


「あ、おはよう舞ちゃん。もう僕ぼくいくから」


「うん。がんばってね──」


「舞ちゃんも遅おくれないようにね！」


　あいさつもそこそこに、玄関の鞄かばんをつかんで家を出た。


　泣いても笑っても、今日と明あし日た、この二日かぎりの『生徒会長』だった。





　まずは登校するなりミーティングだ。


「会長。これが例年までのスケジュールです。今期はこれに加えまして」


「レンタルドレスの受付が、体育館であるんだよね」


「ええ、体育館以外の場所に立ち入らせないよう、注意を徹てつ底ていする必要があると思います」


　この日の授業は、午前中ですべて終しゆう了りようになる。


　午後一番の立ち会い演説会のあと、教室に戻って投票をすませ、そのまま執行部と開票ボランティア以外の生徒はすべて帰宅という手はずになっていた。


　さゆねたち、生徒会執行部とのすりあわせも真しん剣けんだ。


「アンケートを見るかぎりは一般組の三割──富ふ裕ゆう層そうでも一割が利用を希望していますね──」


　──リンゴン──。


　あっという間に予よ鈴れいのチャイムまで鳴なり響ひびいた。


「いっけない。みんな、遅刻にだけは気をつけて！」


「「「はい！」」」


「授業後の進行は、配はい布ふしたタイムテーブルを参考にして進めてください──」


　わかりましたと素す直なおな声が響き、執行部員たちが生徒会室を出ていく。


　雪国は会長の椅い子すの上でその様子を見守り、共に残ったさゆねと顔を見合わせた。


「それでは雪国さま。ワタクシたちも教室へ参りますか」


「あのさ、ちょっとだけ待ってくれない？」


「なんでしょう。なにか問題が」


「これ、この僕のところの行動表、もうちょっとなんとかならない？」


　頼む顔が必死すぎて、少し涙なみだ目めになっていたかもしれない。


「日ひ暮ぐれまでみっちり埋うまりすぎてて、どこにも行けないよ」


「ですからそれは、がまんしていただくしか」


「一駿河さんを誘さそいにいけないよ。ダンス」


　さゆねが、生き真ま面じ目め顔のまま静止した。


「まだ誘ってなかったのですか」


「そう誘ってなかったりするんだよね！」


　やけくそ気味に肯こう定ていする。


　一度は勇気を出してＯＫも貰もらったものの、それからまったく音おと沙さ汰たなしということはだ。やはりあれはカウントに入っていないということなのだろう。


「……………………ヘタレ……」


「ああっ、わかってても言わないで！」


　心がいろいろブロークンな気分になって刺ささりますサックリと。


「もうすでに相手が決まってしまっているのでは？」


「そ、そのことも含ふくめてちゃんと確認する時間が欲しいと申しますか……」


　ごにょごにょと口を濁にごすと、さゆねは雪国の手から行動表を取り上げた。


「──投票直後の十分間。新聞部との打ち合わせをワタクシが代かわれば、それなりの時間は捻ねん出しゆつできるかと」


「ほ、ほんと!?」


「ただしこの時間を逃のがせば後はないですよ」


　十じゆう分ぶんだといいたかった。


「ありがとう久く我が原はらさん！」


「早く参りましょう。授業が」


　さっそうと歩き出す背中を拝おがみたくなった。





「──さあ舞姫さん。あなたはこの問題をどう思いますか？ 」


「ガッツと度ど胸きよう 」


「まあ、エコロジーと経済の両立にそんな理想が？ 」


「やられる前にやれ。飛べないヘタレに用はない 」


「すばらしい。さあみなさんでもう一度！ 」


「「「飛べないヘタレに用はない！ 」」」」


　ミセス・ダフネの英会話では、相当おかしなことを復ふく唱しようさせてしまっていたらしい。緊きん張ちようのしすぎでろくに覚おぼえていないので定かではないが。


　授業を終えて昼休みになると、カフェテリアから出前を頼たのんだサンドイッチを大あわてで腹に詰つめ込んだ。そして投票用紙の準備と、立ち会い演説会の最終チェックに走った。


「候こう補ほ者の人、全員そろった!?」


「まだうめ組の人とさくら組の人が来てません！」


「じょーだん！」


「探さがします」


　行ゆく方え不明だった候補者は、怖おじ気け付づいて白しら百ゆ合り館と教室棟とうのトイレにたてこもっていたことが判明する。ドア越ごしの説得は困難を極きわめた。


　それでも全員無ぶ事じに生徒が待つひばり堂へと連れていき、演えん壇だんの控ひかえ席に座らせることができて、ようやく一息である。


　雪国は、ステージの袖そでで脱だつ力りよくした。


「……大だい丈じよう夫ぶかなあ、こんなんで……」


「本命不在の選挙戦だったともっぱらの評判ですからね。決め手にかけ、誰だれがなってもおかしくないと」


　さゆねが言った。そのぶん、自信もなくて不安定になりやすいのかもしれない。


　演説のはじまった舞台を、彼女とともにしばし見つめた。


　まばゆいライトを一身に浴あびて、候補者の少女が必死に喋しやべっている。


『──わたくしには、若わか光ひかるの君きみのような行動力もカリスマ性もございません。ですがこの学校を思う気持ちだけは誰にも負けず──』


　でもねえお嬢じようさん、こっちだってそんなもの、カケラも持ち合わせてなかったよと言ってあげたい。


　好こう奇き心しんと下心、そして姉を心配する気持ちだけではじまった入れ替かわり生活だった。


「……ねえ、舞ちゃんは？」


「は？」


「舞ちゃんはさ、ここでなんて言って当選したの？」


　彼女も一応、選挙の洗礼は受けたはずだろう。


　するとさゆねは、雪国の言いたいことがわかったらしい。「そうですね」と目を伏ふせた。


「下げ馬ば評ひようはすでに舞姫さまで鉄てつ板ぱんでしたから。あまり印象的なスピーチというわけではなかったです。ただ一つだけ──」


「なに？」


「地じ震しんがあったのです。スピーチの最中に」


　震しん度ど４レベルの小さな地震だったらしい。それでも多感な年とし頃ごろの女の子たちにとっては、十分に脅きよう威いで、古いひばり堂の中は軽いパニック状態になったのだそうだ。


「舞姫さまは、壇だん上じようのマイクで叫さけびました。だるまさんがころんだと」


　雪国は噴ふき出した。


　効果はてきめん。見事に少女たちは固まって鎮ちん静せい化したそうだ。


「思えばあの行動力が決め手になったのでしょうね」


「舞ちゃんらしいや……」


　地震におびえる少女たち。そこに響く舞姫のタンカ。絵が想像できすぎて怖こわかった。


　聞けば聞くほど、舞姫の適性と、今いる立候補者がかわいそうになるエピソードである。


「僕なら、なんて言ってただろうな」


「雪国さまがですか？」


「うん。あるはずないって、思うんだけどさ」


　時々思うのだ。もっと昔から舞姫と入れ替わっていたらどうなっていたか。もし生徒会の仕事をはじめからやれていたら何をしたか。地じ味みな黒くろ子こに徹てつするはずの心の底から、ふいに希望やプランが湧わきだすことがある。


　もっともっとやれることはあったのではと、地味な黒子以上の感情が。


「おっかしいよね。舞ちゃんなみのカリスマ性もなんにもないのに」


「そうでしょうか──」


「そうだよ」


『わたくしが当選したあかつきには、今期の生徒会がとったソロリティとの融ゆう和わ政策をさらに押しすすめ──』


　あ、と思った。


「ユキグニさま。お聞きになりましたか？　今のは──」


「う、うん──」


　雪国がやったことだ。


　なんだろう。無む性しように照れくさくて、雪国は下を向いた。今さら目頭が熱くなっている自分がおかしかった。


　願って続けてきたことがちゃんと残る。思いが伝わる。それがこんなに嬉うれしいなんて。


（続いていけ、青美女学院中等科生徒会）


　もっともっとこの先も。


　思った以上に自分は、ここの仕事が好きだったようだ。





　候補者七名の演説が終了し、各教室で投票作業に入った。


　クラスの教室に設置されていた投票箱は執しつ行こう部ぶによって回収され、別べつ棟むねの会議室で即そく座ざに開票される手はずになっている。


　自分の投票を終えた生徒たちが、徐じよ々じよに教室を出ていった。


「──はーい。用のない生徒はすぐに帰っちゃってくださーい。明あし日た用のレンタルドレスを選びたい人は、案内の人と一いつ緒しよに体育館へ行くと幸せになれます──」


「雪国さま、雪国さま」


　教室で仕切り続ける雪国に、久我原さゆねがこっそりささやいてくる。


「いつまでも仕切っている場合ではございませんよ。そろそろ一駿河蜜のもとへ行かないと。時間がなくなります」


「あ、うん。わ、わかった」


　十分ですからね、と念をおされ、雪国はあわててきびすを返した。


　頭の中に、十分で爆ばく発はつするタイマー爆ばく弾だんを持たされたような気分である。でも気分自体はそう悪くなかった。


（がんばれ）


（急げ）


（大丈夫）


　自分はたぶん、少しだけでもがんばったのだ。立ち会い演説会で言われたように、若光の君の身代わりというだけではなく、さゆねや他の執行部員たちと一緒に、なにがしかに痕こん跡せきは残せているはずなのだ。


　だからまずは三年の教室階から二年の教室階に降おり、蜜がいるうめ組の教室めがけて真まっ直すぐに──。


（いや、ちょっと待って）


　ここで教室に入ったりしたら、一駿河さんに迷めい惑わくがかかるかな!?


　どうしよう。ぱんぱんに膨ふくれていた勇気袋ぶくろの中身がやや減げん少しよう。やはり何人か間に人を入れて伝でん言ごんを頼むか、さもなきゃ自然に蜜が出てくるのを待つべきか。


　しかし神様はいるようで、ちょうど蜜が教室から出てくるところだった。


「い、一駿河さん！」


　こちらが叫ぶと、蜜がおどろいたように振ふり返る。周まわりの二年生もいっせいに雪国を見る。自分でもびっくりするぐらいの大声になってしまった。


「先せん輩ぱい……」


「あの、ち、ちょっといいかな」


　視線が痛い。視線が痛い。注目、あびまくり。いやでも、一駿河さん自身の反はん応のうはまだわからないぞ。


「その。聞きたいことっていうか、確認したいことがあって」


「確認ですか？」


「えーっと」


　言葉を飲み込んでいる暇ひまはない。とっとと話せ時間がないのだ淡あわ谷や雪国！


「舞ぶ踏とう会の件だけど！」


　ぼっと蜜の顔がん面めんが朱しゆに染まった。


「ぶぶぶ、ぶとぶと、ぶとーかい」


「そう。そのぶぶぶ、ぶとぶと、ぶとーかいの舞踏会」


　自分の顔までつられて赤せき面めんしてくる。


「あの、やっぱり」


「そうそのやっぱり」


「やっぱりやっぱり」


「ぱりぱりぱりぱり」


　会話なのか、これは。


　でも、目をうるませて真しん剣けんにこちらを見上げる蜜は可か愛わいかった。


　胸の中は期待がいっぱいと言った感じで、これはちゃんと言ってもいいような気がするのだ。


「だから──あらためて言うけどさ。明日の舞踏会のパートナーに──」





「若光の君！」





　雪国の勇気は、ふいの悲鳴に吹ふき飛ばされた。


　廊ろう下かの奥から、一人の少女が分け入るように現れる。制服のリボンは、二年生の色。顔色がひどく悪かった。足あし下もとが震ふるえている。「大丈夫」「落ち着いて！」──後から追いかけてきた少女たちが、その子のことを取り囲む。けれど彼女は雪国のことしか見ていなかった。本当に、たった一人の救い主のようにすがっていた。


　見覚えは、あった。ついさっき立ち会い演説会で演えん壇だんの上へ押し上げてきたばかりの会長候補の一人だ。


　何度か言葉に詰つまりながらも、青美女学院の未来について話していたのを覚えている。雪国では思いつかないような視点も沢たく山さんあった。地味で効果は現れにくくても、彼女たちの代で協力すればきっとなにかが変わるような。


「……いまから、立候補を辞じ退たいしても、よろしいですか？」


　周囲がざわめく。「今さらなにを言ってるの須す川がわさん！」「気を確かにしてよ！」──取り巻きが必死に止めにかかる。


　それでも、彼女が見ているのは雪国だけだから。


「……どうして？　せっかくここまで戦ってきたのに」


「だって。私じゃ無理です。自信がありません……！」


　彼女はとうとう泣きだした。


　雪国は、彼女を説得してなぐさめる言葉を必死に考えるしかなかった。


　視線を泳がせる中で、蜜と目があった。そこで一いつ瞬しゆんだけ頭がリセットされたような気がした。


『若光の君』でも『ニセ舞姫』でもない、リアルで素すの少年である『淡谷雪国』に。


「──あの、どうぞ。蜜のことは、気にしないでください。いつでも、大だい丈じよう夫ぶですから」


　だが──彼女もまた、少し酔よいからさめた顔をしていた。遠えん慮りよがちにはにかんで、一歩さがってしまう。


　──たしかにもう、まともに話ができる状じよう況きようなどではなかった。


　頭の中は、いやがおうにも『生徒会長』に戻もどっていってしまう。千人の乙おと女めを束たばねる代表機き関かんのトップとしての頭に。内心で自分のことを大おお馬ば鹿かとののしりながら、涙なみだする候補の少女に顔を向けた。


「とにかく、移動しよう。ここじゃなんだしさ──」





　そして生徒会室に戻ってくると、ちょうど久我原さゆねが立ち上がったところだった。


「遅おそかったですね。首しゆ尾びはいかがでしたか？」


　中央のテーブルには、空からになった三人分の茶があった。新聞部のインタビューが終わったところだったようだ。


「まあ、次があるよ次が」


　一緒になってカップを片づけはじめる。しばし片づけの音だけが室内に響ひびく。


「うーん。お菓か子しが半はん端ぱに余あまっちゃったなあ」


「──お待ちください雪国さま」


「ん？」


「とちったということですか？」


「は、反応遅くない!?」


「遅いもなにもありません。あるはずないと思っていたので死ぬほどびっくりしただけです」


「しょ、しょうがないじゃないか相談受けちゃったんだから」


「最後の十分だったのですよ。これ以上はビタ一いち文もんまかりません。わかっているのですか」


「わかってるって」


　さゆねに嘆なげかれるまでもない。馬鹿で阿あ呆ほうは自分自身だ。


　それでもあそこで泣いている子を放っておけるほど、適当に『生徒会長』をしてきたわけでもないのである。自分でも意外なほどに、投げ出すことができなかった。


　最後まで話を聞いて、向こうの気持ちも少しは落ち着いたようである。そういう意味で後こう悔かいはしていない。


「……まあ、けっきょく馬鹿なんだろってことなんだけどね」


「雪国さま……」


「でもいいよ。なにも一日学校に張り付いてるわけじゃないんだし。夜になったら家に電話でもなんでもするよ。それでいいよね」


　言葉にしたら気が楽になった気がした。ようしと頰ほおをたたいて、残りの仕事を片づけようと腕うでをまくった。





　　　　　＊＊＊





　──蜜へ。


　どうも、元気ですか？


　あたしはたぶん元気。蜜がこうして励はげましてくれるおかげで、なんとかランニングが続いています！　運動全ぜん般ぱんだいっ嫌きらいなあたしにしてみれば奇き跡せきです！　あとは体重計にも奇跡がおきてくれればいいんだけど ……なかなか急にはムズカシイね。とほほ。


　小説の方は、あともうちょっとってとこ。


　書いたらおしまい、告白しなきゃいけないって縛しばりがあるのは、かなりスリリングです。いい展開が思いついてガガッと書いたとたんに恥はずかしくなって足あし踏ぶみしたり。逆に息いき詰づまっても学校であいつの顔みたとたんにやる気になったり。


　ねえ、蜜はどう？


　つらいことも迷まようこともいっぱいあると思うけど。


　今度は蜜の恋こいの話が聞きたいな。 





　明るいビタミンカラーが続いていた便びんせんは、一転して落ち着いたクリーム色に変わっていた。


　不安に迷う心を、便せんの明るさに託たくして鼓こ舞ぶしていた時期を、彼女はようやく乗り越こえたのかもしれない。でもね、少し違ちがいますよ鳥とり子こさん──蜜は心の中でつぶやいた。


　だってこうして心の中で決めたことを、どんなに揺ゆれても続けていられるのは、あなた自身が強いからだ。そこに折れない芯しんができているからだ。蜜の励ましの言葉など、ほんの小さな支ささえにすぎない。


　静かな覚かく悟ごが伝わる便せんを、折おり畳たたんで封ふう筒とうに戻した。


「なにか見てたの？」


「ひゃああっ！」


　ベンチに座すわっていた蜜は、甘えるように背はい後ごからもたれかかってくる少年の重みに悲鳴をあげた。


「やっ、やだやだやだやだ離はなして離して離し……いたっ」


　めちゃくちゃに腕を振り回して、その拍ひよう子しに座っていたベンチに拳こぶしをぶつけて、また別の意味で涙目になった。


「…………ぶつけたよね。いま。おもいっきり」


「関係ありませんっ」


　ここは駅前の一等地である。スクールバスの停てい留りゆう所じよとは反対側の出口にある広場で、蜜以外にも待ち合わせ場所としてベンチを使っている人間は多い。乙女として隙すきを見せること相あい成ならず、断じて浮うわついた態度を見せるわけにはいかないのだ。


「紳しん士しじゃない人は嫌いです！　最低！」


「冗じよう談だんだって。ごめん」


「お、男の方ってみんなそうなんですか？」


「そうって、どんな感じ？」


　蜜は言葉につまってしまう。


　一瞬、頭の中に浮うかんだ言葉は『強ごう引いん』で『まっすぐ』だった。


　こちらの腰こしが引けるぐらいに、好意──たぶんそうなのだろう──を、心臓めがけてぶつけてくる人。


　合がつ宿しゆくの頃ころは、もう少しおだやかだった気がする。いつもふわふわとした優やさしい笑い方が、姉きよう弟だいでそっくりで。でもよくわからない。あの頃は、姉である若光の君のことばかり気にしていて、弟である彼のことなどほとんど眼中になかったのだ。


「とりあえず、お詫わびね」


　いつも必ず渡わたしてくるのは、安っぽいイチゴのキャンディー。


　こちらが戸と惑まどうのも気にしない。まっすぐで無む邪じや気きな軽かる口くちに、まともに顔を見ることができない。そう。蜜の前に立った少年は、悔くやしいぐらいにこちらの心を揺さぶり続ける存在になっているのだ。


「また会えてよかったな」


「こ、来ないと家に来るって言ったの、どこの誰だれですか」


「でも本当に嫌いやだったら来ないと思うんだ。キミはそこまでお人形さんじゃないよね」


　ああ、いやだ。いやだいやだ。こちらの気持ちを見み透すかして、なおためらわずに押してくる姿し勢せいが。


「……今日は、ちゃんと、お話ししようと思ったんです」


「そう。やっと考えてくれた？　パートナーの件」


「やっぱり無理です。踊おどれません」


　心を閉ざすつもりで、目を閉じる。


「そうかな。踊りたいように見えるけど」


　お願い。こじ開けないで。


「もしかして、誰か他に誘さそわれてるの？」


「さそわれて──」


　いると言いたかった。


　でもできなかった。


　選挙直後の二年うめ組。あらためてダンスのパートナーの話が出かけて、こちらが天にものぼるぐらいうれしくても、直後に他の女の子が現れれば、簡単に身をひるがえしてしまうのが『先せん輩ぱい』だ。


（蜜は、かなしかったんですよ）


　思い知った気がする。一いち途ずに思えば思うほど切せつなくなる。本当は行かないでと言いたかった。最後までちゃんと聞きたかった。


　聞きたかったのだ──。


「あ、なんか新しいお店ができてるね」


　一方的に追おい詰つめられすぎて、泣いてすべてをリセットしたくなる寸前で、雪国の方が話題をそらした。高こう架か下したのクレープ屋に、人が並んでいる。ちょっと待ってての一言で、そのまま席を外はずしてくれた。


　今まで気づかなかったわけでもないだろうに、まさに絶ぜつ妙みようのタイミングだった。実は男のふりをした女の人じゃないかと疑いたくなるほどに『わかって』いる。


　おかげで冷静になる余地ができてしまった。


　火ほ照てる一方だった顔を、風がなでていく。少し離れてクレープ屋に並ぶ少年の、端たん正せいで涼すずしげな横顔を見ていると、あらためて切なくなってきた。だって決して嫌きらいなわけではないのだ。はじめの告白らしきものには耳をふさいで、その後もあの手を取らない理由をずっと探さがしてきた。探し続けることに疲つかれきっているぐらいだ。


　自分の気持ちに噓うそをつくなと言うけれど、今こうして心を揺らしているささやきは、蜜に噓をつかせようとしているのだろうか。それとも、ようやく自分の気持ちに向き合わせようとしているのだろうか。いったい誰がそれを決めるのだろう。ねえ──先輩！


「蜜さん──？」


　ふいに響いた呼び声に、蜜はあわてて涙がないかを確かめ、振ふり返った。


「やっぱり。ぜったいこの髪かみ型がたは蜜さんだと思ったの！」


　そこには、少し意外な人がいた。


　青美女学院の二年生、というくくりでは、同級生として面識がある。けれど直接話したことはあまりない少女だった。


　成せい績せき優ゆう秀しゆうな一いつ般ぱん組。来らい期きの生徒会長に、クラス推すい薦せんで立候補しているはずだ。そう──昼休みに『先輩』の前で泣き出したあの子。


「須川さん……どうして……？」


　つぶやく言葉は、少しだけいぶかしげにこわばってしまったかもしれない。しかし彼女は気にしていないようだった。真しん摯しに蜜だけを見つめてくる。


「私、蜜さんには、謝あやまらなきゃいけないと思って。私のせいで、若光の君とお話しできなかったでしょう？」


　図星を、突つかれた感があった。


「あ、あれは……そんな、大変な意味があるものじゃなくて……」


　そう。だからこそあの人は、簡単に蜜との話を切り上げて行ってしまったのではないのか？


「ううん。私、本当に周まわりがぜんぜん見えてなかったの。お教室のみんなに推薦されて出馬はしたけど、その先のことを考えたら怖こわくて怖くてどうしようもなかったの。だってあの若光の君のあとを継つぐかもしれないのよ？　ぜったい無理って。気づいたら辞やめたくてたまらなくなって、とうとうご本人に泣きつくまでして……」


「須川さん……」


「でもね。私が無理だダメだって駄だ々だをこねても、若光の君は全部聞いてくれた。ちゃんと最後まで聞いてくれたの。支し離り滅めつ裂れつになって自分でもなにを言ってるかわからなくなってたのに、そうだね、それは辛つらいね怖いねってうなずいてくれた。ぜんぜん頭ごなしじゃなくて、だからやっと気持ちが落ち着けたの。ただもしかしたら私、蜜さんにも若光の君にもひどいことをしちゃったんじゃないかって……それだけが気になって……」


　すべての話が終わったのは、かなりの時間がたってからだったという。


　部屋の時計の針を見上げた時、ずっと優しげだった若光の君が、痛みをこらえるように唇くちびるをかみしめたこと。彼女はそれが忘れられなかったのだという。


「当選できるかどうかは、明あし日たになってみないとわからない。でも私、もう逃にげない。どんな結果になっても受け止める。だからまずは蜜さんに報告しなきゃと思って。私が見た、若光の君のこと」


　まるでなにかの審しん判ぱんを待つように、彼女は蜜の前に立っていた。学校の廊ろう下かで不安に震ふるえていた姿とは別人のように。いや──変わらず不安はあるのだろう。自分の中の不安を不安と受け止めて、目をそらさない強さを思い出したのだ。他でもない、若光の君の励はげましのおかげで。


「私を、許してくれる？」


「許すも許さないも、ないわ。須川さん……」


　ぼんやりしていたのは自分の方だ。


　誰にでも優しくて。いつもお人好よしで一いつ生しよう懸けん命めいで。その優しさのおこぼれに与あずかって心を揺らして、好きになってしまったのはどこの誰だ。


（蜜──あなたでしょう！）


　振り向いてくれるとはかぎらない。そんな人だというのはわかっていた。そんな人だからこそ好きになった。ああ、どうして忘れていたの一駿河蜜。はじまりの出発点の大事な気持ち──。


「あの、ごめんなさい蜜さん。もしかして誰かご一いつ緒しよしてる人がいたとか？　私ったらまた勝手にしゃべって──」


　うまく次の言葉を選べない蜜を見て、会長候補の少女があわてはじめる。でも違ちがう。ぜんぜん違う。


「違うの、須川さん──」


　蜜は、かろうじてそれだけを言うと、立ち上がった。心臓が強く脈みやく打うっていた。ちょうど『弟さん』が、クレープを二つ買ってこちらを振り向いたところだった。無邪気なふりをして優しい人。蜜を好きだと言ってくれた人。


　でも、あの人の優しさとは違う優しさだ──。


「あなたのこと、好きでした！」


　少年が、一いつ瞬しゆん本気で面食らったように固まった。


「だから今日で終わりにします！　今までありがとう！　さよならです！」


「ち、ちょっと。一駿河さん──！」


　ぶれていた心の輪りん郭かくが、ようやく一つになった気がした。蜜は頭をさげると同時に、目に見える車道めがけて走りだす。


「タクシー！」


「待ってよ一駿河さん！　いきなりなんなんだっていうかこのクレープどうするんだよ──っ！」


　少年の叫さけびを遠く聞きながら、広場と歩道を区切る。車止めをジャンプで乗り越こえる。うまい具合に空車がすべりこんできてくれた。ドアが開くと同時に中へ転がり込む。


「青美女学院へ！」


　息を荒あらげる蜜を、運転手はいぶかしげに思っていたようだが、着ている制服が青美女学院のそれだとわかると納なつ得とくしたようだった。


「おお。なんだい、お嬢じようさん。忘れ物でもしたのかい？」


「そんなもんです」


　大きな大きな忘れ物だ。


　それじゃあ超ちよう特急だと、運転手がアクセルを踏ふみ込む。蜜はあらためて後部座席に座すわりなおし、鳥子の手紙が入ったままの鞄かばんを胸に抱だいた。


（お願い、鳥子さん。力を貸かして）


　まだ先輩はきっと、校内で生徒会の仕事をしているはずだ──。





　スクールバスで二十分かかる道のりも、タクシーに乗ってしまえば十分少々だった。


　蜜は校門の前でおろしてもらうと、そのまま遠く見える校舎めがけて走りだした。


　用のない生徒は下校しているとあって、キャンパスの中はどこも閑かん散さんとしていた。


　先輩は今どこにいるだろう。生徒会室？　それとも票の集計をしている場所？　ドレスの貸し出しをしているのはどこだったろう。


　必死になって走っていると。


「そこで何をしているのですか？」


　固い声こわ音ねに、蜜は釘くぎを刺さされて立ち止まった。


　本館入り口のスロープに、背の高い少女がたたずんでいる。


　生徒会の、会計。現げん役えき執しつ行こう部ぶ員。名前はそう──久我原さゆねだ。


「もう一度、たずねましょうか。あなたはそこでなにをしているのです？　一般の生徒は下校が推すい奨しようされているはずです。あなたが貸し出しのドレスに興きよう味みがあるなら、ここを曲がって体育館にお行きなさい」


　顎あごもとで切りそろえた黒くろ髪かみが、吹ふき抜ぬけていく秋風にさらりと揺ゆれていた。向こうは瞬まばたきもせずこちらを見ている。


　触ふれれば切れる美しい小こ太だ刀ちのような面おも立だちは、蜜たち下級生にとっては強く憧あこがれるか敬遠するかの二極にわかれる。蜜もどちらかと言えば敬遠する方だったろう。


　心の先に生徒会の若光の君を置いてからも、彼女と面と向き合う日はないと思っていた。不思議なほどに。


「ち……ちがいます！　ちがうんです！」


　蜜はあわてて首を振った。


「蜜はあの、先輩を、若光の君を探さがしているんです」


「舞姫さまを──？」


「そうです。今、どちらにいますか？」


　彼女の表情は揺らがない。


「では、新たに質問します。あなたがあの方にどんな用があると？」


「そ、それは──」


「答えられませんか？」


「すごく……今さらなことなんです。もしかしたらもう、蜜が先輩に近づく資格なんてないかもしれません。でも言いたいことが沢たく山さんあるんです。直接会ってお話ししたいことが！」


　今ここで。自分の気持ちを自分の言葉で！


　ああ──やはり駄だ目めだろうか。


　だがそこで蜜が見たものは、切れ長の瞳ひとみを細めて微ほほ笑えむ、久我原さゆねの意外な姿だったのだ。
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「そう。言いたいことは、大変よくわかりました。ならばこれを持っておいきなさい」


　彼女はそう言って、蜜の制服の袖そでに、なにかを取り付けてくれた。よくよく見れば、選せん管かんボランティアの腕わん章しようだった。


「こ、これ──」


「これがあれば、校内に立ち入り禁止の区く域いきはなくなります。今の時間なら、雪国──いえ、舞姫さまは白しら百ゆ合り館かんの会議室にいらっしゃるはずです」


「い、いいんですか？」


「どうでしょうね──」


　さゆねは、元の鉄てつ面めん皮ぴに戻もどって髪かみをかきあげる。


「ルールからは、外はずれるのでしょうが。それでもワタクシとしても、これぐらいの役得があってしかるべしと思うのです。あの方ももう最後なのですから」


　言っている言葉の意味は、正しよう直じきよくわからなかった。けれど、譲ゆずってもらった腕章の価か値ちはよくわかる。蜜は何度も礼を言って頭をさげた。しかし、三度目に頭をさげてまたあげたら、さゆねは綺き麗れいさっぱりいなくなっていた。


「……………………ど、どこ……？」


　不思議な人もいるものである。





　そして蜜は、再び走りはじめた。


　借かり受けた腕章の力を頼たよりに、特別棟とうの白百合館を目め指ざした。


「──え。一駿河、蜜──？」


「すいませんここには関係者しか──」


「急用があるんです！」


　入り口にたまっていた選管ボランティアに、身につけた腕章を見せて素通りした。会議室は一階。すぐそこのはずだ。


　本当に、言いたいことはたくさんあるのだ。今すぐ会いたい。早く会いたい。


「──それじゃ、これ持ってきますね──」


　なぜか今まさに印いん刷さつ室のドアを開けて、視界をふさぐほどの書類を抱かかえて歩きだす若光の君を見つけて止まろうとしたが間に合わない！


「せんぱあ──い！」


「うわあ！」


　五メートルほど行きすぎてしまってから、ようやく踵かかとで急ブレーキ。振ふり返れば想おもい人は、抱えていた書類ごと廊ろう下かに転ころんでいた。


　市いち松まつ模も様ようの大理石の床ゆかいっぱいにコピー用紙が散らばって、まるで海のようだ。


「だ、大だい丈じよう夫ぶですか先せん輩ぱい！」


「……え、え、噓うそ……なんで一駿河さんが？　ちょっと待ってこれ夢？」


　夢じゃない。自分の目が信じられないように目をこすっている先輩に言ってあげたかった。こんな時でも裏うら方かた仕事の大荷物で、何も言わずに縁えんの下したの力持ちを続けていて。ああもう好き。好き。大好き！


「先輩。聞いてください」


　蜜は、書類の海の真ん中にひざまずいて、その手を取った。


「蜜──先輩のことが好きです」


　はっきりと言った。


　驚おどろかれてもかまわなかった。


「弟さんじゃないんです。先輩が好きで、先輩じゃなきゃダメなんです」


　すると『先輩』の両目が、これ以上ない勢いきおいで見開かれた。しかしその驚き方は、蜜が予想していた方向とは、少々ずれた驚き方だった。


　なにしろ蜜よりもっと後ろの、別のなにかを見つけて驚いているのである。


　あおりを受けて振り返れば、蜜もまた凍こおり付くしかなかった。


「──見つけたわよ、蜜」


　コピー用紙が、一枚はらりと揺れて床をすべる。


　佐和子が立っていた。
















　　第５章　終盤戦　ブレイクダウン













　──蜜みつ、先せん輩ぱいのことが好きです。


　それはたぶん、放課後に起きた奇き跡せき。


　雪ゆき国ぐにの前に夢のように現れた女の子は、夢のように信じられないことを言ってこちらを見上げた。


　この夢は、まだ続いているのだろうか。本館の廊ろう下かに、あの『歌うた姫ひめ』さえ登場している。


　こつりこつりと細いヒールが、大理石の床ゆかを刻きざむように近づいてくる。


「──掃そう除じが長引くなんて、お母様に噓うそをついて──どういうこと？　今日は投とう票ひよう日びだっていうじゃないの。いつもより早く帰れることぐらいわかるのよ？」


「ごっ、ごめんなさいお母様。ちゃんと言わなかったのがいけないんです。ほんとは選挙のお手伝いがあって」


「噓おっしゃい！」


　張りのある一いつ喝かつだった。


　気合いの入った髪かみ型がたも、短く磨みがきこまれた固い爪つめも、パン屋で見た時とほぼ変わらず、蜜のことを泣かんばかりの勢いきおいで叱しかりとばしているのだ。


　話がよく見えない。もしかして、彼女が蜜のお母さんなのだろうか。


「ごまかしきれると思っていたの？　蜜。ついさっきも、空そら舟ふね駅の前にいたでしょう。隠かくれて人に会っていたのも知っているのよ」


「それは──」


「レッスンはさぼる。噓をついて不ふ純じゆん異い性せい交こう遊ゆう。ここにいてもいいことなんてないわ。来年と言わず今すぐにでも転校なさい！」


「ぜったい嫌いや！」


　蜜は間かん髪はつ入れず叫さけんだ。


　この小さな体のどこにあるのかという音量で、声せい楽がく家かの母親に負けない勢いでノーと言い返した。


「い、一い駿する河がさん……転校ってほんと……？」


　雪国のつぶやきは、目をうるませて佐さ和わ子こを見つめる蜜には届かない。


　彼女の細い喉のどが、かすかに上下した。


「…………お母様が、何かに焦あせって準備されてたのは知ってる。蜜にはもったいないぐらい良い学校なんだっていうのも想像できた」


「そう。わかってくれているじゃない。それなら──」


「でも嫌なの。もう嫌なの。やっと自分の気持ちに気づいたの。尊敬できる先輩もいるのに、転校なんてしたくない！」


　佐和子は大きくため息をついた。


「……つまり、あなたが言う『尊敬できる先輩』っていうのは、もしかしてそこにいる淡あわ谷や舞まい姫ひめさんなの？」


「そ、そう！　すてきな人なんだから！」


　蜜は、すがるように袖そでをつかんでくる。


　先輩が好き。そう彼女自身が言った言葉を裏付けるように、きゅっと身を寄せてくる。雪国は、呆ぼう然ぜんとしながらそれを受け止めることしかできなかった。


『歌姫』は、そんな二人に向かって言ったのだ。


「でもね、蜜。あなたわかっているの？　そのすてきな先輩の中身は男なのよ？」


　蜜がこちらを見た。


　佐和子に言われた言葉の意味がよくわからず、反射的に雪国の顔を見てしまっただけのようにも思えた。


　だから雪国は、その澄すんだ琥こ珀はく色いろの瞳ひとみを見つめたまま、同じように不思議な顔をしてとぼけてみせるのが適切だったのかもしれない。


「……は、はは。な、何を、言ってるんだろうね……」


　なのに、出てくる声が固い。語ご尾びが今にも消え入りそうだ。


　ごまかさないといけないのに。


　本当に本物の『若わか光ひかるの君きみ』のふりをし続けないといけないのに。


「……え……先輩……？」


　ほら。凝こり固まる雪国を見ているうちに、蜜が気づきはじめるではないか。


「あの、その、じ、冗じよう談だん……なんですよね……？　先輩？」


　佐和子もまた、じっとこちらを見ている。強くこちらを見み据すえている。どんな噓やごまかしも許さないように、きつく強くじっと。


　蜜と佐和子の間に挟はさまれて、このまま一生時が止まればいいと真しん剣けんに思った。


「冗談って言ってくださいよ。先輩」


　ああ、だめだ。


　夢がはがれていく。


　はらはらと。彼女が揺ゆさぶる速度に合わせて。


「先輩」


「………………ごめん……」


　ついに出てきた謝しや罪ざいの言葉。いったい誰だれに向かって謝あやまっているのだろう。どうして勝手に口をついているのだろう。


　つないでいた蜜の手が、ほどけるように床へ落ちていった。何も言わずに身をひるがえして飛び出す背中を、雪国はただ追いかけた。





「待って！」





　中庭にさしかかったところで、ようやく声が出た。蜜がこちらを振り返る。やわらかな長い髪が、一いつ瞬しゆん中空へとひるがえった。背はい後ごにそびえる紀き和わ子こ像と重なって、審しん判ぱんを下す女め神がみのように見えた。


　薄うす曇ぐもりの空。肩かたで息いきをする涙なみだ目めの小さなジャッジメント。


「もう二度と隠し事ごとはしないでって。いったのに」


「黙だまってたのは謝るよ。言う勇気がなかったんだ。だって僕ぼくは……！」


　雪国は、語った。まずは去年の冬に蜜に会ったこと。五月の連休を境さかいに入れ替かわりをはじめたこと。そらご祭さいの騒そう動どうを経へても、学校間の移動は続き、誤解を解とけずに今日この日まで来てしまったこと。必死に、何度かつかえながらも懸けん命めいに。


　すべてはそう。


「君のそばに、いたかったんだ……男じゃなくても、そばにいられるならそれでいいって……ずっと……前から好きだったから……」


「なんですかそれは……とっても素す敵てきな両思いじゃないですか……」


　蜜は、笑いながら泣いていた。


「蜜は、たくさん迷まよっちゃいましたよ。ほんとに全然わからなくて天てん秤びんかけまくっちゃいましたよ。誰に恋こいをしたんだと思いますか？　男の先輩にですか？　女の先輩にですか？　どこにも存在しない架か空くうの先輩にってことですか？」


「それは」


　自分だ、と胸を張っては言えなかった。


　今でも信じられないのだ。蜜が若光の君に惹ひかれ続けていたなんて。『ニセ舞姫』のことが好きだったなんて。


　そんな、最高で最悪の真実。


「もしかしたら一回ぐらい、ぜんぜん別の人にときめいちゃったりしてた可能性もありますよね。あの時とか……そう、あの時とか……」


　胸の内側からこみ上げてくる痛みに耐たえられないように、蜜が顔をおおった。


　自分が泣くことは許されないような気がした。


　触ふれることも、逃にげることもできず、雪国はその場にとどまり続けた。そして、最終的にそんな場の沈ちん黙もくを破やぶったのは、彼女の母親である佐和子だった。


　ＢＭＷとお総そう菜ざいパン。いつでもこの人は冷静に真剣に、こちらのことを観察し続けてきたのだろう。


　うつむいたまま動けなくなっている娘むすめのことを、半なかば強ごう引いんに片かた腕うでに抱だきこむ。我われに返った蜜が、なにかを言おうとしても許さない。


　佐和子は雪国を見つめた。


「あなたは……僕が誰かわかっていたんですか……？」


「偶ぐう然ぜんって怖こわいわね。おもしろいものが見れたとは思うけど、この子の側そばにおけるかどうかは別の話よ。ユキちゃん」


　ああ。本当に。もっともな話ではないか。


　でもあなたは知っているんですか？　もはや叫ぶ権利もないけれど聞きたくなる。彼女が僕のパンをどれだけうれしそうに食べてくれたか。お腹がぺこぺこだったのはどうしてか。


　後ろを向けばよく似にた背格好の二人が、校門の方角へと去っていく。


　──蜜、先輩のことが好きです。


　──蜜、先輩のことが好きです。


　──蜜、先輩のことが好きです。


　握にぎってくれた指のあたたかさを思い返す。まるで宝物に触れるかのようだったこと。こちらを見つめてくれた瞳の愛らしさも。尊敬できる先輩という言葉だって。たった三秒ほどだとしても、すべて噓うそじゃなかったのに。


　どうして──今ここでばれるのか──。


　雪国がその場に座すわり込むのと同時に、「ユキグニ！」と叫ぶ声が聞こえた。


　ショートカットに五中の制服な姉が、部下のさゆねを伴ともなって駆かけ込んでくるところだった。


「ねえ、一駿河蜜は？　どうしたの？　ユキグニに会いにきたんじゃないの？」


「あいに……きてくれたよ」


　心配そうな問いかけに、ひとこと言い返すのが精せい一いつ杯ぱいだった。
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　舞姫から聞かされた真相は、馬ば鹿かにするなとしか言いようのないものだった。


　人じん力りきニュータウンの自宅に戻もどる頃ころには、すっかり日も落ちていた。子供部屋に入るなり、雪国はカツラを脱ぬぎ捨すてる。制服の上着もリボンもスカートも、まとめて丸めてベッドの上へ放り投げた。


「……だからね、ユキグニ。ボクは、ユキグニのためにも一駿河蜜と仲良くしようって決めたんだ。ボクが下地だけでも作っておけば、あとはユキグニでもなんとかなるって思って……」


　なにやら喋しやべっている舞姫の脇わきで、白いブラウスのボタンにも手をかける。


　同じ話は、バスの中でも聞いた。


　なんでも横にいる彼女は、こちらに黙って蜜と接せつ触しよくしていたらしいのだ。


　校内舞ぶ踏とう会で、雪国が希望していた『ニセ舞姫』ではなく『リアル雪国』として踊おどることができるように。ありがたくも女子限定モテキングモードで口く説どき続けていたのだという。


「だって許せなかったんだよ。あんなにがんばってたユキグニがふられるなんて。もう少しだと思ったんだよ。そりゃ、結果は予想と違ちがっちゃったけど……」


　男物の服を取り出し、手早く着き替がえ直す。そこから口を開くかわりに、空あいたカツラを彼女の机の上に置いた。舞姫はもどかしげに着替えはじめる。


　雪国は、そのまま部屋を出た。


　一階の台所まで降おりて、昨き日のう作ったカレーの残りに、火を入れ直した。


「──だからユキグニっ。今からでも遅おそくないから一駿河蜜のとこに行こう！　ほら、中身が男でも女でも、ユキグニはユキグニだもん。ここにいるもん。このままつきあえばいいって、ボクちゃんと説得するから」


　ようやくカツラをかぶってリアル舞姫に戻った舞姫が、ばたばたと顔を出しにくる。


　雪国は、ひたすらかまわず冷蔵庫を開けた。


「ねえ、ユキグニ」


　サラダ用のレタスとキュウリを取り出す。


「なんとか言ってよ」


　ザルに入れて洗う。指先にしんと冷えた流水の感かん触しよく。


「ユキグニってば」


　キュウリはまな板へ。


　レタスは細こまかく千ち切ぎり直す。


　舞姫が足音高く近づいて、そんな流しのザルを奪うばい取った。


　千切れたレタスが、反動でザルからこぼれ落ちる。滴しずくが床ゆかの全面に散る。


　遠くでインターホンが鳴っているようだが、どちらも動かない。動こうとしない。


　舞姫はうるんだ瞳ひとみで雪国を見み据すえ、荒あらい息をついている。


「……………………なにしてんの？」


　雪国は、言った。


　ねえほんとに。


　何してんの姉さん？


「少しは、ボクの話聞いてくれてもいいじゃんかっ。無視しないでよ……！」


　かっと腹の底に燃え上がるものがあった。


　口に出さないのがこちらの譲歩だとなぜわからない!?


　誰も望んじゃいなかったのだ。すべてが余計なおせっかいだった。


「わかったよ。ボクだけでも一駿河蜜のとこ行ってくるから。あっちのお母さんも急すぎるんだよ……！」


　きびすを返して駆け出すその背中に、罵ば声せいを浴あびせることしか思いつかなかった。


　その時だった。





「いい加か減げんになさい！」





　先んじていた舞姫も、それを追っていた雪国も、言葉に頰ほおをはたかれた気がした。


　廊ろう下かの先にある玄げん関かんのドアが、閉めていたはずなのに開いていた。スニーカーが転ころがる薄うす汚よごれた沓くつ脱ぬぎの真ん中で、巻き毛の美少女が仁に王おう立だちしている。


「なんですの。やはりいらっしゃるじゃございませんの。居い留る守すを使うなんて無ぶ粋すいな真ま似ねですわね」


　ひたすらに高こう慢まんな物言いが、ここまで似に合あう人はいないだろう。


「あなたがた、今こんな場所でケンカをしている場合でございまして？」


　少女の名前は蝶ちよう間ま林ばやし典のり子こ。彼女は背はい後ごに髭ひげの紳しん士しを従え、燃えるような瞳をこちらに向けていた。
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　蝶間林典子は考えこんでいた。


　お題は一つ──明あし日たのパーティードレスは赤で行くか。青で行くか。それだけである。


　明日は生徒会主しゆ催さいの校内舞踏会がある。彼女が所属しているローズロワイヤル主催の舞踏会と違い、ホストの重圧は背せ負おう必要もないが（おまけにあちらはとても質しつ素そ倹けん約やくをむねとする信条の持ち主だ）、参加するとなれば生なま半はん可かな格好は許されない。


　蝶間林典子にふさわしいドレスを決めたら、次は靴くつとアクセサリーだ。髪かみ型がたにたどりつくまでには夜があけるかもしれない。


　自宅の巨きよ大だいなウォークインクロゼットから持ち出したドレスをベッドに並べ、ひたすら頭をひねり続けること二時間以上。ようやく最終候こう補ほの二着に絞しぼり込むことができたところだ。


　ほんの少し、苦笑がこぼれた。


（あたくしも、もう少し肩かたの力を抜ぬけばいいのでしょうね）


　踊る特定の相手がいるわけでもなく。ロワイヤルメンバーの妹たちと交流する程度と決めているのに、この力の入れようだ。もはやこれは身に染しみ着いた性しよう分ぶんとしか言いようがないかもしれない。


　蜜──あの子もこんな余計な気き負おいだけは、引き継つがないでいてほしいものだけれど──。


　ベッドの前で頭をひねり続けるのにも疲つかれが出て、メイドにお茶を持ってこさせようと呼よび鈴りんをつまんだところ、逆にドアがノックされた。


「典子さま。お客様がいらしております」


「お客？　そんな約束をした覚おぼえはなくてよ。いったい誰だれなの？」


「一駿河の蜜さまです」


　典子は、首を傾かたむけた。閉まったままのドアの向こうに向かって、「とりあえずこの部屋まで上げて」とだけ言っておく。


　やがて一駿河蜜は、やや皺しわの寄った制服姿のまま現れた。


「蜜、あなた……」


「ごめんなさい、お姉様。いきなり、お邪じや魔まして」


「それはいいのだけど」


　その顔をどうしたのかをまず聞きたい。


　ドアを開けて出で迎むかえた典子を、明らかに泣きはらした目で見上げてくるから絶句してしまった。


「……ここに、来るぐらいしか、外に出るのを許してくれなくて。今も一階で、清きよ野のが待ってるんです」


「いったいどうしたの、蜜」


「ひとりで、考えようと思ったんですけど、もうぐちゃぐちゃになってぜんぜんわかんないんです……！」


　彼女はそう言って、ふたたびこみあげてくる涙なみだをおさえて顔をおおったのだ。





　蜜はこちらに向かってひとしきり話し終えると、出されたココアを一口飲んでため息をついた。


「どう、少しは落ち着いた？」


　相変わらず彼女は銀ぎん盆ぼんの菓か子しやフルーツに手を付けようとはしないが、思いを吐はき出すことで多少は顔色もましになったように思う。典子が「おかわりはいる？」とたずねると、蜜は「まだ大だい丈じよう夫ぶです」と言って首を振ふった。


「……たしかに、驚おどろきの事実ばかりね」


「お姉様はなんとも思わないんですか？　ずっと、お、弟さんが好きだとおっしゃってたのに……」


「そうねえ……」


　典子は、ソファの上で考えてみた。


　雪国と舞姫。あの二人が頻ひん繁ぱんに入れ替かわっていたのだというのだ。


「……薄うす々うす、妙みような気はしておりましたし……あの時あたくしにおっしゃっていた『噓うそつき』の本当の意味がやっとわかって、腑ふに落ちたというか……少なくともあの時の言葉だけは噓じゃなさそうだとわかってほっとしたというか……」


「わかってなかったのは蜜だけってことですか？」


「それもまた違うのよ、蜜」


　絶望的な顔をしてくれるので、急いで訂てい正せいをした。


　可か愛わいい妹を、これ以上傷つけてはいけない。


「あたくしはもう、一つの気持ちとして納なつ得とくのいくお返事をいただいておりますから。決めなければならないのは蜜、あなたのこれからでしょう？　あの方とどうなりたいか」


　蜜が、ぎゅっとココアのカップを握にぎりしめる。必死に厳きびしい顔つきをしているが、頰がみるみる赤くなってくる。


「あなたの話を統合するに、あなたが『先せん輩ぱい』に惹ひかれた時と、『淡谷雪国』が女装して青せい美び女学院に潜せん伏ぷくしていた時期は、ほぼ重なっていると思っていいのではないかしら」


「そう……なのかもしれません」


「それならあなたが惹かれた相手は、外見に関係なく淡谷雪国。それでいいじゃありませんの」


「でも」


「納得ができない？」


　そうだ、とも、違う、とも取れるうなずき方だった。


「……蜜は、弟さんが、好きかもって。思った時期もあるんですよ。もうちょっとで、好きになるかもって……あの時は入れ替わりがリセットされていて、途と中ちゆうでまたお姉さんとも入れ替わっていたって、今ならわかりますけど、あの時は本気でわかりませんでした。いったいどこまで信じればいいんです？　先輩たちの言葉じゃないです。蜜の気持ちをです」


　自分の、心を。


「ちゃんと、一人の人を好きになったって、信じてもいいんですか？　この『好き』は大丈夫なんですかって……考えても、ぜんぜん、答えが出てこなくて……」


　ああ、そうか。蜜の躊ちゆう躇ちよのネックはそこにあるのだろう。


　怖こわいのだ。自分で自分の気持ちを信用できない。あまりに入れ替わりが頻ひん繁ぱんに起きすぎていたおかげで、想おもい人以外にも気持ちを向けていた可能性を否定できない。


　大丈夫と言われても、蜜の中の純じゆん粋すいさが、他でもない自分自身の恋こい心ごころを否定しかかっているのである。


　典子は、はじめて雪国たちのことを恨うらめしいと思ってしまった。


「でも、気持ちは冷さめていないのでしょう？　あの方のことが好きだって」


「そうです。ちゃんと思ってるんですけど……」


　涙が浮うかぶその顔に、典子は一つ提案をしてみた。


「ねえ。それなら蜜。こうしたらどうかしら──」





　──そして今。


　蝶間林典子は淡谷家のリビングルームに通され（入り方こそ少々強ごう引いんな方法に頼たよってしまったが）、すすめられたソファに腰こし掛かけながら、雪国が手ずから急きゆう須すで入れたティーバッグ紅茶に口をつけている。


　部屋には雪国と舞姫の二人だけだった。ご両親は海外赴ふ任にん中で、保護者役のお祖ば母あ様は、離はなれでお仕事中なのだという。


　一いつ緒しよに連れてきた執しつ事じの佐さ伯えきにも茶がすすめられたので、やんわりと断ことわってやる。


　蝶間林家の佐伯は寡か黙もくで優ゆう秀しゆうな使用人だが、一いつ般ぱん庶しよ民みん宅のリビングルームに上げると、奇き妙みような圧あつ迫ぱく感かんがあることにはじめて気がついた。雪国たちが戸と惑まどっているように見えるのもそのせいだろうか。一緒に持ち込ませた荷物が、少々多かったせいもあるかもしれないが。


　しかしもう、上げてしまったのだから仕方がないのだ。


「──そういうわけで、雪国さん。本題に入らせていただきますわ。今日のあたくしは蜜の名みよう代だいで参りましたの」


「一駿河さんの、ですか……」


「まずはひとつ確認をさせていただきます。今のあなたは、素すの雪国さんと思ってよろしくて？　あたくしが好きになった方。そして蜜が想い続けてきた偽いつわりの舞姫さん」


　真しん剣けんなまなざしを向ければ、適当な噓をつくことなどできない。そう──そんな男を愛した覚えはない。


「……そうです。僕です……」


「胡こ蝶ちようの宮みや、ユキグニだけを責せめないで！　これは二人で決めてやったことなんだよ」


「あら。ケンカはもうよろしいの？　お二人とも」


　聞き返すと、舞姫が気まずげに雪国を見た。それを受けた雪国も、ばつが悪そうに下を向く。


　そう。争う気がないなら、それはそれでいいのだ。


「結けつ構こう。今さらあたくしも責める気などございませんの。これは事実を確認しているだけに過ぎませんもの」


　そう。事実は、事実。問題はその次。


　典子は、変わらぬ平常心をもって、次の段階に移った。


「蜜の希望はたった一つでしたわ。まずはこちらをお読みになっていただける？」


　手元のハンドバッグから、一通の封ふう書しよを取り出した。そのままローテーブルの上に置き、雪国たちの方向へと滑すべらせる。


「こちら、お使いください」


　執事の佐伯が気をきかせ、ペーパーナイフを差し出した。ものはシンプルな白い洋封ふう筒とうだ。雪国が慎しん重ちように開けると、便びんせんが一枚出てくる。典子の目の前で、蜜が必死になって書きつづったものだ。


　先せん輩ぱいへ。


　冒ぼう頭とうの三文字に、少年の目が、大きく見開かれるのが見えた。


（さあ、雪国さん）


　あなたはこれを、どう受け止めまして──？





　　　　　＊＊＊





　雪国は、震ふるえをおさえて便せんを読みはじめた。





　先輩へ。


　この呼び名を使うことが正しいかどうか、判断することはまだできません。だけど私が想いを向けて言葉を届けたいと思う相手は、庭園で何度も話してパンやお弁当をわけてもらったあの先輩なんです。だから本当の名前をここで書かない無ぶ礼れいを、なにとぞお許しください。


　まだ、うまく心の整理ができていません。


　私が好きだと思った先輩が、実は男の方で、時には女の方とも入れ替わっていたという事実を、どう受け入れて消化すればいいのでしょうか。


　私は誠せい実じつでありたいと願ってきました。いつもいつも左右に振れて、迷ってばかりいましたが、今度こそ自分にも誰にも噓をつかずに、心から人を好きになりたいと。優やさしくできるようになりたいと。そう真しん摯しに思わせてくれたのは、他でもない先輩、あなたのはずなのに。なのにその気持ちを疑いたくなっている現状が、とても辛つらいのです。


　これはたぶん、私の気持ちにけじめをつけるためのお願いです。


　明日の舞踏会に、ご姉弟そろって出席してください。どちらも 『淡谷舞姫 』として会場にいらしてください。


　一駿河蜜の恋心が本物なら、きっとあなたをこの目で選び出せるはずです。 





「心よりお願い申しあげます。一駿河蜜、拝はい──」


　それは思った以上に丁てい寧ねいで静せい謐ひつな文体で、文中に書かれている通り、一駿河蜜による『お願い』に他ならなかった。


「どうかしら。趣しゆ旨しはわかっていただけて？」


　ソファの向こうの胡蝶の宮が、静かに口火を切る。


「ボクとユキグニ、二人で舞踏会に出るってこと……？」


「条件はこちらで揃そろえさせていただきましたわ」


　すいと、胡蝶の宮の背はい後ごにいた執事さんが前に出る。そうして彼が持ち込んできた、やけに大きな衣い装しようケースのフタが開くと、中からはつややかな青色の布が出てきた。


「どうぞ？　確かめてみてくださる？」


　うながされるまま、雪国と舞姫の二人がかりで布を広げてみれば、それがパーティードレスであることがわかった。上等な布地。しかも、二枚そろってまったく同じ色のデザインだ。


　蛍けい光こう灯とうの明かりに照らされるまま、まるで夏の海のような光こう沢たくを放はなつ。


「ちなみに、同じ靴くつとアクセサリーも二組ございますの」


「なにもそこまで徹てつ底ていしなくても……」


「あの子の心を吹ふっ切きらせるための計プロジ画エクトでしてよ、舞姫さん。半はん端ぱなことはできませんわ」


　胡蝶の宮は、戸と惑まどう舞姫を前にほくそ笑えむような真ま似ねまでしてみせた。


「どっちの味方なんだよ……」とぶつぶつ舞姫はぼやいているが、たぶんそういうことではないのだと思う。


　わざわざ家に乗り込んできて、こちらの目まで覚さましてくれて。


　心震えるとはこのことだ。


　この人ほど、本当の意味で妹思いの人はいないのではないだろうか。


「あ、ありがとう……ございます。胡蝶の宮」


「あたくしがお慕したいしているあなたなら、引き受けてくださると信じておりますわ。蜜の気持ちを裏切らないで」


「はい。がんばります……」


　ローズロワイヤルのトップで。蝶間林家の跡あと取とり娘むすめで。そうして日々積つみ重ねてきたものが、形を変えて今も残っているのかもしれない。きっと簡単には揺ゆるがない土台として、彼女自身の心を支ささえているのだ。


　争っている場合ではないのだろう。


　現実に予期せぬ意い図とで傷つけてしまった人間がいて、それを挽ばん回かいする道があるというなら、全力でしがみつくしかないのだ。


　何をどうがんばればいいかはわからないが、雪国は蜜に対して尽じん力りよくする胡蝶の宮に、何度でも頭を下げたくなって、実際その通りに頭を下げまくろうと思った。


　その時だった。





「「「「──ん？」」」」





　全員がつぶやいてしまいたくなるほどに。


　なんというかこう。


　くさいのだ。


　すんげー部屋がくさいのだ。


「な、なんかくさくない？」「焦こげ臭くさい？」「台所では」「ああ、カレーだよカレー！」「なに、火ぃつけっぱなしだったの？」「カレーを作ってらっしゃったんですの？」「いや単なる昨日の残りカレーなんですけど。夕ゆう飯はん用の」「キノウノノコリカレー」「わかってないよ食べてもらうのが一番なんじゃないの？」「まああたくしもいただいてよろしいの？」「とりあえず火ぃ消して！」「消しました」「佐伯さん早っ」


　なしくずしにそういう感じになって、全員でカレーを囲むことになった。





　今日は本当に、色んなことがありすぎではないでしょうか。


　台所で温あたため続けていたカレーは、かろうじて無ぶ事じだった。


　人数分は確保したものの、台所のダイニングテーブルでは狭せますぎる。少し焦げて苦にがいレベルでとどまったカレーを、さきほどまで話し合っていたリビングのテーブルいっぱいに並べて、みんなで「いただきます」を言った。


「……胡蝶の宮、お口にあいますか？」


「とってもおいしいですわ」


　雪国は怖こわ々ごわたずねるが、向こうは優ゆう雅がなスプーンさばきで微笑んでくれる。どう考えても苦い上に具がなくなりすぎのはずなのだが、彼女をふくめてまずいと言い出す人間はいなかった。


　舞姫も言葉少なにスプーンでルーとライスを混ぜている。ごはんとルーをしっかり混ぜて食べるのが好きなのだ。執しつ事じさんには、またも遠えん慮りよされてしまった。


　特別な人たちとの食事は格別で。


　もしこの場に蜜がいたらなんと言っただろうと、一いつ瞬しゆん、心の中で想像する自分がいた。


「……ユキグニ？　どうかしたの？」


「ん……別に。平気だよ」


　ぐすりと、感かん傷しようとも感動ともつかない変な『泣き』が入ってしまい、雪国はごまかすために咳せき払ばらいをして水を飲んだ。


　手紙の言葉を思い出す。何度もパンを食べてきた一駿河さんは、想像の中でうれしそうにカレーをぱくついていた。





「──あたくしったら。すっかり長なが居いをしてしまいまして」


　そうして舞姫と二人、玄げん関かん先さきの胡蝶の宮と執事さんを見送った。


　運転手付きのマイバッハが、この先の大通りに駐とめてあるらしい。そういえば以前も車しや幅はばがありすぎて、家の前の路地に近づけなかったことを思い出した。


　あの厳げん格かくそうな執事さんが、いま淡谷家のリビングにあるすべての荷物をかついでやってきたのかと思うと、にわかには想像できない光景である。


　その姿が完全に見えなくなってから、体中の息を吐はき出した。


「……はあ。すごいお客だったね……」


「片付けよっか」


　どちらともなくうなずき合い、リビングと台所に残した洗い物を片付けようと歩き出す。


　リビングの電話が鳴ったのは、そんな後片付けの最中だった。


　受話器を手に取ったのは、ちょうど近くにいた舞姫だ。台所で皿さらを洗っていた雪国は、なにげなく耳を澄すますが、舞姫は固まってしまっているようだ。


「どうかしたの？」


　濡ぬれた手を拭ふきながら近づくが、ぐいと袖そでをつかまれ引き寄せられる。


「一駿河、蜜」


　脳のう味み噌そを殴なぐられた気がした。


　袖を離はなすと同時に受話器を引き渡わたされる。受け取っておきながら、どうすればいいんだと叫さけびたかった。


　この先に、彼女がいるのだ。


「……も、もしもし？　お電話、かわりました」


『あの、蜜です』


　ジャスト一駿河蜜！


　じっとしていることができずに半回転すれば、コードに引きずられた本体が電話台からすべり落ちていく。けれどそれがなんの足たしになるというか、気持ちは動転する一方というか。


「か、かけてくれて、ありがとう。び、びびび、びっくりした」


『ごめんなさい。あんまり長くは話せないんです。電話とかも、けっこうチェックが厳きびしくて』


　ひそめた声に、さすがに目がさめた。


　この唐とう変へん木ぼく。蜜が今どんな状じよう況きようにいるか考えろ。


『手紙、読んでくれましたか？』


「よ、読んだよ、一駿河さん」


『勝手なことを書いて、ごめんなさい。でもどうしてもお願いしたいことなんです』


「謝あやまることなんてないよ……ありがたくてしょうがないぐらいなんだ」


　本当に。


　傷つけてしまったこと。それでもなおチャンスをくれたこと。蜜の優しい心が、今の雪国を、かろうじて支えているようなものなのだ。


「特に一駿河さんが僕のこと好きだって書いてくれたくだりは鼻水出るぐらいに感動して……」


『いちいち言わないでください』


　即そく座ざにつっこみが来た。ごめんなさいと謝った。


　けれど、その声自体も、どこかやわらかく響ひびいたのだ。


『先のことはわからないですけど』


　うんうんとうなずく。


『お母様が言っているような転校をするつもりは、今のところないんです。とりあえず──目の前の課題がクリアできたら、あらためて言えることはたくさんあると思います。だから、それはその時に』


　無事クリアさえできれば、問題はないのだと思っていいのだろうか。


「ありがとう。早く会いたいよ一駿河さん」


『……ばか』


　そして、電話は切れてしまった。


　雪国は、受話器を握にぎったまま立ちつくす。最後に耳に残った「ばか」の二文字を何度でもリピートした。


　全世界的に今日はばか記念日にするべきだと思う。ばかを讃たたえばかの可能性を信じ、ばかのすばらしさを世界へと発信するのだ。


　受話器を置いて二階にあがる。子供部屋のドアをあけて真横の壁かべを見れば、胡こ蝶ちようの宮から預あずかったドレスが二着、ハンガーにかかって下がっていた。


　思わず、そのスカート部分に触ふれる。


　あらためてみれば本当に同じ形で、裾すその刺し繡しゆうの縫ぬい取り一つも差が見あたらない。


「大だい丈じよう夫ぶだよ、ユキグニ」


　舞姫が、下での皿洗いを終えて上がってきたようだった。


「心配しなくても、うまくいくよ」


　それもいつものノリに任まかせた放言だろうと、思いこむことはできそうになかった。


　この泣き出しそうな顔を見ればいい。舞姫も自分も、たぶん同じように不安で、明あし日たの希望を信じたくて。そしてそんな思いを誰だれかと共有したくてたまらないのだ。


「うん。そうだよね」


　雪国は言って、うつむく半身の肩かたを軽く抱だき寄よせた。


「ごめんね、ユキグニ」


「もういいから」


「ほんとにごめんね」


「舞ちゃんてば」


　窓の向こうは、綺き麗れいな細い月と星。


　その頃ころには、離れの仕事場から出てきた祖母が、リビングの電話を使いはじめる。「おお、おめでとうね鳥とりちゃん。ついに完成したかい！　いよいよだねえ！」──愛まな弟で子しに向かって声を弾はずませているのが聞こえてくる。
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「そういうわけで。落ち込んでないで最後の企たくらみなんだよ皆みなの衆」


　カレーで解散してから一夜明け。


　舞姫はＳＥＣの部室の真ん中で仁に王おう立だちし、お座ざ敷しきに居並ぶ面々を見み渡わたした。


　──芝しば目め。


　──豆まめ坂さか。


　──大だい道どう寺じ。


　わかるかね、諸君。たとえ派は手でにけつまずいて転ころんでも、金をつかんで立ち上がれば収支はプラス。しかしながら頼たのみの綱つなである少年たちは、まだ知らされた情報のショックから立ち直れていないようだ。


「聞いてる？」


「……いや。なんというか。よくもまあタイミング悪くボコボコといろんなことが起きたものだな！」


「淡谷オトート、三秒でバレて破局かよ！」


「史上最短の両思いであるな！」


　舞姫は、手元にあったうまい棒ぼうなっとう味をチョーク投げの勢いきおいで投げつけた。ぱしぱしぱし！


「まだ決まったわけじゃないし！」


　そう。まだなにもかも決まったわけではない。


　上うわ履ばきを放り出して座敷にあがりこむ。


　たしかに芝目たちが言う通り、かなり困こまった事じ態たいになってしまってはいるが。それでも今夜の校内舞ぶ踏とう会かいで、一駿河蜜が弟と自分を見分けて選ぶことができれば、チャンスは大きく残っているはずなのだ。まずはこれを成功させないと未来はない。


「……まったく、たまんないよ。ユキグニ、すんごい怒おこってるはずなのにずっとがまんしてるし。これなら石油が出るまで中ちゆう東とう行って帰ってくるなって言われた方がまだましだよ！」


「それはもう手出しするなと暗に言われているとか……？」


「テル・ア・ビ──ブ（イスラエル最大の都市）！」


　よほどすごい顔で言い返したらしく、芝目その他は胸の前で十字を切ったあとメッカの方向に向かって礼れい拝はいをはじめた。


　本当に。いたたまれないとはこのことだ。


「テルアビブ……サヌア、アブダビ、ダマスクス……」


「兄あに貴き、兄貴、日本に戻もどるっす」


「だったら協力してよー！」


「わかったわかった。俺おれたちとてこれで終われるとは思っておらんぞ」


　芝目が、そう言ってくれた。


「ほんと？　ほんとに？」


「たしかに目め覚ざめ悪いのは、オレだって嫌いやっすよ」


「お、俺も」


　大道寺に豆坂も。次々にあがる声に、舞姫は少し泣きそうになった。


　そのままおずおずと、芝目や大道寺たちの手を取る。順々に重ねて、ちゃぶ台を中心に円えん陣じんを組ませてみる。ガンダムホルスタインが、できあがった円陣を見守っている。


「ようは乗りかかった舟をこぎきる責任があるというわけだ。泣かしたままでは立たつ瀬せがない」


「そういうことっすね」


　ああ──ここにいて良かったと思った。


「だからとにかく！」


「あらためて」


「決めるぞ」


　今度こそＳＥＣ。


　幸せになるべき人を幸せにするために。


「「「「おう！」」」」


　そして暗あん躍やくが開始される。
















　　第６章　最終決戦　絶対に負けられない戦い













　遅おそいなあ、舞まいちゃん。


　雪ゆき国ぐにはニセ舞まい姫ひめに化ばけたまま、人じん力りきニュータウンの自宅で姉の帰宅を待っていた。


　今日はとうとう、校内舞ぶ踏とう会かいの当日だ。


　この日は学院のどの学年も授業がなく、一いつ般ぱんの生徒は夕方からの舞踏会に出席するだけで良いとされていた。唯ゆい一いつ、生徒会の執しつ行こう部ぶだけはいつも通りに登校して、片づけきれなかった裏うら方かた仕事を続ける人間もいたが、そんな彼女たちも鞄かばんの中には本番用の着き替がえやメイクセットを忍しのばせているはずだ。


　特別な日。特別な一日。


　リビングのテレビをつけ、天気予報をチェックする。午後四時以い降こうは完全な晴天になるらしい。風向きがやや西に強めに出ているのが玉に瑕きずだろうか。


　雪国も向こうで気になる仕事がないわけでもないが、まずは姉の帰りを待たなければならない。ひたすらじりじりしながらリビングのソファに転ころがって、次のアクションに備そなえていると。


「ただいま──」


　きた！


　飛び起きて玄げん関かんに向かえば、ニセ雪国な舞姫が、靴くつを脱ぬいでいるところだった。


「ごめん。遅くなった」


「とりあえず上いこう」


「うん。着替えよっか」


　お互たがいに顔を見合わせる。くだけた笑いはそこにない。きっとこれが最後の『変身』になると、どうしたってわかっていた。


　子供部屋の右と左にわかれ、舞姫が学制服を脱いでいく。雪国もカツラを取ってスカートのホックを外はずす。しゅるりしゅるりと衣きぬ擦ずれの音。この部屋で何度も見てきた変身リセットの光景だが、ここから大きく分ぶん岐きをはじめる。


　壁かべにかけてあったマリンブルーのパーティードレスを同時に手に取り、それぞれ身につける。さらに舞姫は予備のカツラをねじこみ、雪国もまた取っていたカツラをセットし直す。


「淡あわ谷や雪国」


「淡谷舞姫」


「変身」


「完かん了りよう」


　そうして二段ベッドを越こえて顔を見合わせれば、我われながら絶句してしまう。髪かみ。顔。衣い装しよう。すべて。完全に鏡を見るように同じ自分を見ることになるのだ。





　　　　　＊＊＊





　夕方五時を過ぎる頃ころから、青せい美び女学院へ続く雑ぞう木き林ばやしの私道を、見み慣なれぬ高級車が走りはじめる。


　ベンツにフェラーリ。ＢＭＷにロールスロイス。


　普ふ段だんは自宅からの送そう迎げいが禁止されている学院ではあるが、舞踏会の夜は父ふ兄けいのエスコートを得て学院に直接乗り付けることも許されているのだ。


　正門から中庭にかけては臨りん時じの車寄せになり、美しく着き飾かざった少女たちが、今夜かぎりの貴き婦ふ人じんの面おももちで顔をのぞかせる。華はなやかなパーティー会場になるグラウンドは、すでに準備の方も万ばん端たんだ。何台もの大型ライトが中央のダンスエリアを照らしだし、カラフルな料理やお菓か子しを並べたテントが、外周のフードエリアで開かい催さいの時を待つ。朝ちよう礼れい台だい周辺のオーケストラピットも、音あわせに余念がない。


　そして今、中庭にまた新しい車が到とう着ちやくしたところだった。


「──ほら、気をつけて」


「ボクの裾すそ踏ふまないでよ──」


　後部座席から、明るいブルーのドレスを着た『少女』が二人、慣れないヒール付きの靴に苦く慮りよしながら降おり立ってくる。それは蝶ちよう間ま林ばやし家の計はからいで手配してもらった運転手付きの車で、到着したと同時に、当の胡こ蝶ちようの宮みやが近づいてきた。


「……ある程度、覚かく悟ごと想像はしておりましたが……」


　本日の彼女は、鮮あざやかな薔ば薇ら色いろのドレスに身を包んでいた。


　豊ゆたかという言葉がぴったりくる曲線美は、夕ゆう闇やみに浮うかび上がる外がい灯とうの明かりにひときわ映はえて輝かがやかんばかりだ。しかしその顔は、不思議なほどに渋じゆう面めんを作ってしまっている。


「本当に同じお顔になるんですのね……」


「あは。そう見えますか？」


　雪国は、へらりと笑う。


「これでも当人たちには見分けがついちゃうんですけどねえ」


「ね、ユキグニ」


「それはそうでしょう。でも他人が見てすぐに見分けろと言われても無理ですわ」


　胡蝶の宮は笑わない。ただひたすら、ニセ舞姫な雪国と、その隣となりに並ぶリアル舞姫との違ちがいを見み出いだそうと必死なようだ。


　眉み間けんに皺しわを寄せ、長く長くこちらを見つめていたが、やがてあきらめたように目をそらした。


「自分で同じ靴やドレスをあてがっておきながら言うのもなんですけど……いくらなんでもハードルを上げすぎたかしら……」


「ちょっとちょっと胡蝶の宮！」


「雪国さま！」


　久く我が原はらさゆねが、本館の校舎から駆かけだしてくるところだった。雪国は、その姿すがたを視界に入れるなりぎょっとしてしまう。なにせ彼女ときたら、目を奪うばわれるほどスリットのきわどい黒のチャイナドレスを着ていたのだ。上から88・58・88は伊だ達てではございませんと言わんばかりに。


　さゆねはさゆねで、同じ顔が二人並ぶ光景に、一いつ瞬しゆん戸と惑まどうように足を止めた。


「ええっと、電話で話したと思うけど、こっちが雪国ね」


「はい。お忙いそがしいところ申し訳わけございません雪国さま。至し急きゆう本部の方にいらしていただけませんか」


「どうかしたの？」


　舞姫がたずねる。


「はい。演えん奏そう担当のオーケストラ部員が三名、食中毒で病欠を」


「しょくちゅっ」


　青ざめるしかない。この手のイベント関係に、食中毒の三文字は厳げん禁きんの御ご法はつ度とだ。


「いえ。ご安心ください。中毒に関してはこちらに来る前に食べたスタンド売りのクレープが原因だったそうなのですが」


「よかった……いやいいわけじゃないんだけど……」


「だよねだよね」


　舞姫も雪国と同じように胸をなでおろしたくなっているようだ。


「問題は、病欠した三人の穴あな埋うめです。バイオリン二名にコントラバス一人。一年とＯＧに声をかけて補ほ充じゆうはききそうなのですが、衣装が──」


　彼女たちは全員、演奏の際は黒の燕えん尾び服ふくで男装している。自前の衣装を仕立てるのはオケ部の伝統らしい。


「……あ、コンバスの子ってもしかしてあのふっくらむっちりの子？」


「そうです、雪国さま」


「ごめんボク舞姫」


「──舞姫さま。つまり彼女の衣装をそのまま代役の衣装にあてがうには、ふくよかすぎてサイズが違いすぎるのです。ですからワタクシ、校内に燕尾服の予備があるか考えたのですが」


「リバーフェスタの劇の衣装！」


「それです舞姫さま」


「ごめん僕ぼく雪国」


「雪国さま！」


　さゆねもだんだんわからなくなってきているようだ。


「ああ、でもあれならたしかに校内にあるよ。ありましたよね胡蝶の宮」


「え、ええ。でも、どこにしまってしまったか……」


「探さがします。心当たりがないわけじゃないですし」


　──リン──ゴン──。


　会話に混じって、時計台の鐘かねが一回鳴った。五時半の合図だった。


「ちなみに、雪国さま。あと十五分でオープニングセレモニーのスピーチも待ち受けております」


「うわ。か、勘かん弁べんしてよ！」


　さゆねの眉間の皺の意味が、やっとわかった気がした。押せ押せのドン詰づまりではないか。


「……え、ええと。落ち着こう僕。まず慌あわてず騒さわがず倉そう庫こにもぐって衣装を探し、引き続いて代役の子に着てもらって、そこから走ってグラウンドに行って朝礼台に乗って──」


　喋しやべりながらも、雪国は自然と一人の人間のことを目で追っていた。


　さゆねも、胡蝶の宮も同じようだ。同じように舞姫のことを見ている。


「な、なに？　ボクがなに？　なにかな？」


「そうですわ……適任がここにいらっしゃるじゃありませんの」


「え？　え？」


　舞姫は、戸惑うようにあたりを見回す。けれど弟も側そつ近きんもライバルのローズロワイヤルトップも、そろって自分を見つめてくるので訳が分からないようだ。


「舞ちゃん。スピーチとかやってくれない？」


「えええーっ」


「お願いいたします。時間がないのです」


　舞姫の右足が、半歩後ろにずれた。


「い、いやでも、いきなりそんなこと言われてもさ……心の準備とかいろいろと……」


「何をぐだぐだ迷まよってらっしゃいますの！　本来なら会長職はあなたが全まつとうすべき職しよく務むでしょう」


「うあっ」


　胡蝶の宮にまでザックリ正論で責せめ立てられ、舞姫は心臓をおさえた。


「舞ちゃん」


「舞姫さま」


「舞姫さん」


「あーもー！　わかったよやるよ！　やればいいんでしょ！」


「本当!?　舞ちゃん！」


「とりあえず、スピーチの方はボクがかわりにやっつけるから。ユキグニは落ち着いて衣装の方、探してあげてよ」


　舞姫は、ふんっとばかりに大きく顔を上げ、雪国の顔を見返した。


「舞ちゃん……ありがとう……」


「久我原、サポートしてよね！」


「かしこまりました」


「せっかく二人も『若わか光ひかるの君きみ』がいるんだもんね。まずは二倍働いちゃおう」


　舞姫の言う通りだった。本当ならここにいる彼女こそが、この学院の生徒会長なのだ。任まかせる相手に不足があるはずがない。


「──じゃあ、お願いね舞ちゃん」


「後で会おう。それで一い駿する河がさんに見つけてもらおう」


「うっ」


　今度は雪国。急に蜜みつの名前を出されてどきりとした。


「蜜なら今、グラウンドにおりますわ」


　胡蝶の宮が言った。


「ワタクシもさきほど拝見いたしました。桃もも色いろのお召めし物ものでしたね」


　こちらはさゆね。彼女の見立てによると、すでに蜜は、会場のダンスエリアで待たい機きしているらしい。


「少し……緊きん張ちようしているように見受けられました」


「そ、そうなの？　大だい丈じよう夫ぶかな」


「それでも問題なし！　セーフティーネットがついてるし！」


　セーフティーネット？


　行こう！　舞姫が勢いきおいよく拳こぶしを突つき出し、校舎の向こうのグラウンドめがけて走り出す。


　雪国たちもまた、目の前の問題を片づけるため、あるいは親しい人への義理を果たしに行くため、それぞれの方角に散り散りとなっていった。





　　　　　＊＊＊





　──一いつ睡すいもできなかったなんて、ぜったいに言えない。


　一駿河蜜は、ドレスアップをしても隠かくしきれない目の充じゆう血けつを、どうにかできないか必死に考えた。


　真まっ赤かな目。はれぼったい瞼まぶた。力の入らない手足。せっかくの衣装が台無しだ。


（ばか。蜜のばか。どうしてこんな大事な日にかぎって眠ねむれなかったの！）


　音をたててコンパクトをとじる。


　緊張しすぎて徹てつ夜やだなんて、コンサートの当日でもしたことがない失敗だ。


　グラウンド内は、すでに校内舞ぶ踏とう会の開かい幕まくを待って、大勢の少女たちがさんざめいている。少女たちのペアに混じって、燕尾服の紳しん士しのエスコートが混じっているのは、今日が特別な夜だからだ。


『えー、マイクのテスト中。テスト中。問題なし。問題なし』


　心臓が飛び出そうになる。


　ざわめきの間を縫ぬって、前方のステージからマイクのスイッチが入る甲かん高だかい音がした。


　大慌てで振ふり返れば、壇だん上じようの真ん中に『先せん輩ぱい』の姿が！


「舞姫さまよ！」


「若光の君だわ！」


　野や外がい照明の色が変わる。スポットライトに照らされて、華はなやかなマリンブルーのドレスを身につけた第一一八代生徒会長、淡谷『若光の君』が静かに一礼するところだった。


『どうも、みなさまこんばんは。一一八期の生徒会代表、淡谷舞姫です』


　あちこちで拍はく手しゆがあがった。


『こうやって高いところから、綺き麗れいな皆みなさんを眺ながめられるのは大変気分がいいです。今日は皆さんに楽しんでいただくため、そして新しい生徒会代表をお披ひ露ろ目めするためのイベントですので、そのつもりでよろしくお願いします。まずはここでご紹しよう介かいさせてください。一年前のボクもここからはじまりました。第一一九期生徒会代表、須す川がわ──』


　なめらかに語り続けていたはずのスピーチが、ふいに止まった。


　いったいどうしたのだろう。なにかの事故とか？　皆みんなで心配になるが、向こうは後ろを振り向いて。


『ごめん。須川なにさんだったっけ？』


　全員がその場で脱だつ力りよくしそうになった。


　──須川梓あずさです須川梓。


　──あ、そう？　ありがとう久我原。須川さんね。


　──いいから進行を。


　ごにょごにょとしたやりとりが続き、再びマイクにスイッチが入る。


『──というわけで、おめでとうございます須川梓新会長！』


　なにごともなかったように当選したばかりの須川さんをステージ上に招まねき寄せていた。


　申し訳わけなさそうな困こん惑わく顔でステージに現れる須川梓を、若光の君は壇上でぎゅっと引き寄せ、手をつなぎながら微ほほ笑えんでみせる。


『彼女の代で、この学院はまた一つ大きくなれると信じています。どうぞ応おう援えんをよろしくお願いします。あとは全部無ぶ礼れい講こう。好きなだけ楽しんでやってください！』


　若光の君が、マイクを持つ左手を振り上げる。オーケストラピットの指し揮き者が指揮棒ぼうを振り下ろす。


　生徒会主しゆ催さい、選挙慰い労ろう納のう会かい。華はなやかな大円えん舞ぶ曲きよくのはじまりだった。


　ダンスエリアにいたおかげで、周まわりのペアはここぞとばかりに踊おどりはじめる。蜜は邪じや魔まになってはいけないと、ひとり端はしの方へと歩き出すが、気持ちは混乱したままだった。


（えっと……あれは……先輩、で、いいのかしら？）


　いいような悪いような。


　手て短みじかにまとめることを目標にしたような、コンパクトで歯切れの良いスピーチ。そのくせ新しく当選した新会長の名前を間ま違ちがえたり、肝かん心じんなところで抜ぬけているところは『先輩』っぽいなと思うが、あそこまでつきあっておいて須川さんの名前を間違えるものだろうかと思うと自信もなくなってくる。（そう、受かったのはあの時の彼女なのだ！）


　しっかりして。思い出して。


　あの人の顔。声。仕草。ふれあってきた思い出を一つ一つ掘ほり出しながら、何度も呼吸をくりかえす。


　開幕のスピーチが終わってしまえば、生徒会長の仕事は一時中断になる。ステージから降おりたあの人は、お姉さんであるリアル舞姫と一いつ緒しよに人混ごみに混じって、蜜に見つけてもらうのを待っているはずだ。


　受話器越ごしの声を思い出すたび、蜜の心は叫さけびだしたいような気分になるのだ。


　早く会いたいよとも、言ってもらった──。


「うっ、うきゃあああーっ」


　とうとう勝手に声が出てしまう。ああもう、恥はずかしくてしょうがない。


　顔が熱くなるほど恥ずかしくて嬉うれしくて怖こわくて緊張して。


　だから蜜は、怖さと愛いとしさの前に立ちすくむ。少しぐらいの寝ね不ぶ足そくに負けない自分であってと願い続ける。本当に好きなら、この気持ちが本物なら、絶対に先輩とお姉さんを間違えることなどないのだと──。


（お願い）


　どうか震ふるえも頭痛も、早く止まって。おさまって。


「お水をください！」


　フードエリアのドリンクコーナーに近づいて、テント内のウエイターに水を頼たのんだ。グラスに入った飲料水を受け取り、備え付けのペーパーナプキンでグラスの水すい滴てきを拭き取ろうとしたら、妙みような紙も一緒に挟はさまっていた。


　なんだろう。メモ用紙？


『スピーチは兄あに貴き 』


　ぎょっとしながら振り返るが、カウンターで水を渡わたしたウエイターはいなくなっていた。さらに蜜の頭の上から、はらりと紙が一枚降ふってくる。


『弟は花が好き 』


　今度こそと思って首を上げるが、あるのは木こ陰かげの枝えだばかりでなにもない。


　どこ？　いったいどこから来るのだ、この天の声！
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　一方、『セーフティーネット』は、すでに青せい美び女学院のすみずみに配置されていた。


「……どうも表情が硬かたいな、一駿河嬢じようは」


　芝しば目め夏なつ彦ひこは、グラウンド脇わきのフードコーナーで、黙もく々もくと使用済ずみの皿さらを拭ふき続けている。


　ある時はドリンクエリアのバーテンダー。ある時はフードコーナーの皿洗い。またある時はゴミ拾ひろいの清せい掃そう員いんと、紛まぎれこんでいることを怪あやしまれる前に場所を移って、転々と監かん視しを続けているのだ。


　さらに芝目の横には、同じく外がい注ちゆうスタッフのふりをして潜もぐりこんでいる着ぐるみネズミ [image: ] 大だい道どう寺じがいる。


「右手と右足、一緒に出ちまってるっすよ」


「歩行も困こん難なんなのではないか？」


「あ、こけた」


　まるで黎れい明めい期きの二足歩行ロボットだ。


　とても緊張してしまっていることだけはよくわかる。


　着ているピンクのドレスもそのままに、ショーケースの中にしまっておきたくなる繊せん細さいな面おも立だちの美少女は、顔を真っ赤にしながら立ち上がっている。こうして遠目に見ているだけでも青くなったり赤くなったり叫びだしたり、淡谷雪国のために何度も心を揺ゆらしているのがよくわかるのだ。


「──ねえ、あなたたち、どこの業者の方？　ずいぶんお若いようだけど──」


「あ、あっちの方であります。ぜんぜん問題ありませんまったく大丈夫です！」


「そうですひーほー！」


　いきなり声をかけられたマダムには適当な返事をし、素す早ばやく退散。芝目は大道寺とそろって近くの茂しげみに隠かくれ直す。再び顔だけ出して一駿河蜜を探さがすが、相変わらず彼女の顔色は優すぐれなかった。


　まったく、切せつなくなってくるではないか。


　たった一人で不安や緊張に揺れ続けて。誰だれか早くなんとかしてやれよという気持ちでいっぱいになった。


「やっぱり、一人じゃわかんないんすかね……」


「大道寺構成員。もう一度ヒントをあげるのだ」


「ラジャー」


　大道寺は、着ぐるみの頭を自分で叩たたくと、ひーほーひーほーと走り出す。


　蜜の隣となりに近づいていく。


「ひーほーひーほーひーほー」


　さあさあフロイライン、一人で悩なやむな。我われらに頼たよれ。君には我々がついている。


　そのまま芝目の指示のもと、双ふた子ごのヒントをメモに残して立ち去っていく大道寺。蜜は、見つけたメモに気づいておどろいて──いきなり後ろからカポエイラの回し蹴げりだああああ！


　着ぐるみな大道寺が、ほぼ真横にすっ飛んでいった。


「ノー！　首はだめ！　首はもろ連れん結けつ部分だから弱いの！」


「しりません！　これ以上蹴られたくなかったら余計なことはしないでください！」


　芝目は、あわてて二人のもとに駆かけつけた。


「違ちがう、誤解だ、一駿河嬢。これは君が受け取っていい相応のハンデなのだ」


「そーっすよ。こうでもしないと誰も見分けなんてつかないっすよ！」


　いきなり全力で蹴り飛ばされた大道寺は、衝しよう撃げきでもげかけたネズミの首をねじこみながら言い返す。


　だが、蜜はきかなかった。


「ハンデ？　ハンデってなんですか？　助けてもらって恋こいをするんですか？　蜜は好きな人の名前を間違えずに呼びたいだけです。そんなことも一人でできないで──」


　くっとのどの奥をつまらせる音。


「どうやってこのさき恋れん愛あいすればいいんですかあ！」


　夕ゆう立だちのような感情の嵐あらしは、少年たちの言葉を打ち消して、遠く遠くへと押し流す。


　蜜が涙なみだを拭ぬぐって走り出す。雑ざつ踏とうと音楽の奥へと消えていく。


　たぶん、わかっていなかったのはこちらなのだ。彼女がどれだけの誇ほこりと覚かく悟ごをもってこの問題に向き合っていたか。


　何人ものお嬢じようさんの味方のふりをして。恋の応援団などとうそぶいて。一番押してはいけないスイッチを、自分はここ一番で押してしまったのかもしれない。


「大道寺構成員──豆まめ坂さか構成員に連れん絡らくだ。兄貴をダンスエリアから引っ張ぱり出せ。一駿河嬢と会わせるな」


　頼む。間に合え。


　今の彼女に正常な判断など無理だ！
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「あったあ！」


　雪国は歓かん声せいをあげた。


　開かい封ふう済みの段ボールの山にうずもれ、頭の端に蜘く蛛もの巣すをつけながらも、やっと目的の燕えん尾び服ふくを見つけた感動ときたら。


「……はは……勘かん弁べんしてよもう……社会科準備室なんて誰も思い出さないよ……」


「でも、見つかって良かったです」


　少々疲つかれた笑顔でうなずいたのは、ここまで一緒になって探してくれた代役の少女だった。


　夏の終わりに他の小道具と一緒にしまったきりだったが、とりあえず半日ごまかす程度は問題ないだろう。


「とりあえず、早くこれ着て。もうはじまっちゃってるだろうし」


「はい。急ぎます！」


　衣装を抱かかえて、段ボールの間を縫ぬうように走り出ていく。低音の要かなめが一台抜けたままのオケだが、これでなんとか盛もり返せるはずだ。


　雪国もまた、やっと肩かたの荷にが降りたとばかりに、首を回しながら廊ろう下かへ出る。


　今は何時頃ごろだろう。


　当たり前のように人ひと気けのない校舎内だが、窓から表をのぞけば、グラウンドの様子は見てとれた。外がい灯とうと、新しく設置した野外用の照明に、色とりどりのドレスの輪が浮うき上がって見える。自然、口の端はしに笑みがこぼれた。執しつ行こう部ぶの仲間と青写真を作って実現させたプランが、現実のものとなって展開されているとなると感動はひとしおだ。予算はいろいろと厳きびしかったが、フードエリアの肉の質を落としてでも、照明の数を増ふやして正解だったと再確認。


　響ひびくワルツの調べも、踊おどりの夜の雰ふん囲い気きを盛り上げる。


（あ、胡こ蝶ちようの宮だ）


　彼女はダンスエリアの真ん中で、ロワイヤルメンバーの妹と踊っていた。男性パートもなかなかどうしてお上じよう手ずだ。


　さゆねも意外なことに、一年生の女の子と踊っていた。いかにも無理矢理引っ張り出されたように笑顔のかけらもないが、踊っている子の方は満足げである。若光の君の陰かげに隠れがちだが、彼女にも隠れファンが多いというのは本当だったようだ。


　蜜は──あの中のどのあたりにいるだろう。


　雪国は、しばし目で追ってから、実際に行った方が早いと、小走りに一階へと駆けだした。期待に胸ふくらませながら。
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　スピーチを終えた舞姫は、グラウンドの外周をぶらついていた。


　生徒会長として、ＯＧのお偉えら方がたに挨あい拶さつをしがてら、フードエリアを冷やかして、ローストビーフの味が落ちていることにびっくりしたり（どんな困難があろうとこれだけはおいしいものを用意するのが常道ではないのか、弟よ！）、踊ってくださいとお願いしてくる後こう輩はいたちを、営業用の笑顔であしらったり。


　ワルツにマズルカ、にぎやかなポルカにいたるまで。中央のダンスエリアにかかる音楽は途と切ぎれることなく、聴きいているだけでも飽あきはしない。


（風、ちょっと強いかな）


　はじまりより少し強くなっているらしく、舞姫の足あし下もとを紙かみ屑くずが、小さな円を描えがきながら飛んでいった。


「──若光の君。ほんとにほんとにだめなんですか？」


「んー、今はちょっとね」


「そんなあ」


　こうしてダンスの申し込みをし、そのまま残念ですと去っていく少女を、もう何人数えただろう。


「わかりました。ご無理を言って申し訳わけありません……」


「──いや、やっぱり踊っちゃおうかな。一曲だけつきあって」


「いいんですか!?」


　名前もよく知らない少女だったが、断ことわらなくてもいいような気がしたのだ。


「もう最後だしね」


「あ、ありがとうございます！　最高です感激です！」


　蜜のことは、ＳＥＣが見ていてくれるはず。それなら不自然に突つっ立っているよりは、参加した方がプラスになるだろう。恐きよう縮しゆくして固まる少女の顔をあらためて見つめ、にっこり笑ってダンスエリアへと移動する。


「本当に、本当に良い生徒会だったと思います。若光の君がいて、執行部が陰かげながら支ささえて」


「そう。それはどうもね」


「憧あこがれだったんです」


　男役のリードを当然のように引き受けながら、それがそれほど負ふ担たんになっていない自分に驚おどろいてしまう。


　途と中ちゆうで消えてしまったのは自分なのに。


　昔は一方的に寄せられる好意や熱意に、こちらの気持ちが負けてしまっていた。嫌いやで嫌でたまらなかったのだ。今は開かい催さいのスピーチも普ふ通つうにこなすことができた。


　第一一八代生徒会長。淡谷『若光の君』──。


　一度距きよ離りを置いたのが良かったのかもしれない。


　今ならはっきりと言える。もうこの肩かた書がきは、自分一人のものではないのだ。


　雪国と、舞姫と。二人が入れ替かわり立ち替わり手を加えていくことで、今のこの学校があるのだろう。どちらも「あなたのおかげ」と言われれば違い和わ感かんがある。それほどの濃こさでつながりあって、影えい響きようを与あたえあってここまで来たのだ。


　もしここに戻もどってきたとしても、もう昔のように名前に振ふり回されることはないだろうな。そんな穏おだやかな予感が、舞姫の胸の中に生まれようとしていた。


「……ああ、そっか」


「？」


　そっか。そうなのか。舞姫は踊りながらつぶやいた。


　今まで一人ではイメージしきれなかったもの──入れ替わりをやめてもいいよと言っておきながら、どうしても想像がつかなかった『淡谷舞姫を名乗って学校に通かよう自分』に、ようやく色と形がついたのかもしれない。


　それは思ったよりも淡たん々たんとして、でも穏おだやかな凪なぎのような日常になりそうで──。


「わぷっ」


　その瞬しゆん間かん、唐とう突とつに吹ふき抜ぬけた横よこ殴なぐりの風に、舞姫は視界を奪うばわれ目を閉じた。


　あまりに強すぎて瞼まぶたを開けていられない。


　周まわりでも次々に悲鳴があがる。ほんの二、三秒の出来事だったが、目を開ければ髪かみはばさばさ。目の前の少女も髪かみ飾かざりが半分取れてしまっている。


「す、すごい風だったね……」


「はい……」


　フードコートのテントも少なからず被ひ害がいを受けたようで、あおりを受けて地面から支し柱ちゆうが外はずれそうになっているものがあった。他にも倒たおれそうな照明のスタンドがいくつか。


　中断していた音楽が、ふたたび鳴りはじめる。しかし風と一いつ緒しよに興きようまで吹き飛ばされたようなものだ。舞姫もふくめて、すぐに踊り出そうとするものは少なかった。それより乱れてしまった髪や衣い装しようをどうにかしようと、グラウンドの外へ移動しようとする人間の方がずっと多い。


「──ばか。危ない！」


　舞姫は叫さけびながら走っていた。


　なにもわからずライトの真横を通って校舎に向かおうとしている下級生を、力のかぎりに突き飛ばす。続いて自分も立ち上がろうとするが、間に合わない。先ほどの突とつ風ぷうでバランスを失っていたライトアップ用の照明は、脇わきにあったテントの支柱と屋根を巻き込み舞姫の方へと倒れ込んできた。


　悲鳴があがる。


「誰だれか！　若光の君が！」


「機材が倒れました！　ここです！」


　他にもいろいろな人間がいっせいに好き勝手なことを叫びだすが、いちいち聞き分けることなどできるわけがない。下した敷じきになったテントの下で、舞姫は痛いよこんちくしょうと歯を食いしばるしかなかった。


「会長、ご無ぶ事じですか!?」


「…………とりあえず、無事……」


　どうやら突き飛ばしてしまった下級生も、無事でいるらしいことを悟さとり、自分も表へと這はい出した。


　直ちよく撃げきこそ避さけた重い照明が、テントの帆ほ布ぬのを突き破やぶる勢いきおいで地面にめりこんでいるのを見て、さすがにぞっとしてしまう。


「大だい丈じよう夫ぶですか!?　舞姫さま」


「お怪け我がは」


「だから、平気。大丈夫──」


　カツラがずれていないか気にしつつ、ドレスについた埃ほこりをはらい、そして脱ぬげた靴くつを探さがそうと身をひねった──とたんに、激痛が走る。


　しかし、悲鳴をあげることはできなかった。


「あの、これ」


　そこにいたのは、一駿河蜜だった。


　舞姫の足から脱げた靴の片方を、静かに差し出してくるのだ。


「すごい遠くに飛んでましたよ」


　月明かりと照明の間に浮かび上がる、やわらかな髪と、大きな琥こ珀はく色いろの瞳ひとみ。その目でたしかにこちらを見ているはずなのに、視線らしい視線をまったく感じない生気のなさが不思議で仕方なかった。まるで夜の嵐あらしに巻き込まれて羽はねを傷つけた小鳥のように、ふらふらとこちらに近寄ってくるのだ。


「先せん輩ぱいは……いつも、人のために働いて……痛い目ばっかりあって……しょうがない人なんですよね……」


「ち、ちょっと待って、一駿河さん──」


　彼女は、すとん、とこちらの目の前に座すわり込む。目が合えば微ほほ笑えむ。


　ひんやりとした指先が、舞姫の右手をなでた。やめて。それ以上先に行かないで。舞姫の心がその先を聞くのを拒きよ絶ぜつするのに。


　だけど彼女は言ったのだ。


「やっと見つけました。あなたがそうですよね、先輩」
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　──違ちがうよ！


　雪国の叫びは、かろうじて口の中でおさまった。


　違う。違うよ一駿河さん。それ舞ちゃんだよ。間ま違ちがえちゃってるよ。


「ね？　先輩でいいんですよね？」


　突風に倒れた照明とテント。校舎からグラウンドにさしかかっていた雪国は、まさに目の前で二人のやりとりを目もく撃げきしてしまっていた。


　照明の土台がぐらついていたのは、雪国も気づいていた。もう少しで同じ行動を取っていただろう。けれど、タッチの差ですべての明暗がわかれ、舞姫の前には蜜が膝ひざをついている。


　心なし震ふるえて笑う蜜の表情や仕草が、いやがおうにも絶望の二文字を思い起こさせる。


「先輩ったら。返事ぐらいしてくださいよ──」


　いやだよ。こんな展開ってないよ、一駿河さん──。


「血ち迷まような、淡谷弟！」


　後ろから肩かたをつかまれた。


　思わず目の前の二人めがけて突き進んでいきそうになった雪国だが、そのまま強ごう引いんに向きを変えさせられた。そうして強く腕うでをつかんできたのは、ウエイター姿の芝目だった。


「……芝目くん……？」


「あれは、一駿河嬢じようだけのミスではない。こうなるはずではなかったのだ」


　なかったって。


　でも、現に事じ態たいは起きてしまっているではないか。蜜は舞姫を雪国だと思いこんでしまっている。


「いいから、見ていろ。兄貴はあきらめちゃいない。絶対だ。このまま終われるなんて思っちゃいない。自分の姉を信じてやってくれ。頼たのむから！」


　血を吐はくような必死さが、いったいどこから来るのかわからなかった。


　ただ、蜜のミスを前に呆ぼう然ぜんとしていた舞姫が、ふいに何かのスイッチを押し貫つらぬくように笑顔を作ったのだ。


「──そう。よくわかったね、一駿河さん！」


　それはまるで、後あと戻もどりできない機械の破は片へんが、彼女の周りに飛散して見えるかのような極ごく上じようのスマイル。


　蜜の顔まで、うれし涙なみだが浮うかぶほど。


「やっぱり、そうですよね！」


「そうそう。ここじゃなんだし、踊おどりながら話そうか」


「いいんですか？」


　ドレスの裾すそを払はらって、二人が立ち上がる。互たがいが互いをいたわるように、ゆっくりと仲むつまじくダンスエリアに入っていく姿を見て、周囲の輪もほどけていく。


「ま、舞ちゃ……」


「ぼさっとするな。移動するぞ淡谷弟」


「え。なんで」


「機会を見て入れ替わる」


「な──」


「そうすれば間違いはなかったことになる。誰も傷つかずにずむ。一駿河嬢も、誰ヽもヽだヽ」


　断言されて、雪国は絶句した。


　──あきらめないというのは、そういうことなのだ。


　芝目に肩を叩たたかれた右側だけが、じんわりと熱あつくなってくる。遅おくれを取ってしまった長身の背中を追って、雪国もまた走りだした。


（舞ちゃん。一駿河さん──！）





　　　　　＊＊＊





　噓うそつき。ほら吹き。詐さ欺ぎ師しのペテン師。


　これを姑こ息そくと呼ぶ人間もいるだろうか。けれど舞姫は、一番辛つらい時にも正面からぶつかり砕くだけ散ちることを良しとせず、回かい避ひして力をためることを選んだ大噓つき人間だった。


　今の自分には夢がある。まだできたばかりだが、あの時胸に描えがいた穏やかな未来。日常。幸福になりそうな何か。あれを普ふ通つうに実現させるためには、舞姫ばかり普通でいてはだめなのだ。


　遠回りをしたぶん幸せになった弟が必要。ほかにもさゆねや、離はなれていてもＳＥＣも。そこに涙はいらない。みんなで幸せになるためなら、もう一度だけでも噓をつく。全員が笑って、全員で幸せになる未来。そのことのためだけに力を尽つくせ。


　目の前にいるこの子に悟さとられるな！


「こんな風に踊れる日が来るなんて、思ってもみませんでした」


　蜜のささやきに、精せい一いつ杯ぱいの笑顔を返す。


　厚みを増した三さん拍びよう子しのリズムにのって、ダンスエリアを踊りながら移動し続けた。ここに来て蜜の手は、ようやく暖かみを取り戻もどしてきたようで、やわらかな頰ほおにも血けつ色しよくが戻りはじめている。


　正常な状態に近づくことを喜ぶべきか。それとも『気づかれ』やすくなる危険性を警けい戒かいするべきか。舞姫は見み極きわめようと考えるが、ライトの下敷きになったあたりから痛みはじめた腹の調子がいっそうひどくなるので中断になった。きっとローストビーフにあたったせいだ。そうに決まっているあの安物め。


　笑って、笑って。できるかぎり笑って。照明。音楽。人のざわめき。すべてこの場の力を自分の味方にするイメージで、全力で時間を稼かせいで。


　──雪国は、まだ？


　気が遠くなりながら視線を周囲に走らせれば、ＳＥＣの芝目が、グラウンドの外周から手を振るのが見えた。指はＯＫのサインだった。向こうもこちらのやりたいことがわかっているのだと思うとほっとした。一人じゃない。それが無む性しようにうれしくて、彼にキスの一つもしていい気になるのが不思議である。もしかしたらそれもまた、この先にある一つの未来なのかもしれない。


　だけどすべては不確定のもの。今はただ、このまま蜜と踊りながらエリアを半周し、校舎に近いところで輪を離れ、本物の雪国とバトンタッチをしなければならないのだ。


（それまで、もって）


（がんばって）


　ワルツ。ステップ。もう一度回って。


　合図が出た場所までもう少し。


「──あの、ごめんね一駿河さん」


「なんです？　先輩」


「ちょっとお手洗い行ってきていいかな」


　蜜は少しびっくりした顔をしたが、おとなしくうなずいてくれた。


「そこにいて。すぐ戻るから」


　言いおいて、場を離れる。きびすをかえして早足になり、ギャラリーの間をかきわけるように外周へ出る。短い石段を上ったところに、グラウンド併へい設せつの共同トイレがあった。迷わず中に飛び込んだ。


　個室の手前の手て洗あらい場で、雪国が待っていてくれた！


「舞ちゃん……！」


「ごめん、ユキグニ。あとは、お願い……」


　倒たおれ込むように抱だきついて、けれど完全に体重を預あずけることはしない。その懐なつかしい匂においをかいでいるとほっとするが、今はまだだめだ。舞姫はひどくなる一方の腹痛をこらえ、自分の二本の足で自分の体重を支えた。そして弟の顔を見た。ひどく心配してうろたえた顔。笑い飛ばすようにその額ひたいをデコピンする。


「たっ」


「行って。はやく。一駿河蜜が待ってる」


　おかげで彼は調子を取り戻したようだった。ほんのり拗すねた顔で「わかってるよ」と言って飛び出していく。


　そう。それでいいのだ。舞姫は洗面台の端はしによりかかり、大声で『ハレルヤ・コーラス』を歌いたくなって難なん儀ぎした。


　天国はきっとすぐ近くにあるはず。
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　大勢の人に背中を押されて、追い風の勢いきおいで石段を飛び降りて、雪国はダンスエリアへと走り続けた。


「一駿河さん！」


　人ひと垣がきの間を分け入るように飛び込むと、蜜の顔が見える。照明の下で彼女が笑った。それだけで世界の解かい像ぞう度どが上がる。体温が上がる。だから雪国も、その中で笑うことができた。心からその存在に向かって手をさしのべることができた。


「ありがとう……！」


「な、どうしたんですか、いきなり」


「だってほら。なんかさ、言いたくて」


　きっといきなり感かん極きわまって、変な人間になっているだろうけれど。


　だけど言いたい。あまりに長い遠回りと紆う余よ曲きよく折せつ。それを埋うめるためにどれだけの人の手があったのか。


　せめてひとこと感謝の気持ちだけでも口にしなければ、雪国は死んでも死にきれないような気がしたのだ。


「踊りますか？　先せん輩ぱい」


「うん。あ、あ、でもちょっと待って。まだ心の準備が──」


　雪国は、急に跳はね上がりだす鼓こ動どうを鎮しずめようと、ドレスの胸をおさえた。途と中ちゆうで背はい後ごを振ふり仰あおげば、トイレから顔を出して、小さく手を振る舞姫が見えた。


　いいから落ち着けと言われているような気がした。


　また少し、緊きん張ちようがほぐれる。雪国は、あらためて蜜に向き直り、その手を取った。


　大だい丈じよう夫ぶ。今度こそ幻まぼろしじゃない。


「いこうか、一駿河さん」


「はい」


　ぎこちなくも体を寄せ合った。頭の中で、必死に覚おぼえた男性パートがぐるぐると回る。はじまりはまず右足から一歩。回りながら左で一歩。ぶつかりそうになってはにかむ蜜の顔が、すぐ目の前に。くすぐったさをこらえながら、足をそろえて今度は後退。ゆっくりとターン──。


「────」


　そして回る視界に映うつったモノ。


　それは腹部をおさえて、音もなくくずおれていく姉の姿。


　雪国は、すべてのことを忘れて叫さけんでいた。


「──────舞ちゃん！」





　淡谷舞姫は、そのまま市内の病院に搬はん送そうされた。


　ライトの倒とう壊かいにまきこまれた時、わき腹を打っていたのを黙だまっていたらしい。


　心の中で脂あぶら汗あせをかきながら、周まわりにばれないようにと歯を食いしばって、ずっと一人で耐たえていたのだ。


　急に呼び出された保護者の祖母は、一いつ般ぱん外がい来らいの終わった受付ロビーで、雪国に怪け我がの具合の説明をしてくれた。


「肋ろつ骨こつと、場合によっちゃ内臓にもダメージが行ってる可能性があるって話だったね」


「そんなに……」


「まあ念には念を入れて、検査結果が出るまでは入院だって話だ。あんまり深刻に考えんでも大丈夫そうだよ」


　ぽん、と雪国の頭を叩く。その頭にニセ舞姫のカツラはない。男物のトレーナーにジーンズとスニーカー。すでにドレスは脱ぬいでいる。


　目の前の祖母に持ってきてもらったのだ。


「舞姫の着き替がえと一いつ緒しよに、あんたの着替えまで持ってくることになるとは思わなかったよ」


「ありがとう……」


「変な遊びをしてたもんだね」


　祖母は、今日のためだけの一夜の遊びと思って言っているのだろう。リアル舞姫の横にニセ舞姫を並べて。おもしろおかしい宴の余興。けれど雪国には、もっと別の意味がこめられている気がしてしょうがない。


　変な遊び。そんなことをしていたつもりは、一度だってなかったとはいえ──。


「ほら。お友達も待ってる。もう遅おそいからしっかり送っておやり」


　肩かたを叩かれる先には、ピンクのドレスの女の子がたたずんでいるのだ。


　ここまでずっと一緒に付つき添そっていてくれた彼女。緑の公衆電話の隣となりで、背もたれのないベンチソファに浅く腰こし掛かけ、こちらのやりとりを見守っている──一駿河蜜。


　蜜がうなずくのにあわせて、二人そろって病院を出た。


「……ＳＥＣに、連れん絡らくしないとね」


「そうですね……」


「久我原さんも。みんな来たいっていうのに無理して待っててもらってるんだし」


　自動ドアが開く。目の前の車寄せを、救急車が横切っていった。焼き付くような赤い光をひらめかせ、裏手の非常搬はん入にゆう口ぐちをめざしているのだ。つい数時間前まで、あの中に舞姫も入っていた。


「──やっぱり、蜜、間ま違ちがえちゃってたんですね」


「そういうことに、なるかもしれない」


「しれないって。他になにがあるんですか？」


「僕らが気にしないって選せん択たく肢しはあると思う」


　雪国はなにも気にしない。蜜もまた、なにも気にしない。


　わかるだろうか。なにも気にせず、約束も忘れ、すべてをリセットして、あなたが好きですと手に手を取り合うのだ。


　救急車の音はひどくうるさいけれど。嫌いやでも今日のことを思い出すけれど。


「できそう？」


　蜜は、言った。


「無理ですね……」


　それこそ自分の気持ちに噓うそはつけないとばかりに、首を振った。琥こ珀はくの瞳ひとみが悲しげだったことが、救いのような報むくいのような気にさせた。でも、言われること自体は予想していた。病院の待合室で、蜜と肩を並べて待っていた時から、空気だけは濃のう密みつにただよっていたのだ。


　結果が、今ここで出た。


「あなたのことを好きになる資格が、蜜にはありません。だから、ここでさよならです」


「そっか……」


　はたしてこういう時、なんと続ければいいものだろう。雪国としてはあえて続ける必要などないのかもしれないが。それでも何か、言うべきことがあるのではないか？


　蜜が背中を向けた。こうして考えごとをしていたおかげで、最後の彼女の顔を見るのを忘れた。彼女は目の前の階段を下り、病院の敷しき地ちを出ると、通りのタクシーを拾ひろって去っていく。


　振り返って、ロビーの時計が見えた。闇やみ夜よにひらめくオレンジ色のデジタル時計は、午後八時四十五分を告げていた。


　なにかに似にているかと思えば、あれだ。


　白衣着て。病院で。高そうな腕うで時計をはめた先生が病室でつぶやく。


「うあ……」


　──ご臨りん終じゆうです──。


「うああああああああああああああああああああああああああああああああ！」


　雪国は走った。三段の階段を飛び降おり、車寄せを突つっ切り、眼前に広がる国道沿ぞいの歩道を、どこまでも走り続けた。


　沸ふつ騰とうする感情は消えなかった。はじまりは去年の冬だった。図書館で見かけた姿に心臓がとまった。四月になってバス停でまた顔を見た時の感動。入れ替かわりのはじまり。いさかい。ジョーゼットのシュミーズ。回し蹴げりと焼きそばパン。合がつ宿しゆく。彼女の笑顔。


　愛いとしかったのだ。


　人にぶつかり、横断歩道を無理矢理駆かけ抜ぬけ、何度も怒ど声せいとクラクションを浴あびながら、叫ぶように走る足の勢いはとまらなかった。


　走っているうちは、この結末も終わらない。そう一心に願いながら。


「ほかにっ、どうすればよかったんだよ！　なにをすればよかったんだよ！　なあっ、教えろよ誰だれか！」


　誰か。誰でもいいから。


「好きで！　好きなだけじゃ……だめだから……」


　末まつ端たんに疲ひ労ろうがたまるにしたがって、走りの速度は鈍にぶくなり、高速で流れ続けた外界の景け色しきが、ふたたび視界に入ってくる。心臓は今にも破やぶれそうで、涙なみだで光の境さかい目めがにじんでいた。


「危ない！」


　響ひびく声に振り向く余よ裕ゆうもなかった。左の路地から猛もうスピードで飛び出してきた自転車と、出会い頭がしらに衝しよう突とつする。


　その衝しよう撃げきよりも痛みよりも先に、サドルにまたがっていた古こ葉ば鳥とり子このポニーテールに驚おどろいてしまった。





「……ウソみたい……ほんとに淡谷なのよね……」


　鳥子は自じ動どう販はん売ばい機きで買ったミネラルウォーターを、ガードレールにもたれる雪国に手て渡わたしてくる。とりあえずすりむいた右手の傷口は、それで洗ってすますことにした。


「う、いてて……」


「大丈夫？」


「あ、平気。ありがとう、古葉さん……」


「お礼とか言わないでいいから。傷はそこだけなのね？」


「うん。たぶんそう……」


「死にそうにしか見えないんだけど」


　雪国の隣には、鳥子が乗っていた自転車が駐とめてある。割合に年季の入った赤い自転車で、カゴの凹へこみは雪国にぶつかる前からあったらしい。隣にある郵便ポストとよく似た色合いをしていた。


　無ぶ骨こつな書類ケースが、カゴに一つ突っ込こんである。


「いきなり飛び出されちゃ、びっくりするじゃないの」


「ごめんね……」


　何はともあれ、鳥子の方に目立った怪我がなくてほっとした。


　彼女はこちらを見下ろしながら、心配そうにデニムのミニスカートの膝ひざを折り、雪国の脇わきに座すわり込んでくる。勢いで中空にはねるポニーテールが、なにか別の生き物のように見えた。


　ああ、いいな。


　羨うらやましいぐらいに生きているんだな。


「止まりたかったけど……なんか、止まり方がわからなかったんだよ……」


「すっごい変なことになってるし！」


　しっかりしてと肩を揺ゆさぶられた。


　古葉さんこそ、こんな時間に、一人でどこまで行くつもりだったのだろう。


「ああもう、大丈夫？　頭打ったりとかはしてないのよね？　もしかして病院行った方が良い？」


「いいよ、古葉さん」


「でも」


「それより話を聞いてくれる？」


　病院にはもう、行って帰ってきたところなのだ。


　雪国は、このさいだからと話すことにした。


　長い長い話になった。


　まずはイントロダクション。話の途と中ちゆうまでは蜜にしたことと同じ。一人の少女に一ひと目め惚ぼれをした少年が、双ふた子ごの姉と協力して学校を取り替えたことである。


　そこからさらに、今日までの展開を付け加える。取り替えたことによって少女と仲良くなった少年が、それゆえに別れることになった顚てん末まつである。


「……時刻は午後八時四十五分。大だい往おう生じようでした」


「噓うそつき」


　ぽつりと、鳥子。


　道ばたで長話を続けたおかげで、彼女もまた、雪国の隣に体育座りをしていた。


　車のヘッドライトが、すっきりと整った額ひたいや鼻はな筋すじ、ミニスカートからのびる膝ひざ頭がしらを照らして流れていく。


「うんまあ、大往生は言い過ぎだったよね」


「あたしは、淡谷の懺ざん悔げ室のシスターじゃない」


　押し殺すような声。彼女の怒いかりはもっとものような気がした。


「……そう、だよね。やっぱり、怒おこるよね──」


「怒る怒らないじゃなくて。そんなの全部通とおり越こして！」


　鳥子はあらためて雪国の顔を見返した。


　それはいつか見たレーザービーム。あのまっすぐに撃うち抜くような濡ぬれた瞳が、そこにあった。


「……あたしは、神様に仕つかえる敬けい虔けんな聖職者じゃなくて。むしろ神様がいるなら頭っからすがりたくなっちゃうようなちっぽけな人間で。だからね……なんなのよ。こんな時にこんな場所でそんな話聞かされたら、進むしかないじゃない。信じたくなっちゃうじゃない。神様の存在を」


　彼女は、こちらで投げ出した足の上を乗り越えるように、自分の自転車に近づいた。そしてカゴの中に入れておいた書類ケースのふたを開け、中からＡ４サイズほどの封ふう筒とうを取り出す。中身はずっしりと紙がつまっているようで、分ぶ厚あつくふくらんでいた。


　○○社小説新人賞と宛あて先さきが書いてあるのが見えた。


　その封筒を、鳥子は間かん髪はつ入れず振ふり返り、隣にあった郵便ポストめがけて投とう函かんした。


「小説……古葉さんが……？」


「神様は、残ざん酷こく。でも、後こう悔かいは、しない。蜜……あなたが選んだみたいに、あたしも自分の道を行くの。ここからはじめてみるの──」


　ひそやかなつぶやきの意味は、聞き返せなかった。


「あたしは、淡谷が好き」


　汚よごれたアスファルトについた手の上に、くず折れる彼女の指先が重なる。


　世界が止まるようなその一いち撃げきを、繰くり出してくる。


「ずっと前から好きだった」





　　　　　＊＊＊





　空そら舟ふね市の外はずれにある一駿河家に、一ひと人り娘むすめの蜜が帰宅したのは、夜の九時を回った頃ころだった。


　事前に知らされていた校内舞ぶ踏とう会の終しゆう了りよう時刻を考えれば、ごく平へい均きん的な帰宅時間である。帰りは必ずタクシーを使いなさいと厳げん命めいしていた通り、車も使って寄り道もせず帰ってきたようだ。これには母親の佐さ和わ子こも、家政婦の清きよ野のも、文句の出ようがない。


「──楽しんできた？」


　佐和子が居間のソファから呼びかける。蜜は清野に羽は織おっていたストールを預あずけつつ、小さく、うなずいた。


「行かせてくれて、ありがとう」


「そう。これで少しはお母様の言うことも聞いてくれる？　転校してもね、悪いことばかりではないのよ」


「そうですよ、お嬢じよう様さま。安産祈き願がんの件は、私どもの誤解だとわかりましたが──」


「もういいわ。お母様。清野も」


　蜜は区切るように言った。


「蜜がわがままだったの。行ってみる。東京の学校」


「ほ──」


　二人の呼吸が重なる。


「本当なのね!?」


「本当でございますか！」


　蜜はにこりと微ほほ笑えんだ。同時にその瞳ひとみから涙なみだがこぼれ落ちて、場にいる全員が戸と惑まどうことになる。


「あ、あれ……なんでかしら。おかしいわ……」


　一番おどろいているのは、蜜のようだった。おろおろとつぶやきながら、指で涙をぬぐう。それでも涙は流れ続けた。


「お、お嬢様……」


「車の中で……全部出しちゃったと思ったのに……不思議よね……」


　止まらない涙。止まらない心。


　すべてを照らす月だけが、高く町の夜空に輝かがやいていた。





[image: ]







あとがき












　　　あとがき／あるいは本文に登場しなかったなにか









　ＳＨ＠ＰＰＬＥ７巻　口絵案[image: ]




　　　　──もしも雪ゆき国ぐにの方が男子校に行っていたら──







【１ページ目】


　小学校にあがる直前の双ふた子ごの絵。


　モノローグ「僕たちは仲良しの双子です」


　　　　　↓


　双子の母、佐さ喜きのセリフ「雪国、あなたはもう少し男らしくならないとね」


（母の姿そのものは描かなくていいと思います）


　　　　　↓


　そして雪国だけ学ランに半ズボン、


　制せい帽ぼうをかぶって名門私立男子校初等科に入学することになる。


　雪国、不安で涙なみだ目め。（ショタ炸さく裂れつで可か愛わいく描いてあげてください）





【２ページ目】


　モノローグ「男子校──それは漢おとこの中の漢を育てるための男塾じゆく」


　入学した男子校の描写。なぜか嵐あらし吹きすさぶ孤こ島とうの収容所のような外観。フンドシ一丁のマッチョ教官にしごき回されるマッチョ学生たちの絵。（男塾ばりの劇画タッチであればあるほど笑えると思います。「この画面には多大な偏へん見けんが含ふくまれております」とかテロップを入れて）


　　　　　↓


　モノローグ「その中で雪国も、徐じよ々じよに姿形を変えていった」


　愛らしいショタ顔の雪国から、しだいに陰のある顔立ちへ。





【３ページ目】


　場面が変わって、淡あわ谷や家の子供部屋に。


　舞まい姫ひめが下段のベッドで寝ねている。


　雪国、声のみのセリフ「舞ちゃん、僕もう学校行くの疲つかれたんだ」


　　　　　↓


　舞姫がねぼけ眼まなこで見上げれば、そこにいたのは、別人のようにゴリラマッチョになった雪国（らしきもの。むしろゴリラ）。


　　　　　↓


　雪国「僕と舞ちゃんで学校交換しない？」





【４ページ目】


　舞姫「いや、いくらなんでも見た目が違ちがいすぎ……」


　　　　　↓


　ひきつり笑いをする舞姫に、


　ゴリラ雪国、「大だい丈じよう夫ぶ、こんなにそっくり」と手鏡をさしだす。


　　　　　↓


　そこには髪型だけかろうじて舞姫っぽいゴリラの姿が！





　煽あおり文句挿そう入にゆう──ＳＨ＠ＰＰＬＥ、「魁さきがけ!!　ゴリラ塾」編スタートか!?　続きは巻末だ！





【巻末モノクロ】


　舞姫、子供部屋にいる。ＳＥＣから借りた男塾を読んでいる途と中ちゆうでふいに思いついてしまった想像に愕がく然ぜんとする。


　　　　　↓


　振り返って雪国の顔をみて、「やっぱり良かったんだよこれで！　猿じゃないし！」


　　　　　↓


　雪国、訳がわからず冷たい顔で尋たずねる。「なにが？」







ＥＮＤ







　……以上です。


　これは本当に担当さんに送ったカラー口絵案です。


　書式も文面もほぼそのままです。「あー、これはねえ……ネタは悪くはないけどちょっとねえ……（笑）」と朗ほがらかに却きやつ下かされてしまったのでここに載せますゴリラ塾。フンドシマッチョとヒロイン猿えん人じん化は、ビジュアル化するにあたり誰も幸せにならないと判断された模様。確かにおっしゃる通りではございます。でもちょっと見てみたい気もしたんですよゴリラ塾。


　めげずに送った第二弾（今回採用された方）でもサルネタを引きずっているあたり、サルへの執しゆう着ちやく心しんがうかがえますねウキキのキッ。


　ここからの流れとしては、私と担当さんが話し合ってネームを考え、よう太さんがラブリーな漫まん画がに仕立ててくれるのです。そりゃもう劇的な変化です。


　今回の口絵も表紙も良い感じですよね。鳥とり子こさんの尻しりー。さゆねさんの足ー。そしてサルー。





　そういうわけで、ＳＨ＠ＰＰＬＥ７巻をお届けにあがりました。


　ラブ度高めの、ほんのりしょっぱい塩キャラメルです。


　塩しお漬づけワカメの間違いかもしれませんが。青春はミネラルなのです。


　話としては、サルどころではなく佳か境きように入って参りました。蜜みつママ佐和子さんのビジュアルは、「ＳＡＹＡＫＡが中学生だった頃の松田聖子」を想像しながら書いてたりしました。なんか微び妙みような表現ですがオーラがそんな感じなのでしょうか。


　１巻から先を書こうと思った時点で、決めていた流れではありますが、入れ替わりものとしては避けて通れない課題を書く回になりました。この件について君はどう思う？　どう彼らと関わっていきたい？　と、双子を取り巻くメインキャラ一人一人にインタビューをしながら書き進めていった感じです。もちろん、双子自身の考えも忘れちゃまずいわけで。


　ここから彼らが何をつかんでいくか、双子たちがどこに進んでいくか、もう一踏ふん張りでえいしょと書いていくつもりですので、なにとぞ応おう援えんよろしくお願いいたします！





　そんなこんなで、この７巻を書く間に、夏が一つ過ぎ去りました。


　仕事場のプチトマトはざくざくに実ってトマトソースに変わりました。


　どえりゃー可愛いドラマＣＤが出て、ブラボーにキュートな漫画の連載がはじまりました。いやもう皆様チェックされました？　大変ありがたいことでございます。


　他に変わったことと言えば、近所のフィットネスクラブに入会してみたことでしょうか。


　ダイエット以前に、この肩こりと腰痛をどうにかするには、運動するしかなかろうという苦肉の選せん択たくです。こちらはまったくありがたくありません。


　なにぶんご近所で、しかも出入りするのは平日午前中ですから、周りにいるのはアラカン（アラウンド・還かん暦れき）のマダムばかり。今日もスタジオではフラダンスが大盛せい況きよう。そんな周りに混じって運動しても、まったく違い和わ感なくとけ込める身体能力のなさが泣けてきます。ストレッチ一つ取っても、わたしより柔じゆう軟なん性あるおばあちゃまがいっぱいだよ！　みんなプチ森もり光みつ子こだよ！


　思えば小学校から高校まで体育の授業を受けてきましたが、体育の時間に先生から褒ほめられたことは皆無に近いのです。マラソン大会はブービー賞。バスケットボールは審しん判ぱんにボールをパスする始末。唯ゆい一いつの例外は、忘れもしない高校二年生の夏。水泳の余り時間に習った古式泳法。なぜか横泳ぎの筋だけはいいと褒められました。


　あれから時が過ぎ去りましたが……横泳ぎを……披ひ露ろうする機会も場もありません……。


　市民プールで泳いでみせたら勇者になれるでしょうか。


　すいすい（横泳ぎ）。





　さて。お次は８巻です。


　賽さいは投げられ、ここまで来たら突っ走るのみ。


　冬のうちにお会いできるはずです。さらばであります！










竹岡葉月





著者


竹岡葉月


●たけおかはづき





『ウォーターソング』（コバルト文庫）でデビュー。いまや現代学園普通なラブコメを書く漢前女性作家。11月です。関係ないけど家に犬がきました。秋です。関係ないけど家に犬がきました。腰が痛いです。関係ないけど家に犬がきました。芋がうまいです。関係ないけど家に犬がきました。わほーい（喜んでいるらしい）。





ＳＨ＠ＰＰＬＥ


─しゃっぷる─[image: ]





竹たけ岡おか葉は月づき









[image: ]


平成21年11月25日　発行


発行者　山下直久


発行所　株式会社富士見書房


〒102-8144　東京都千代田区富士見1-12-14


http://www.fujimishobo.co.jp/


(C)2009 Hazuki Takeoka, Youta/Fujimishobo




[image: ]

OEBPS/images/FONT_HEART2.png





OEBPS/images/P081.jpg





OEBPS/images/K001.jpg





OEBPS/images/P267.jpg





OEBPS/images/P011.jpg





OEBPS/images/P133.jpg





OEBPS/images/COVER.jpg
P —— |

0 TrVIITNE





OEBPS/images/P103.jpg





OEBPS/images/FONT_1.png





OEBPS/images/P006.jpg





OEBPS/images/BOOKWALKER.png
AT

BOOKYWALKER





OEBPS/images/K003.jpg





OEBPS/images/IN.png





OEBPS/images/P289.jpg
]

R AN .
_ T =

|

B

&

rau

RIS L]
BERASNN'U o






OEBPS/images/P215.jpg





OEBPS/images/K002_1.jpg
PR OMA0# R48
KR a0 -2 &2
Y REE S DR

BRI
AR RYUC T Ause
HER VA8 EIN
R D

NSt
FeEeN

®ARI<e
Q00
B R4






OEBPS/images/LOGO.png





OEBPS/images/WHITE.jpg





OEBPS/images/P201.jpg
o





OEBPS/images/FONT_7.png





OEBPS/images/K002_2.jpg





OEBPS/images/P049.jpg





OEBPS/images/P113.jpg





